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序 文

愛媛大学の本部事務局と４つの学部を抱える城北キャンパスには、弥生時代における西日本屈指

の大集落である文京遺跡が所在する。愛媛大学では、1987年に愛媛大学埋蔵文化財調査委員会の指

導に基づいて埋蔵文化財調査室を設立し、埋蔵文化財の保護に努めている。

城北キャンパスでは、２００４（平成16）年までに、２８次にわたる全面調査が実施されている。その

中で、本書に報告する文京遺跡13次調査は、1995～1996年に実施した愛媛大学地域共同研究センタ

ー建設に伴う発掘調査である。調査地点は、旧工学部本館（総合研究棟２）の南西側にあたる。旧

工学部本館の建設工事に際しては、大量の弥生土器や石器が出土したことが、故西田栄先生（元教

養部教授）によって紹介されている。３．７次調査で出土した大型掘立柱建物の南側にもあたるの

で、弥生時代の大規模集落を解明する情報が得られることが期待された。

発掘調査では、まさしく弥生時代の11棟の竪穴式住居跡などが発見され、径25～30cmの立柱痕跡

をもつ掘立柱建物を部分的であるが確認できた。これらの遣構に伴う出土品も、弥生土器や石器だ

けではなく、鉄錐、イネやムギの炭化種子など、豊富多彩である。また、弥生時代以上に、古墳時

代後期の遺構も数多く発見されている。調査当時、文京遺跡では古墳時代の遺構と遺物がまとまっ

て出土したことは初めてで、弥生時代に重なって古墳時代の集落が営まれていたという文京遺跡の

もう一つの姿を明らかにできた。とくに、出土した鍛冶関連の遺構・遺物は集落の性格を分析して

いく貴重な手掛かりとなる。

さて、こうした重要な調査成果があげられたが、その後も連続して実施される校舎建設に対応す

る発掘調査が優先され、整理作業は寸断され、大きく停滞した。そこで、施設部と協議して短・中

期的な整理計画をつくるとともに、整理体制の強化を図り、報告書刊行の準備を進め、今回、正式

調査報告書を刊行することができた。しかし、調査の開始から数えて７年の月日がたっている。調

査成果の公開が遅れたことは、今後の愛媛大学の解決すべき課題として残されている。

発掘調査から記録・遺物類の整理、そして報告書の刊行にいたるまでには、多くの方々から協力

を得た。それらの方々に深く感謝するとともに、本書が多くの人々に利用。活用されることを祈念

します。

2004年２月１５日

愛媛大学埋蔵文化財調査室

室長下僚信行



例 にＩ

１．本書は、愛媛大学埋蔵文化財調査室が１９９５（平成７）年度に実施した愛媛県松山市文京町３番の愛媛大学地域

共同研究センター建設工事に伴う文京遺跡１３次調査の正式調査報告書である。

２．愛媛大学埋蔵文化財調査室では、これまで文京遺跡８．９．１１次調査、同１０次調査の発掘報告を刊行している。

本書が３冊目の報告書となることから『文京遺跡Ⅲ』とした。また同時に、愛媛大学埋蔵文化財調査報告皿に
あたる。

３．本書で示した方位・標高値は、平面直角座標Ⅳ系にしたがっている。

４．土色と遺物の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準土色帖」（1976）に準拠したが、本
文中ではマンセル記号は省略した。

５．本書に使用した遺構図は、田崎博之・宮'1奇直栄・川口雅之・広瀬岳志・高尾浩司が実測図を作成し、三吉秀
充・宮'11奇が浄写を行った。

６．遺物図は、田'1奇・宮崎・武田尊子が実測図を作成し、田崎・武田が浄写を行った。また、巻末表２～４の遺物
観察表は、田崎・宮崎・武田が共同して作成した。

７．本書で使用した遺構・遺物写真は、田崎が撮影した。

８．炭化種子・炭化材・動物遣存体の一部については、㈱古環境研究所に同定・分析を委託し、その報告を体裁を
かえて掲載した。

９．本書の執筆は、序説・Ｉ．Ⅱ・Ｖ章は田崎Ⅲ章は田崎・武田が共同して執筆し、Ⅳ章は㈱古環境研究所によ
る自然遺物の同定と検討の報告である。

１０．本書の編集は、埋蔵文化財調査室長下僚信行の指導のもとに、田崎が行った。

１１．本書に報告した文京遺跡13次調査にかかわる記録類・出土遺物は、愛媛大学埋蔵文化財調査室において保管さ
れている。
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序説

序説

１調査にいたる経緯と調査組織。体制

（１）調査にいたる経緯

松山市文京町３番、２番３号、および道後樋又10番

１３号の愛媛大学城北団地に所在する文京遺跡は、昭和

22年（1947）頃から弥生土器や石庖丁が採集されてき

た。１９６２（昭和37）年には工学部本館建設工事中に弥

生時代の遺物が大量に出土し、愛媛県の代表的な弥生

時代遺跡として全国に知られるようになってきた。そ

の本格的な発掘調査は、１９７５（昭和50）年の文京遺跡

１次調査を皮切りに、２００３（平成15）年３月まで、建

物建設などに伴う28次の全面調査と、数十ヶ所の営繕

工事などに伴う小規模調査が実施され、弥生時代の大

規模集落遺跡であることが明らかにされてきた。

さて、城北団地では、１９９４（平成６）年度以降、再

開発計画が具体的に進みはじめ、１９９５（平成７）年度

には地域共同研究センター建物の予算が示達された。

７月10日付けの愛大地発第21号で、地域共同研究セン

ター長から建物建設に伴う埋蔵文化財調査の実施が正

式に依頼され、７月１９日に開催された埋蔵文化財調査

委員会で発掘調査の実施が了承された。これを受けて、

埋蔵文化財調査室は、施設部と協議しながら発掘計画

を立案していった。協議の結果、

①建設予定地内に位置する文京遺跡６次調査ｌトレ

ンチの調査結果から弥生時代～古墳時代の遺跡の

（２）発掘調査の体制

文京遺跡13次調査にかかわる１９９５（平成７）年度の

埋蔵文化財調査委員会の体制は以下の通りである。

<埋蔵文化財調査委員会〉

（委員長）学長三木吉治

（委員）法文学部長溝口競一、法文学部教授下

僚信行、教育学部長向井康雄、教育学部助教授川

岡勉 、理学部長水 野信彦、医学部長榊三郎、

工学部長谷垣禎一、農学部長西頭徳三、教養部長

小西永倫、教養部教授松原弘宣、事務局長小原孜

１

存在が予想され、建設予定地全域（調査面積890

㎡）の発掘調査を行うこと、

②1994（平成６）年度から実施していた工学部１号

館建設Ｉ期工事に伴う'２次調査が、春先と梅雨の

長雨のため、７月まで調査期間がずれ込むことか

ら、地域共同研究センター建物建設に伴う発掘調

査は１０月から着手すること、

③今回の調査地点では遺構の密集が予想され、約５

ケ月間の調査期間を確保すること、

④営繕工事などに伴う小規模調査が今回の発掘調査

期間中に予想されるが、１日程度で実施できる調

査を８～９月に集中させて実施し、数日間の期間

が必要な調査は来年度に行うこと、

⑤調査にあたっては、共同溝を拡張する西側道路部

分と東側の建物本体部分に分け、工事を急ぐ西側

道路部分の調査を先行させること、

⑥調査範囲内に植えられた松の移植は、表土剥ぎと

併行して進めること、

を確認し、文京遺跡１３次調査として発掘に着手するこ

ととした。なお、調査番号は99506、調査略号はBNK‐

１３とした。

郎、庶務部長武智泰道、経理部長黄楊川英了、施

設部長渡遥正雄

〈埋蔵文化財調査室〉

発掘調査を実施する埋蔵文化財調査室の体制は、下

候信行（法文学部・教授）が調査室長として調査の総

括、実際の調査については調査員として田崎博之（教

養部・助教授）があたることとした。宮111奇直栄（施設

部事務補佐員・調査室技術担当)が調査補助にあたり、

考古学専攻生の川口雅之（学部２年生、現鹿児島県埋



蔵文化財センター）・広瀬岳志（学部３年生、現宇和

島市教育委員会)・高尾浩司（学部４年生、現鳥取県

教育委員会）を調査補助員とした。また、専門員とし

て、松原弘宣、川岡勉、村上恭通（法文学部･助教授）

の協力を得た。

（３）発掘調査の経過

発掘調査は１９９５（平成７）年１０月１７日に着手した。

天候にも恵まれ、それほど支障もなく進めることがで

きたが、調査の後半には、年度内に着工が必要な工事

に対処するため、調査を中断して立会調査を実施する

こととなった。そのため、今次調査は年度内に終了す

る予定であったが、調査期間を延長せざるをえなかっ

た。調査の経過は、以下の通りである。

１０月６日既設の国土座標基準点が工事範囲内に入

るので、調査に先だって座標点の移動を行う。

１０月１７日発掘調査に着手。調査事務所に発掘器材

を搬入し、西側道路部分から表土剥ぎを開始。

１０月24日調査区割りを設定。

１０月28日西側道路部分の表土剥ぎ作業を終了し、

建物本体部分の東側から､松の移植工事を行いながら、

表土剥ぎを始める。

１１月６日測量杭打ち。座標系を基準とする５ｍ方

眼の調査区割りを設定。

１１月７日松の移植作業を併行して行ったため、時

間が思った以上にかかったが、調査区全域の表土剥ぎ

作業を終了。

１１月９日西側道路部分北端と建物本体部分東側か

ら、人力で基本層序のⅢ層を掘り下げ精査を開始。

１１月14～１６日調査を中断して、樽味団地、北吉井

団地､城北団地の立会調査(調査番号：99507～99509）

を行う。

１１月23～30日Ⅲ層掘り下げ中には、調査区の各所

で、土器溜りや焼土・炭化物の広がりを確認。これら

に伴う掘り込みを確認することに努めたが、掘り形な

どの確認はできない。また、焼土・炭化物に混じって、

鉄津が出土している。焼土・炭化物を採集して水洗選

別を行うこととした。

１２月８日建物本体部分でⅢ層の掘り下げが終わ

り、基本層序のⅣ層上面で遺構検出作業を開始。竪穴

式住居跡、溝、土壌、柱穴などが確認され始める。造

－２

発掘調査にかかわる事務には、前田匿志（施設部企

画課長)・兵頭幸男（施設部企画課企画係長)、梶谷志

郎（施設部企画課企画係）・高原美保（施設部事務補

佐員・調査室庶務担当）があたった。

構の重複が著しい地点が多く、切り合い関係の確認に

手間取る。縮尺l/１００の検出遺構の配置図を作成。

１２月25日遺構検出状況の写真撮影。

1996年（平成８）年１月８日作成した遺構配置図

を用いて遺構番号をつけながら、遺構の埋土の特徴を

記録し、遺構の精査を始める。

１月24日西側道路部分で各遺構の写真撮影。

１月25日竪穴式住居跡などの大型遺構の精査が本

格化。古墳時代後期の遺構は切り合いが著しく、時間

的関係の確認を繰り返しながら調査を進める。

１月31日調査を中断して、城北団地埋蔵文化財調

査室改修工事に伴う調査（調査番号：99510）を実施。

Fig.１遺構の切り取り作業風景



２月13日～20日調査を中断して、城北団地基幹整

備（電線管等）工事に伴う立会調査（調査番号：

99511）を実施。

２月25～27日弥生時代の竪穴式住居跡（ＳＣ－８）

の炉跡と周辺から、多くの炭化物が散乱した状態で出

土している。食物残津が含まれている可能性が考えら

れるので、炉跡埋土と周辺の炭化物片を採集し水洗選

別することとした。

３月４日施設部から設計変更が報告された｡急遥、

調査区の一部を拡張して追加調査を行うことで対応。

その拡張部分で、大型の掘立柱建物の一部であるSB-

51が出土。

３月11日調査を中断して、城北団地事務局ガス管

序説

改修工事に伴う立会調査（調査番号：99512）を実施。

３月14日西側道路部分の調査を完了。以後、建物

本体部分の発掘作業に集中することとなる。

４月２日現地説明会を開催。学内外から多くの見

学者があった。

４月３日調査区全体の完掘状況を写真撮影。調査

区の拡張部分からSF-41が出土。

４月８日重機と人力でⅣ層を掘り下げながら、Ⅳ

層中の遺構・遺物の有無を確認した。

４月１０日松山市埋蔵文化財センターの協力を得

て、SF-41の遺構切り取り作業を行う。

４月１２日すべての作業が終了。発掘器材等を調査

室へ搬入して、発掘調査を完了した。

２整理作業と報告書刊行の経過と体制

（１）整理作業・報告書刊行の経過

発掘調査を終了したが、1996年度以降も大面積の全

面調査が引き続き実施され、整理作業は寸断された。

そこで、施設部と協議し、以下の年度計画をたて、遺

物の整理と報告書刊行に向けての準備を進めることと

した。

１９９６（平成８）年度：出土遺物の洗浄・注記作業、

図面・写真整理

１９９７（平成９）年度：出土遺物の注記・復元作業、

採集土壌からの微細遺物の水洗選別作業

２０００（平成12）年度：水洗選別された微細遺物（炭

化種子・炭化材・石器製作石片・鉄津）の選別作業

２００２（平成１４）年度：出土遺物の実測、図面の再検

討と図面浄書。

２００３（平成15）年度：出土遺物の実測・写真撮影、

報告書刊行に向けての図面浄書・原稿執筆・割付・印

刷作業

また、2002.2003年度には、調査員とともに遺物整

理を行うため技能補佐員を雇用し、2003年度には、水

洗選別された炭化種子・炭化材の一部について㈱古環

境研究所に委託して同定を行った。

（２）埋蔵文化財調査委員会および発掘調査・整理体制

以上のように、整理作業は長期にわたったが、各年

度ごとにおける埋蔵文化財調査委員会、および整理体

制は以下の通りである。

〔１９９６（平成８）年度〕

<埋蔵文化財調査委員会＞

（委員長）学長三木吉治

（委員）法文学部長溝口競一、法文学部教授下僚

信行、法文学部教授松原弘宣、教育学部長向井康

雄､教育学部助教授川岡勉、理学部長小松正幸、

医学部長榊三郎、工学部長柿沼忠男、農学部長

西頭徳三、事務局長飛弾昌人、庶務部長武智泰道、

経理部長深谷英夫、施設部長塚原克己

く埋蔵文化財調査室〉

整理作業にあたっては、調査室長の下僚信行が統括

し、調査員の田崎博之（法文学部･助教授）・吉田広

(講師）・三吉秀充（助手）の中で、田|I奇が宮崎直栄

(施設部事務補佐員・調査室技術担当）とともに整理

を担当した。整理にかかわる事務には、中岡一男（施

設部企画課長）・兵頭幸男（施設部企画課企画係長)、

城戸芳夫（施設部企画課企画係）・橋本麻紀（施設部

－３－



事務補佐員・調査室庶務担当）があたった。また、専

門員として、松原弘宣、川岡勉、村上恭通（法文学

部・助教授）から協力を得た。

〔１９９７（平成９）年度〕

<埋蔵文化財調査委員会〉

（委員長）学長鮎川恭三

（委員）法文学部長小松光三、法文学部教授下僚

信行、法文学部教授松原弘宣、教育学部長向井康

雄、教育学部助教授川岡勉、理学部長小松正幸、

医学部長植田規史、工学部長柿沼忠男、農学部長

西頭徳三、事務局長飛弾昌人、庶務部長山田久仁

夫、経理部長深谷英夫、施設部長塚原克己

〈埋蔵文化財調査室＞

調査室長の下僚信行が統括し、昨年度に引き続き、

田'11奇博之（法文学部･助教授）が宮崎直栄（施設部事

務補佐員・調査室技術担当）とともに整理を担当した。

また、専門員として、松原弘宣、川岡勉、村上恭通

(法文学部･助教授）の協力を得た。整理にかかわる事

務には、中岡一男（施設部企画課長)、田中繁（施

設部企画課企画係長)、城戸芳夫（施設部企画課企画

係)、橋本麻紀（施設部事務補佐員・調査室庶務担当）

が、これにあたった。

〔2000（平成１２）年度〕

<埋蔵文化財調査委員会＞

（委員長）副学長小松正幸

（委員）法文学部長藤川研策、法文学部教授下

候信行、法文学部教授松原弘宣、教育学部長金藤

泰伸、教育学部教授川岡勉、理学部長真鍋敬、

医学部長前田信治、工学部長清水顕、農学部長

白石雅也、事務局長久保庭伊佐男、庶務部長久保

芳匿、経理部長野添文男、施設部長土居昌弘

〈埋蔵文化財調査室〉

調査室長の下降信行が統括し、調査員の田崎博之

(法文学部助教授）が宮'11奇直栄（施設部事務補佐員・

調査室技術担当）とともに整理を担当した。また、専

門員として、松原弘宣、川岡勉、村上恭通（法文学

部･助教授）の協力を得た。整理にかかわる事務には、

大谷治（施設部企画課長)、氏原修（施設部企画

課企画係長)、沖野錬太郎（施設部企画課企画係)、鈴

－４

木優子（施設部事務補佐員・調査室庶務担当）があた

った。

〔2002（平成１４）年度〕

<埋蔵文化財調査委員会＞

（委員長）副学長小松正幸

（委員）法文学部長藤川研策、法文学部教授下

僚信行、法文学部教授松原弘宣、教育学部長金藤

泰伸、教育学部教授川岡勉、理学部長真鍋敬、

医学部長小西正光、工学部長清水顕、農学部長

白石雅也、事務局長塩谷幾雄、庶務部長大和田和

平、経理部長高橋伸一、施設部長土居昌弘

〈埋蔵文化財調査室＞

調査室長の下候信行が統括し、田崎博之（法文学

部教授）が、宮''1奇直栄（施設部教務補佐員)、武田尊

子（施設部技術補佐員）とともに整理を担当した。ま

た、専門員として、松原弘宣、川岡勉、村上恭通（法

文学部･助教授）の協力を得た。整理にかかわる事務

には、秦稔（施設部企画課長)、氏原修（施設部

企画課企画係長)、横本順子（施設部事務補佐員・調

査室庶務担当）があたった。

〔2003（平成15）年度〕

<埋蔵文化財調査委員会＞

（委員長）副学長小林展章

（委員）法文学部長今泉元司法文学部教授下

降信行、法文学部教授松原弘宣、教育学部長金藤

泰伸、教育学部教授川岡勉、理学部長柳津康信、

医学部長小西正光、工学部長鈴木幸一、農学部長

白石雅也、事務局長田村幸男、庶務部長大和田和

平、経理部長白石薫二、施設部長土居昌弘

〈埋蔵文化財調査室〉

調査室長の下僚信行が統括し、調査員の吉田広

(助教授）・三吉秀充（助手）の協力を得ながら、田崎

博之（法文学部･教授）が、宮崎直栄（施設部教務補

佐員)、武田尊子（施設部技術補佐員）とともに整理

を担当した。また、専門員として、松原弘宣、川岡勉、

村上恭通（法文学部･助教授）の協力を得た。整理に

かかわる事務には、堤達行（施設部企画課長)、冨

岡文夫（施設部企画課企画係長)、横本順子（施設部

事務補佐員・調査室庶務担当）があたった。



序説

３調査。整理の方法と遺物。記録類の保管

（１）調査区割の設定と呼称

今回の文京遺跡13次調査では、城北団地内に設置さ

れている平面直角座標Ⅳ系基準点から、座標点を移動

し、Ｘ=93950,Ｙ＝-67175を基点として座標系に沿っ

た５ｍ方眼の調査区割を設定した。ところが、1997年

以降、城北団地内での調査が増加し、調査ごとに区割

りを設定すると混乱が生じかねない状況となってき

た。そこで、１９９８（平成10）年に、Ｘ=93900、Ｙ=-

66800を基点として、城北団地全域をカバーする調査

区割りとして、東から西へ向かって５ｍおきにＡＡ．

（２）遺構・遺物の登録番号と種別の表示

今次調査で出土した遺構の中で、竪穴式住居跡・掘

立柱建物・溝・土塘などの大型遺構には１～99、柱

穴・杭穴・小穴には１０１～611の通番の遺構番号を付し

た。ただし、１２６．２６２．５０３号遺構は土壌であり、６０

基の欠番を含む。この場合、竪穴式住居跡や掘立柱建

物は複数の土壌や柱穴から構成される。これらにも

個々に遺構番号を与えているため、竪穴式住居跡や掘

立柱建物は複数の番号をもつ遺構から構成される。

遺構番号に加えて、ＳＡ：柵列、ＳＢ：掘立柱建物、

ＳＣ：竪穴式住居跡、ＳＤ：溝、ＳＦ：鍛冶炉、ＳＫ：土

（３）調査記録類・遺物の整理と保管

発掘調査時の記録類には、遺構・土層の観察所見記

録・実測図・写真がある。遺構の観察所見記録は、埋

土の土質・色調やメモ類で、遺構台帳を作成し、個々

の観察記録とした。調査区内のすべての遺構の全体図

と､調査区壁の土層断面図を20分の１の縮尺で作成し、

主要な遺構については20分の１，または'０分の１の縮

尺で個別図を作成した。これらの実測図には、0001か

らの４桁の通し登録番号を付し、遺構実測図台帳に順

次記録して整理・保管している。

遺物実測図には、001からの３桁の登録番号を与え

て、順次、遺物台帳に記録した。また、遺物を収納し

ＡＢ・ＡＣ・ＡＤ……ＢＡ・ＢＢ・ＢＣ・ＢＤ･･････ＥＭ・

ＥＮ・ＥＯ・ＥＰ、南から北へ向かって５ｍおきに１．

２．３……１１８．１１９．１２０とした５ｍ方眼の調査区割

りを設定し直した。本書で報告する１３次調査も、この

新たな調査区割りに読み替えている。さらに、必要に

応じて、５ｍ方眼を、南東隅から西にｌ～５、その北

側列を６～１０と、北西隅の25区画にいたる１ｍ方眼に

細分している。この１ｍ方眼を示す場合は、「DC-

l5-l4区」などと呼称する（Ｆｉｇ５)。

渡、ＳＰ：柱穴・杭穴・小穴、ＳＸ：その他の遺構の遺

構種別を示す略号を遺構番号に冠している。

出土した遺物には、Ｒ－ｌ～4255の通しの遺物登録番

号を与え、同じ登録番号をもつ複数の遺物で実測およ

び写真撮影した遺物には、新たにＲ-5001～6417の遺

物登録番号を付与した。遺物には、遺構、出土区・層

位と遺物登録番号を注記し、遺物台帳を作成した。本

書に掲載した遺物は、巻末にまとめた遺物観察表に遺

物登録番号・コンテナ番号の項を設けて表記し、報告

書から遺物の検索ができるようにしている。

たコンテナ箱には、001からの３桁の登録番号を付し

て、遺物台帳に記入している。

調査および整理の際には、３５ｍモノクロ・カラース

ライド、６×７モノクロ・カラースライドによる写真

を撮影した。写真類は、カットごとに検索用のカード

を作成し、写真登録番号を付して、台帳に記録してい

る。各フイルムは、３５ｍモノクロに３桁十２桁

(001-01～)、３５mmカラースライドには３桁（001～)、

６×７モノクロ・カラースライドには４桁（0001～）

の通しの登録番号を付し、検索用カードと写真台帳に

併記している。

－５－



Ｉ遺跡の位置と周辺における既往の調査

瀬戸内でも有数の広さをもつ松山（道後)平野では、

数多くの遺跡が知られている。その中で、弥生時代の

遺跡は、丘陵の裾や微高地ごとに遺跡群を形成してい

る｡松山平野の中では１０ヶ所ほどの遺跡群を見出せる。

そうした遺跡群の一つが、道後温泉周辺から松山城の

ある勝山と御幸寺山に挟まれた東西２km、南北１kmほ

どにひろがる道後城北遺跡群であり、遺跡群中央に位

置するのが文京遺跡である（Fig.２)。

さて、道後城北遺跡群は、東北から流れる石手川が

造る扇状地上に展開している。現在は、東から西へ向

かって緩やかに低くなり、あまり凹凸のない地形とな

っている。しかし、各所で行われている発掘調査成果

によって、浅い谷状の低地が東西に網目状にのび、そ

の間に微高地が散在する旧地形が復元されている。遺

跡は旧地形の微高地を中心として営まれている。文京

遺跡では、微高地上で弥生時代前期と中期後葉～後期

の竪穴式住居跡・掘立柱建物・土壌・方形周溝遺構・

溝、古墳時代前期の竪穴式住居跡・土壌、古墳時代後

期の竪穴式住居跡・掘立柱建物・土壌・溝・鍛冶遺構

などが発見され、浅い谷状の低地では古代後半期～中

世の水田跡・溝・貯水遺構が出土している。さらに、

弥生時代以降の遺構が掘り込まれる黄褐色シルト層

(後述する基本層序Ⅳ層）の中には、縄文時代前期の

遺物溜りや後期の野外炉などが包含される。このよう

に、文京遺跡は縄文時代～中世の複合遺跡である。以

下に、城北団地南半の13次調査地点周辺で実施された

Fig.２文京遺跡位置図（縮尺１/75,000、枠線内が道後。城北遺跡群、網掛け部分が文京遺跡）

－６－



既往の発掘調査成果をまとめているので参照されたい

(Fig.３．Ｔａｈｌ）。

さて、文京遺跡では、これまでの調査で、弥生時代

中期後葉～後期に竪穴式住居跡だけでも200棟前後が

発見され、東西300ｍ前後、南北200ｍほどの集落域を

もつ大規模集落が営まれていることが明らかにされて

いる。今回の発掘調査地点は、城北団地でも南半部に

位置する。浅い谷状の低地に囲まれた微高地の中でも

比較的高い場所にあたり、北側の旧工学部本館では

1962（昭和37）年の建設工事中に弥生時代の遺物が大

量に出土したことが知られている。さらに、北側の法

文学部本館建設に伴う３．７次調査地点では弥生時代

中期後葉～後期初頭の大型掘立柱建物群が発見されて

いる。西側の工学部３号館建設に伴う２次調査でも、

同時期の竪穴式住居跡が出土している。また、南側の

工学部機械実習工場を挟んだ５次調査地点でも、弥生

時代中期後葉の遺構が発見されている。このように、

今回の調査地点は弥生時代の大規模集落の一角にあた

り、調査着手以前から弥生時代の遺構が分布する可能

性が高いことが考えられた。

加えて、北東側の１２．１４．１６次調査区では、古墳時

代後期の竪穴式住居跡群が営まれている。５次調査地

点でも古墳時代後期の掘立柱建物が発見されているこ

０

Ｉ遺跡の位置と周辺における既往の調査

とから、１３次調査地点には当該期の集落も展開してい

る可能性も考えられた。

蕊li難議

１００ｍ

Fig.３愛媛大学城北団地と文京遺跡13次調査周辺の調査地点（縮尺１/2,000）
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■‐‐■4■■一画寺。■ロ■■■■■■。｡■■■■■由■■＝＝■－画－■■＝■－＝

地喪r65cInで、Ⅲ雨.1-位面を確認。

地表.下70cmまで撹乱部分。

地表下32cmでⅢ鳩があらわれる。通層瞳厚さ1恥im，出上遺物なL":，

地投下68cnlでⅢ屑があらわれる。Ⅲ層は厚認5cm，遺物躍出､;::"ていない。
写●守毎申巳■■■■■｡■■凸凸凸自画■＝■＝■＝＝＝＝＝■■＝＝－■■＝－■■■■一＝■■＝■‐■＝‐■■＝■■■ー■■■■‐■印Ｐ●甲■■■｡■■■■■■■■■■＝｡■■曲凸■■‐‐■■ﾛ‐■画一Ｉ

地表|､､88cmでⅢ届があらわれる｡､層;:･趣から溝が掘り込まれていた。時期は不明。
込みを確認。

Ｖ層８－面で落ち

地表下70Gmで重層を碓認。Ⅲ層から瞳.割.器細州･が数点院..。
叩一＝■■■■酌＝一＝■－－■■＝＝■■■■■＝＝■■■■■■ロー■■■一画・守再■■■■■ｰ■■凸凸■■■●｡｡▲■凸＝色一色■色一■＝＝－－＝＝＝＝＝＝＝■■＝画一■■■■■■■－■■－■■－－■■■＝■■■＝■■字画‐守守■字■■旬

地表.F92cmでⅢ耐を確認《Ⅲ層からは過物は出・f・・していなv,。表-|三下120..-210ciml二はⅣ層が堆積ｃⅣ

層:Ｆ１位から縄文後晩期の二．と器災-が出・l是。
■■■■■－巴■■凸凸＝■吟一■■吟■ご■＝＝■＝■■＝＝■■■画一■■＝■ロー■＝一■-■＝ﾛｰ■-■■＝-■ﾛｰ■■－－■■■＝■■■－■宇一ロマー■＝■序守■。■け■■■■■■■■■巳■凸草色一画＝－■＝＝■■＝■＝■■■■■＝■■■

地表下95cInで童層があらわれあいⅢ屑の厚さは20～30cm争南:こ向かって次第に厚くなる。辿物は出土

;"て:,3ない。望層陰弗ご;まⅣ層が堆散。
■■巳■■■巳凸■｡■色色凸一一画■■ロー■■■‐■b■■＝■■■■ﾛｰ■＝＝＝一４~＝■■■＝ﾛ■■ロー■■ロローー‐■~＝■＝宇目宇寺句甲■勺■■‐■■Ｐ●■■■●凸■■凸■曲■■■－曲■＝■■

地表.F70anで、厚さ10cmぼどのⅢ隅を硝認。撹乱部分から縄文-t器の破｣号･が出i､。

地表F60Emで、Ⅲ層戸位面を碓認。Ⅲ層からは遺物i地!_iZしていない。

トレンチ北半部では、地炎F20cmで、Ⅳ届.名憶があらわれ、；:世～近世の紳二、：:-働訓２が出i・・痢半

部では、地表;､25～30cmで、Ⅲ麻があらわれた。Ⅲ層は南i:.向かって次第,畠厚<なり南端で60clmを超

える。弥生中嬬後莱の尚;不や劉台ｲjき鉢が出l:専
伊■■■■■■■■■■F■■■‐■凸■■■昼■凸凸 ■ ▲ 凸 一 凸 一 凸 ＝ － － ＝ － － ＝ . b ＝ ＝ ､ － － 凸 一 一 ＝ － － ＝ － － － － ＝

地表下65cmで、刃然流路の堆讃物と考えられる灰色砂際層があらわれる。
■■■＝■ユ■■■●岳■■｡■凸●生●■曲■｡■｡■凸由一画凸■‐由■■■-吟＝■吟■＝－画■■■

地表下60c1I1で、厚苔23cmのⅢ層を確認。

識在室報告Ⅲ

訓通宝報告;Ｖ

調登室報告、

調査室報群Ｖ

調査韮報告Ｖ

調査室報告Ｖ

調森室報告Ⅱ

調査室報告、

調査室報告Ｖ

識在室雑告Ｖ

調盗室報告Ｖ

洲呑章報背Ｖ

謡査室報告Ｖ

調査室報告、

調杏室報告Ｖ

調査室報告Ｖ

認在室報皆Ｖ

調奔室報告極

訓盗室報拝Ⅶ

調在室報告皿

詞迩室報告噸

本格 142 弥喰::'期後葉．､後期初頭の大型掘立柱建物などが曲..z” !§報省
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Ｉ遺跡の位置と周辺における既往の調査

調査

番号

調査

次数

調査

種別

面積

(㎡）
調査概要 文献

99601 14次 本格 1349
弥生中期後葉～後期中頃の竪穴式住居跡４６．掘立柱建物・溝・土塘が出土。石庖丁・石斧・打製石鎌・土製紡錘車．

分銅形土製品が出土。また、古墳後期の竪穴式住居跡68が出土。
調査室報告Ⅶ

99701 16次 本格 1384 Ａ区

弥生中期後葉～後期中頃の竪穴式住居跡３６．溝１５．土壌84、古墳後期の竪穴式住居跡２．土蛎ｌ・溝３、

弥生もしくは古墳後期の掘立柱建物４，古墳後期～中世の柵列１が出土。弥生の遺物には滑石製指輪.

南九州系土器がある。

調査室報告Ⅷ

99702 １６次 本格 627 Ｂ区 弥生中期後葉～後期中頃と古墳後期の竪穴式住居跡35以上、掘立柱建物２以上、土塘18,溝３が出土。 調査室報告Ⅷ

99709 立会 12.2

ｌトレンチ

２トレンチ

３トレンチ

４トレンチ

５トレンチ

６トレンチ

７トレンチ

８トレンチ

地表下130cmまで撹乱を受けている。

地表下130cmまで撹乱を受けている。

地表下llOcmで、厚さ25cmのⅢ層部分を部分的に確認。

地表下130cmで、Ⅲ層部分を確認。Ⅳ層上面で竪穴式住居跡が部分的に出土。

地表下130cmまで撹乱を受けている。

地表下130cmまで撹乱を受けている。

地表下１００cmで、Ⅲ層があらわれ、古墳後期の２基の竪穴式住居跡の重複を確認。

地表下45cmで、Ⅲ層があらわれ、弥生後期終末の土鞭ほかを確認。

調査室報告Ⅷ

99715 17次 確認 154 ３トレンチ 弥生中期後葉～後期の遺物を含む自然流路と、竪穴式住居跡６や土壌などを平面検出。 調査室報告Ⅷ

99801 立会 １
ｌトレンチ

２トレンチ

地表下120cmで、Ⅲ層上面を確認。

地表下75cmまでⅡ層がつづく。
調査室報告Ⅷ

99802 18次 本格 1192 Ｂ区 弥生中期後葉～後期中頃の竪穴式住居跡９、掘立柱建物ｌ、溝７，土塘１６などが出土。 調査室報告Ⅷ

99803 立会 １ 建物余掘りの撹乱部分。 調査室報告Ⅷ

99901 １９次 本格
3１ １トレンチ

２トレンチ

地表下70cmで、厚さ１７cmのⅢ層を確認。遺物は出土していない。

地表下45cmで、自然流路を確認。
調査室報告Ｘ

99907 立会 2０ 地表下llOcmで、厚さ１０cm前後のⅢ層を確認。遺物は出土していない。 調査室報告Ｘ

99908 立会 8.4
地表下40～50cmでⅢ層を確認。Ⅲ層は１０～15cmの厚さを測る。Ⅳ層上面で竪穴式住居跡ｌ、土壌２，小穴などを平面

検出０

調査室報告Ｘ

99910 20次 本格 588 弥生中期後葉～後期中頃の竪穴式住居跡１，古墳後期の竪穴式住居跡５，中世の溝群が出土。 調査室報告Ｘ

99912 立会 0.5 地表下62cmで厚さ23cmのⅢ層を確認。Ⅲ層からは遺物は出土していない。 調査室報告Ｘ

99915 立会 １ 建物余掘りの撹乱部分。 調査室報告Ｘ

00007 立会 ５ 建物余掘りの撹乱部分。 調査室報告Ｘ

00103 23次 本格 17.3

ｌトレンチ

２トレンチ

３トレンチ

４トレンチ

５トレンチ

６トレンチ

７トレンチ

８トレンチ

９トレンチ

１０トレンチ

１１トレンチ

１２トレンチ

地表下70cmで、厚さ20cmのⅢ層を確認。Ⅲ層から弥生土器片が出土。

地表下70cmで、厚さ60cmのⅢ層を確認。Ⅲ層から弥生土器片が出土。

地表下22cmで、自然流路上面を確認。

地表下62cmで、土城を確認。

地表下lOOcmで、厚さ６cmのⅢ層を確認。Ⅲ層下面で小穴が出土。

地表下95～lOOcmで、古墳後期の土壊を確認。

地表下75～80cmでⅢ層があらわれる。Ⅲ層上面で溝を確認。中位からも弥生と古墳の小穴が掘り込ま

れている。

地表下100～105cmで、自然流路を確認。

地表下82cmでⅢ層を確認。Ⅲ層下面で弥生中期後葉の土器溜りや柱穴を確認。

地表下65cmで、厚さ22cmのⅢ層を確認。Ⅲ層から遺物は出土していない。

地表下70cmで、厚さ20cmのⅢ層を確認。Ⅲ層下部で小穴が出土。

地表下95cmまで撹乱がつづく。

調査室報告Ⅲ

00104 立会 １

ｌトレンチ

２トレンチ

３トレンチ

地表下65cmまで撹乱がつづく。

地表下60cmで、厚さ１５cmのⅢ層を確認。

地表下65cmまでⅡ層がつづく。

調査室報告Ⅲ

00204 26次 本格 144.7

I区

Ⅱ区

Ⅲ区

Ⅳ区

Ｖ区

Ⅵ区

弥生中期後葉～後期初頭の竪穴式住居跡１，土塘４などが出土。分銅形土製品が出土。

豹生中期後葉～後期の竪穴式住居跡ｌ、土塘３などが出土。線刻絵画土器が出土。

豹生中期後葉～後期の土塘１などが出土。

地表下105cmで、Ⅲ層があらわれる。Ⅲ層からは遺物は出土していない。

弥生中期後葉～後期の竪穴式住居跡１、土壌７などが出土。

弥生中期後葉～後期もしくは古墳後期の土塘ｌなどが出土。

調査室報告Ⅲ

00205 立会 ３ 地表下105cmで、Ⅲ層上面を確認。 調査室報告Ⅲ

00211
△
云

一
坐 1.9

ｌトレンチ

２トレンチ

地表下130cmまで撹乱がつづく。

地表下70cmまで撹乱がつづく。
調査室報告Ⅲ

００３０１ 27次 本格 703 弥生中期後葉～後期中頃の竪穴式住居跡７．溝ｌ・土壌など､中世の溝３が出土。弥生の遺物には分銅形土製品がある。 現地説明会資料



皿呂昌１２

文京遺跡１３次調査の調査地点の所在地、調査面積、

調査期間、整理期間ほかは、以下の通りである。

調査地点松山市文京町３番

愛媛大学地域共同研究センター建設

予定地

調査期間

調査面積

調査番号

調査略号

整理期間

1995年１０月17日～1996年４月12日

890㎡

99506

ＢＮＫ－ｌ３

１９９６・’997.2000.2002.2003年度

ｌ基本層序

現在、文京遺跡が所在する城北団地では、既往の調

査成果から遺跡全体にわたる基本層序を上位からＩ～

Ｖ層として区分している。個々の調査地点ごとには、

基本層序を構成する土層群の細かな特徴や構成をそれ

ぞれ記録している。

１３次調査地区の基本層序は以下の通りである（Fig

４、巻頭図版２－２)。

Ｉ層：表土層にあたる瓦篠を含む造成土部分。

Ⅱ層：団地造成以前の灰色系の近世～近代の水田の

耕作土層と床土層部分に分層できる。９～１１

次調査で報告されている赤褐色土層は、Ⅱ層

の床土部分にあたる。

Ⅲ層：弥生時代～古墳時代の遺構・遺物を包含する

黒色～黒褐色系の土層である。中世の遺構は、

確実にⅢ層を切り込むが、弥生時代～古墳時

代の遺構は、Ⅲ層中位から以下でしか掘り込

みラインを追うことができない。また、１３次

調査地点では、上部に砂牒が混じる地点が多

い。

Ⅳ層：黄褐色系のシルトおよび砂質シルト層で、下

部には篠が混じる。文京遺跡１１．２１．２２次調

査で、縄文時代前期～後期中頃の遺構と遺物

を包含していることが明らかにされている。

１３次調査地点ＤＢ－ＤＣ区間の南北土層では、

、呂圏1３ＤＢ-11

Ⅱ 調査の概要

pqB-14 '町呂圏1５

ｎ
Ｕ
ｍ

０
ｍ

０
ｍ

1０－

Fig.４文京遺跡13次調査DB-DC区間の南北土層断面図（縮尺１/１００．１/50）



Ⅳ層は①～⑬層に細分される一方で、Ⅳ－

①．②層、Ⅳ-③～⑩層、Ⅳ-⑪．⑫層に大

別できる。Ⅳ-③～⑩層は、細砂・小裸混じ

りの黄褐色砂質土層と、オリーブ灰色やにぶ

い黄褐色の細砂のレンズ状ブロックの互層堆

積である。

Ⅳ-①層：黄褐色シルトで、上部を中心として生物

擾乱が多く見られ、Ⅲ層との層界は漸移

的である。

Ⅳ-②層：Ⅳ-①．③層に挟まれたオリーブ灰色細

砂層で、部分的に黄褐色砂質シルトが混

じる。

Ⅳ-③層：黄褐色砂質土。下部には砂喋が混じる。

Ⅳ-④層：Ⅳ-③層内と下面にみられるオリーブ灰

色細砂のレンズ状ブロック。部分的に黄

褐色砂質シルトが混じる。

Ⅳ-⑤層：細砂・小喋混じりの黄褐色砂質土。Ⅳ－

③層に類似。

Ⅳ-⑥層：Ⅳ-⑤。⑦層に挟まれた灰色みをおびた

にぶい黄褐色微細砂層の薄いレンズ状ブ

ロック。

Ⅱ調査の概要

Ⅳ-⑦層：細砂・小牒混じりの黄褐色砂質土。Ⅳ－

⑤層と類似するが、細砂が目立つ。

Ⅳ-③層：灰色みをおびたにぶい黄褐色微細砂層。

Ⅳ-⑨層：細砂・小喋混じりの黄褐色砂質土。Ⅳ－

⑤層と類似するが、細砂が目立ち、灰色

みをおびた土色である。

Ⅳ-⑩層：灰色みをおびたにぶい黄褐色微細砂層。

Ⅳ-⑪層：にぶい黄褐色シルト。

Ⅳ-⑫層：黄褐色細砂と黄灰色シルトの薄いレンズ

状ブロックが薄い縞状に互層堆積。

Ｖ層：Ⅳ層下の花尚岩を主体とする砂篠ないし喋層

で、最終氷期の最盛期に、城北地区から堀江

低地へ流れる石手川系の河川堆積物と考えら

れている。１３次調査地点ＤＢ－ＤＣ区間の南北

土層では、Ⅳ層は北へ向かって落ち込む。

Ｖ－①～③層に分層できる。

Ｖ－①層：拳大以下の花尚岩の円喋がぎっしりつま

ったオリーブ褐色裸層。

Ｖ－②層：灰黄色砂喋層。Ｖ－①層と比べて、花尚

岩の円喋は格段に少ない。

Ｖ－③層：にぶい黄褐色粗砂層。

２遺構と遺物

出土した遺構のすべてに遺構番号を与えているが、

竪穴式住居跡や掘立柱建物を構成する土壌・竃・柱穴

にも遺構番号を付している。これを整理すると主要な

遺構は以下の通りである。

竪穴式住居跡２６棟（ＳＣ－４～８．１０～１８．２１．

２２．２５．２７．２８．３０．３３～

３５．３７．３８．４０）

掘立柱建物１４棟（SB-42～４７．４９．５１～5４．５７．

５８．６２）

柵列と考えられる杭列３条（SＡ－２０．５９．６０）

鍛冶炉１基（SF-41）

溝１０条（SD－２．３．９０～97）

土壌３１基（SK-１．９．１９．２３．２４．２６．２９．

３１．３２．３６．３９．５０．５６．７５～８９．

１２６．２６２．５０３）

その他の遺構１４基（SX－４８．６１．６３～74）

立柱痕跡が残る柱穴や杭痕跡が残る杭穴９４基

この他、小穴が数多く発見されている。

1１

竪穴式住居跡は、調査区の数ケ所で数軒が重複して

営まれ、継続して集落が営まれたことがわかる。掘立

柱建物には、桁行や梁間の一部の柱穴だけが確認され

た建物が多く、全形を明らかにできたもの少ない。土

壌には、比較的大型のものと、浅く小型の土壌がある。

また、SK-l26はＳＣ－８の炉跡、SK-262はSC-28に付

設された土壌、SK-503はSC-25の竃対置土壌である。

ＳＸの遺構略号を付したその他の遺構で、ＳＸ－４８．７３

はⅢ層中で確認できた弥生土器を主とする土器(遺物）

溜りである。これ以外のＳＸ－６１．６３～72.74は、Ⅲ層

中や遺構の埋土・貼り床部で出土した焼土・炭化物の

集積である。小穴には立柱痕跡が残る柱穴や杭痕跡を

検出できた杭穴がある。掘立柱建物や杭列を構成する

可能性が高い。これを含めて、前述したように、SP-

lO1～611（ただし、ＳＫ－１２６．２６２．５０３は、竪穴式住

居跡に付設された炉跡と土壌）を付した小穴について

は、巻末表ｌを参照されたい。

また、ＳＤ－２．３は、基本層序Ⅲ層にあたる黒褐色



シルト層を人力で掘り下げ中に確認できたが、他は基

本層序Ⅳ層上面でようやく検出できた。しかし、調査

区壁などで土層を観察すると、ほとんどがⅢ層の中位

もしくは下部からしか掘り込みラインを確認できな

い。時期的には、弥生時代中期後葉～後期前葉、古墳

時代中期～後期、古代末～中世前期の遺構に大別でき

る。

これらの遺構の埋土は、基本的にはⅢ層と類似する

暗褐色～黒褐色土であるが、径１～３mmの砂篠が目立

つ埋土の遺構と、砂喋が少量しか混じらない遺構に大

別できる。前者の埋土をもつ遺構には、古代末～中世

前期のＳＤ－２．３と、切り合い関係や出土遺物から古

墳時代後期と判断できる遺構がある。後者の砂喋が少

量しか混じらない埋土の遺構のほとんどは、切り合い

関係や出土遺物から、弥生時代中期後葉～後期あるい

は古墳時代中期までの遺構である。巻末表１の遺構一

覧では、砂喋が多く混じる古墳時代後期の遺構埋土を

Ｂ、砂牒が少量しか混じらない弥生時代～古墳時代中

期の遺構埋土をＡとして報告する。また、出土遺物、

埋土の特徴、切り合い関係から把握できた時代別の遺

構の内訳をＴａｈ２に整理しているので、参照された

い◎

各遺構の出土遺物には、遺構の重複が著しいため、

古墳時代の遺構から弥生時代の遺物が出土するなど、

かなりの混入がみられる。さらに、前述したように遺

構の多くがⅢ層中位～下部から掘り込まれているが、

1２

調査時には遺物をⅢ層として取り上げている。そこで、

以下、各遺構の報告では上層Ⅲ層部から出土した遺物

も含めて検討を行うこととした。

弥生時代の遺物には、壷・莞・鉢・高坪などの弥生

土器、打製石雛・磨製石雛・石庖丁・石斧・砥石・磨

石・蔽石・台石などの石器､鉄雛などがある。とくに、

土器には焼成破裂痕をもつ土器や焼成破裂土器片、層

状焼成破裂土器の焼成失敗品が混じっている｡加えて、

サヌカイトや緑色片岩の小石片が多くみられる。石器

製作時に生じる石片の可能性も考えられ、これらもで

きるだけ図化して報告する。

古墳時代の遺物には、土師器や須恵器、砥石や台石

などの石器類、鉄刀子や鉄津、輪羽口などがある。基

本的には、出土した古墳時代中期～後期に伴い、鉄津

や輪羽口は後期の遺物である。この他、古墳時代前期

～中期の遺物が少量ながら出土している。周辺に当該

期の遺構が営まれている可能性が考えられる。

古代末～中世前期の遺物には、土師器の皿・碗・土

鍋とともに、黒色土器碗、瓦器皿・碗、中国から招来

された白磁皿や碗がある。いずれもＳＤ－２．３から出

土している。

さらに、今次調査では遺構の埋土やⅢ層中で炭化物

片や焼土が目立った。そこで、遺構単位で埋土を取り

上げて水洗選別を行ったところ、コメやオオムギの炭

化種子、動物骨などが出土した。これらについては、

一部を㈱古環境研究所に委託して同定を行った。
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１３－

遺構。遺物の調査記録lIIl

ｌ弥生時代の遺構と遺物

（１）弥生時代遺構の分布

本体東半部のＣＸ～DB-ll～１５区と、共同溝部分の

DFDG-ll～23区の13次調査区の東西に偏る傾向が

認められる。また、遺構数も限られ、３．７次調査区

や１２．１４．１６次調査区のように当該期の遺構が密集し

本節では、遺物およびその出土状況と、埋土の特徴

から、弥生時代と判断できた遺構と出土遺物を報告す

る。

弥生時代の遺構は、竪穴式住居跡11棟（ＳＣ－４～

８．１１．２７．３４．３５．３８．４０)､掘立柱建物１棟(SB- た状態とは対照的である。

51)、溝６条（SＤ－９０．９１．

９３．９５～97)、土壌１２基（SK－

２９．３１．３９．５０．５６．７５．

７６．７９．８０．８３～85)、性格不

明の遺構２基（SＸ－４８．７３)、

そして柱穴および小穴がある。

この中で、その他の遺構で

あるＳＸ－４８．７３は、Ⅲ層中で

確認できた土器や花尚岩塊な

どが集中する土器溜りである。

Ⅲ層掘り下げ中やⅣ層上面で、

遺構の掘り形の輪郭を確認で

きず、その他の遺構としたも

のである。ＳＫ－７５．７９．８３．

８５は出土遺物の時期比定が困

難で、弥生時代中期～古墳時

代前期の時間幅で捉えること

しかできない土壌である。ま

た、柱穴および小穴について

は、出土遺物と埋土の特徴か

ら、弥生時代と判断でき、立

柱痕跡や杭痕跡を確認できた

ものを報告する。

これらは、SC-38が弥生時

代中期中葉に遡る可能性があ

るが、いずれも弥生時代中期

後葉～後期中葉の遺構で､‘後

期後葉～終末期のものはみら

れない。

遺構の分布をみると、建物

20ｍ

Ⅲ遺構・遺物の調査記録

~「 刊汁｡

Ｌ
》

上

Fig.６文京遺跡13次調査における弥生時代の遺構（縮尺１/500）
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ＳＣ－４号堅穴式住居（Ｆｉｇ７、ＰＬｌ）

共同溝部分北端近くのＤＦ・DG-21区で出土した竪

穴式住居跡である。撹乱のために大部分が破壊されて

いるが、南東隅のコーナー部分を検出することができ

た。方形または長方形の平面形をもち、東西残存長

2.22ｍ、南北残存幅1.22ｍを測る。小型の竪穴式住居

跡と考えられる。

埋土は、壁際に④層が流れ込み、中央部にも⑤層が

堆積し、残る窪み部分を②。③層が覆う。②．④層は、

径３cmほどの褐色シルトの楕円形のブロックをごく少

量含む黒褐色砂質土で、やや粘性をおびる。③層は褐

色シルトに暗褐色砂質土が混じる。⑤層は、径１cmほ

どのにぶい黄褐色砂質土の薄いレンズ状ブロックをご

<少量含む暗褐

色砂質土であ

る。①層はSP-

103の埋土｡ＳＣ－

４の埋土を切り

込んでいる。

床面ではSP-

101・’０２を検出

した。黒褐色砂

質土で、薄いレ

ンズ状や小さな

塊となったにぶ

い黄褐色や褐色

土が混じる。と

もに、立柱痕跡

は確認できず、

５～10ｃｍと浅い

ので、ＳＣ－４の

柱穴とは考えら

れない。

埋土からだけ

ではなく、ＳＣ－

４上部のⅢ層か

らも遺物は出土

していない。

ただし、埋土

は、古墳時代後

期の遺構埋土と

は異なり、砂牒

が混じらない暗

褐色砂質土ない

しは黒褐色砂質

土を基本として

白
罰
什
回

一、
四09.とＺ

型Ｔ園Ⅲ

」「
Ｌ

Fig.７ＳＣ－４ｏ５遺構実測図（縮尺１/50）
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Ⅲ－１弥生時代の遺構と遺物

おり、周辺の調査区の遺構埋土とも比較し、ＳＣ－４は

弥生時代中期後葉～後期の遺構である可能性が高い。

蔓=国=,-、議す
１０cｍ０

］

ＳＣ－５号竪穴式住居

（Ｆｉｇ７～９，ＰL１．９．２３）

共同溝部分北端近くのＤＧ－２０．２１区の境界部で出土

した竪穴式住居跡である（Fig.７）。SP-104を切り、

ＳＫ－９に切られる。北壁部分が張り出すため、当初、

２棟の竪穴式住居跡の重複を考えた。しかし、土層断

面の観察では、そうした切り合い関係は確認できず、

１棟と判断した。大部分が調査区外にのびているが、

周壁の東隅のコーナー部分を検出したので、平面形が

方形または長方形の竪穴式住居跡と考えられる。また、

床面はほぼ平坦であるが、周壁に沿うように方形の窪

みがみられる。窪みの底面にはかなり凹凸がある。埋

土は均一で、貼り床部分と判断した。

埋土は、周壁沿いに、砂喋混じりのにぶい黄褐色砂

質土の①層と、暗褐色砂質土の②層がみられる。床面

には、径２～３cmのにぶい黄褐色砂質土のレンズ状ブ

ロックがやや多く混じる⑤層が、東側から流れ込む。

埋土の主体である③．④層は黒褐色砂質土で、とくに

④層には、にぶい黄褐色シルトの薄いレンズ状ブロッ

クがごく少量であるが混じる。⑤層と同じく、東側か

らの流入土である。貼り床部分の⑥層は、均一の黒褐

色砂質土である。

③。④．⑥層で炭化物片がみられた以外、埋土中か

ら出土した遺物はない。ただし、上層のⅢ層部分から、

少量の土器片が出土した。いずれも細片であるが、複

合口縁壷の口縁部破片（Fig.８－１）と、莞の肩部破

片（Fig.８－２）を図化できた。１は複合口縁部の猫

Fig.８ＳＣ－５上部Ⅲ層出土遣物実測図１（縮尺１／３）

３ｃｍ
串
０
】

Fig.９ＳＣ－５上部Ⅲ層出土遺物実測図２（縮尺２/３）

部の破片で、粘土接合面で剥離している。２は緩やか

に屈曲する「く」字形口縁がつくものと考えられる。

ともに弥生時代後期前葉に比定できる。また、赤色頁

岩製の打製石錐が１点出土している。基部の一部に調

整剥離が及んでおらず、未成品と考えた（Ｆｉｇ９－ｌ、

PL23-⑥)。

これらはＳＣ－５上部のⅢ層からの出土遺物である

が、埋土の主体を占める③．④層が砂牒がほとんど混

じらない黒褐色砂質土であるので、ＳＣ－５は弥生時代

後期前葉の竪穴式住居跡と考えた。

ＳＣ－６号竪穴式住居（Fig.１０～１３、ＰＬｌ）

共同溝部分北半部で、既設の共同溝の余掘り部分を

掘り上げ、その壁面で土層堆積状況の観察中、DF-19

区でⅢ層と共通する黒褐色砂質シルトが急に落ち込む

部分を確認した。DF-20区でも対応する立ち上がり部

分がみられた。この黒褐色砂質シルトの落ち込み底面

は、わずかに凹凸があり、南側に向かってわずかに傾

くが、ほぼ平坦である。そこで、竪穴式住居であるこ

とを意識しながら、Ⅲ層を掘り下げていった。しかし、

Ⅳ層上面では、南側の周壁を確認できたが、北側の周

壁は検出できなかった。

埋土を除去した後、床面にあたる部分を精査して柱

穴の確認に努めた。その結果、SP-110・’１１．１１３～

115、SK-98を検出できた。その中のSP-110・’１５が

対角線上に配置された柱間23ｍほどの４本柱構造の竪

穴式住居跡を推定し、SP-llOと南壁との間隔を考慮し

て、径５ｍ弱の胴張りが強い方形、または隅丸方形の

平面形を復元した。また、ＳP-110.115のほぼ中央に位

置するSK-98もＳＣ－６に伴う土壌と考えた(Fig.１０)。

ただし、柱穴としたSP-llOは、径45～48cm、深さ

10cm、SP-115は径30cm、深さ10ｃｍと不揃いで、SP-

llOは径ｌ～２cmの輪郭がぼやけた楕円形のにぶい黄

褐色シルト塊がまばらに混じる暗褐色砂質土の埋土

1５－
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一

で、SP-115はにぶい黄褐色シルトが混じる黒褐色砂

質土であり、立柱痕跡も確認できなかった。

ＳＫ－９８は、長径47cm、短径39cm，深さ９cmと小型で

浅い。埋土は、径ｌ～５cmの楕円形の褐色シルト塊が

少量混じる黒褐色砂質土で、径０２～0.3cmの粒状の炭

化物片がごく少量混じる程度である。炉跡とは言い難

い。この他、SP-lll・’１３．１１４と、ＳＣ－６との関係

は不明である。

遺物は、埋土中や床面近くでもやや浮いた状態で出

土したものばかりである。出土量もわずかである。上

げ底の妻底部片（Ｆｉｇｌｌ－ｌ）、小型の深鉢型の鉢

(Fig.１１－２）、坪部底に粘土円盤を充填した高坪破片

(Ｆｉｇｌｌ－３）を図示したが、他に、外面にミガキ調

整を施した壷の胴部破片、外面に縦方向の刷毛目調整

を施した壷の胴部下半部の破片、「<」字形口縁と考

えられる婆の肩部片、外面に縦方向のミガキ調整を施

Ⅱ ２ｍ
一一Ｆ

､

ｉ

した謡の胴部下半部片、その他胴部小片がある。いず

れも弥生時代中期後葉の土器である。また、端部に蔽

打痕が集中する拳大の喋塊（Ｆｉｇｌ２－１）が出土して

いるｏ

ＳＣ－６上のⅢ層部分からは、比較的多くの遺物が出

土している。弥生時代中期中葉～後期中葉の壷（Fig

必上
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一一＜＝一些一１３－１～５）・婆（Fig.１３－６～１１）・高坪（Fig.13-12

～１４）があり、いずれもⅢ層でも中位～最下部から出

土している。その中で、Fig.１３－５は、広口壷の口縁

部破片で、口縁端部上面に粘土を貼り付け肥厚させ、

口縁端面に箆状工具で羽状文を施文する。口縁形態や

口縁端面の文様は、東部九州の別府湾沿岸でみられる

弥生時代後期初頭～前半期の広口壷に類似する。また、

在地の土器とは違和感のある胎土をもつ。

この他、古墳時代後期の須恵器坪蓋の口縁部細片

(Fig.13-15）や、古代末～中世初頭の土師器皿（Fig.

13-16）がある。量はごくわずかで、Ⅲ層でも上層部

分から出土している。

埋土出土の遺物はいずれも弥生時代中期後葉の土器

である。また、Ⅲ層でも中～下層部分出土の遺物は、

時期幅がややあるが、弥生時代中期中葉～後期中葉の

ものである。以上の出土遺物と、埋土が砂牒がほとん

ど混じらない黒褐色砂質シルトであることから、弥生

時代中期後葉の竪穴式住居跡と判断できる。
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Fig.１２ＳＣ－６埋土出土遣物実狽1図２（縮尺１／２）

ＳＣ－７号竪穴式住居（Fig.１４～１６，Ｐ１．１．１５）

DG-18区南端部のⅣ層上面で確認した落ち込みは、

東西にほぼ直線的にのび､壁はほぼ垂直に立ち上がる。

竪穴式住居跡の周壁の北側部分と考え、これに対応す

る南側の周壁を精査したが、そうした痕跡は検出でき

なかった。また、調査区西壁の土層観察でも、北側周

壁の立ち上がりは観察できたが、南側の周壁は確認で

きなかった。しかし、東側の共同溝余掘り壁の土層断

面を観察すると、DF-18区南端～ＤＦ－１６．１７区境界
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Fig.１６ＳＣ－７上部Ⅲ層出土遺物実測図（縮尺１／３）

部分から北へ1.8ｍの地点までは、Ⅳ層上面はほぼ平

坦で、遺構埋土の可能性が高いⅢ層最下部とⅣ層上面

は明確に分層できる。ところが、それよりも南側では、

Ⅳ層上面はかなりの凹凸がみられ、Ⅲ層からⅣ層への

変化は漸移的である。こうした点から、東西長５～

5.5ｍの楕円形もしくは隅丸方形の竪穴式住居跡を推

定し、ＳＣ－７とした（Fig.１４、ＰＬ１－２)。

床面では、SK-82～84、SD-94、ＳＰ-311.312.

357～３６３．３６５．３６６を検出した。小穴では、いずれも

立柱痕跡が確認できず、配置関係からもＳＣ－７の柱穴

とは考え難い。ただし、SP-357は、推定されるＳＣ－

７の東西長軸上に位置する。平面形が長円形を呈する

鍋底状で、長径52cm、短径48cm、深さ８cmを測る。埋

土は、暗褐色砂質土で、径５cmのやや位げた楕円形の

にぶい黄褐色シルト塊が多く混じる。配置関係から、

ＳＣ－７に伴うと考えておきたい。

床面から、ごくわずかの弥生土器の細片が出土した。

しかし、時期を明らかにできるものはない。ＳＣ－７に

伴うと考えたSP-357からは、両端の蔽打痕が残る砂

岩の円篠を用いた蔽石が出土している（Fig.１５－１）。

ＳＣ－７上部のⅢ層からは、比較的多くの遺物が出土

している。弥生土器が主体を占める。ごく少量の古墳

Ⅲ－１弥生時代の遺構と遺物

一
一
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Fig.１５ＳＣ－７内SP-357出土遺物実測図（縮尺１／２）

時代後期の須恵器が混じる（Fig.16-18）が、Ⅲ層で

も上部から出土し、中位～下部では弥生時代中期後葉

～後期初頭に限られている（Ｆｉｇｌ６－１～８．１０～

１３．１６．１７)。これらは、ＳＣ－７の埋土部分の遺物で

ある可能性が高い。

その中で、Fig.１６－５．６は、砲弾形の胴部がつく

と考えられる直口縁の莞である。５は口縁部下に断面
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通する。１４は手握ねの壷のミニチュア土器。

以上、砂篠がほとんど混じらない埋土の特徴と、上

部Ⅲ層でも中位～下部から出土した弥生土器を参考と

して、ＳＣ－７の時期は弥生時代中期後葉～後期初頭の

時間幅で捉えておきたい。

ＳＣ－８号竪穴式住居（Figl7～21、Ｐ１１．２．１５．２３．２５．２６）

DG-12～14区に

位置する円形の竪

穴式住居跡である

(Figl7)。Ⅲ層上

面からＳＤ－３の一

部が切り込まれて

いる。大部分は調

査区外へのび、東

端部は共同溝の余

掘り部分で破壊さ

れていた。北壁の

一部が崩れている

が、直径約6.5ｍ

の規模と考えられ

る。床面で検出で

きたＳＰ－ｌ２９と

ＳＰ－ｌ３０は、立柱

痕跡をもち、主柱

穴と考えた。ＳＰ－

１３３も、残存部分

では立柱痕跡を確

認できなかったが、

SＰ－１２９．１３０との

配置関係から、主

柱穴の一つと判断

できる。規模と、

SＰ－１２９．１３０．１３３

が主柱穴であるこ

とから、６本柱構

造の竪穴式住居跡

を復元できる。

ＳＫ－１２６は、床

面中央に位置する

不整楕円形の土壌

で、土壌内や周辺

には炭化物片や灰
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Fig.１７ＳＣ－８遺構実測図（縮尺１/50）
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施す。６（ＰＬｌ５－①）は、口縁部がわずかに外反し、

口縁部からやや離れた位置に、小さく細い断面三角形

の突帯を巡らし、棒状工具で刺突して刻目を施す。こ
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が散乱していた。炉跡である。

この他、床面でSP－１３１．１３２．１３４．１３５．１３７．139.

592を検出できた。ただし、SP-592は、埋土に砂喋が

多く混じる特徴から、古墳後期の小穴である。

埋土を調査区西壁の土層断面で観察すると、ＳＣ－８

の埋土にあたる①～⑨層、炉跡であるSK-l26埋土の

⑩～⑮層に大別できる。

ＳＣ－８の埋土にあたる①～⑨層の中で､⑥．⑨層は、

床面直上～埋土下部の暗褐色砂質土層で、径ｌ～３ｃｍ

の楕円形の褐色シルト塊が混じる。南半部には、その

上部に、幅３cmほどの褐色シルトのレンズ状ブロック

が少量混じる暗褐色砂質土である①層が流れ込む。こ

の他、⑦層は径２～３mmの篠が混じる褐色砂質土。③

層は⑦層と同じく篠が混じる褐色砂質土であるが、篠

はかなり少ない。

②～⑤層は、炉跡SK-126の南側に掻き出されたと

考えられる炭化物片が多く混じる土層（②．④層）と、

その際に削り取られたⅣ層の塊部分（③．⑤層）であ

る。②層は、暗褐色砂質土で、径１cmほどの角張った

炭化物片と粒状の炭化物がばらまかれたように薄く広

がる。③層は、にぶい黄褐色で、②層と④層の間にブ

ロック状に入り込む。④層はレンズ状の炭化物層。⑤

層は､にぶい黄褐色シルトと褐色シルトが混じり合う。

炉跡であるSK-l26は、揺り鉢状に窪む不整楕円形

の土壌で、西半部は調査区外へのびる。底面および壁

部分には、かなり凹凸がある。埋土の⑩～⑮層は、暗

褐色砂質土で、炉跡の大部分が掻き出されているため

か､焼土や炭化物はそれほど多くみられない｡⑩層は、

径２～３mmの角喋が少量混じる暗褐色砂質土｡⑪層は、

長さ２cmほどの細長い炭化物片がごく少量混じる暗褐

色砂質土。⑫層は、暗褐色砂質土で、上部に炭化物片

がかたまって含まれる。⑬層も、暗褐色砂質土である

が、磯はほとんど混じらず、きめ細かい。⑭層は、暗

褐色砂質土で、上部に褐色シルトが多く混ざり込む。

径２～３mmの粒状の炭化物片がごく少量含まれる。⑮

層は、径３cmの楕円形のにぶい黄褐色シルト塊が少量

混じる暗褐色砂質土である。

主柱穴のSP-129は、径32cm，深さ52cmの略円形の

掘り形をもち、中央南よりで径15cmほどの立柱痕跡を

確認できた。立柱痕跡の先端は尖り、柱を打ち込んだ

ような状態である｡立柱痕跡の上部が極端に細いので、

住居廃絶時に柱が折り取られたものと考えられる。立

柱痕跡にあたる①層は、暗褐色砂質土で、上部は砂質

－２１
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が強いが、下部は粘性をおびる。また、幅ｌ～２cmの

にぶい黄褐色砂質土のレンズ状ブロックが少量含まれ

る。掘り形埋土は、中部に暗褐色砂質シルトとにぶい

黄褐色シルトが混じり合う⑥層、その上部に褐色砂質

シルトの④層、きめの細かい黄褐色シルトの⑤層が詰

め込まれている。埋土上部の②層は、径５cmほどの楕

円形の褐色シルト塊がごく少量混じるにぶい黄褐色砂

質土。③層は、径２cmほどの楕円形のにぶい黄褐色シ

ルト塊がごく少量混じる暗褐色砂質土である。

SP-l30は、お握り形に近い平面形の柱穴で、径５０

cm、深さ50cmほどを測る。中央やや南よりで径１３cmほ

どの立柱痕跡を検出した。②層が立柱痕跡にあたり、

上部の①層が南に大きくずれ込んでいるので、住居廃

絶時に柱の根元近くまで折り取られたものと考えられ

る。①層はやや黄色みをおびた暗褐色砂質土。立柱痕

跡の②層は黒みがある暗褐色砂質土で、下部には径ｌ

～３mmの磯が少量混じる。掘り形埋土の下部にあたる

⑥層は、幅１cmほどの褐色シルトのレンズ状ブロック

が少量混じる暗褐色砂質土。④層は、褐色シルトで、

径１～３cmの楕円形や位げた不整形の暗褐色砂質土塊

が多く混じる。④．⑥層ともに、きめが細かくしまっ

ている。埋土上部の③．⑤層は、暗褐色砂質土で、幅

１～３cmの褐色シルトのレンズ状ブロックが混じる。

SP-133は、径65cm、深さ６cmほどの略長円形の掘

り形をもつ。底面で西側壁に接する25×15cm、深さ１６

cmの小穴を確認できた。立柱痕跡の可能性もあるが、

平面的には痕跡を確認できなかった。むしろ、立柱痕

跡は撹乱で破壊された東半部にあった可能性が高い。

埋土は､径２～５ｍの蝶が多く混じる暗褐色砂質土で、

径２～４cmの円形や楕円形のにぶい黄褐色シルト塊が

多く混じる。

住居跡の埋土からは、比較的多くの遺物が出土して

いる（Fig.１８－１～19、ＰＬ１５－②～⑬)。その中で、

14はⅢ層から出土した破片と接合した。いずれも、

ＳＣ－８が廃絶した後に埋没する過程で流れ込んだ遺物

である。また、１９は古墳時代後期の須恵器坪蓋で、取

り上げ時の混入品と考える。これを除くと、出土土器

はいずれも弥生時代後期初頭のものばかりである。ま

た、１０（PL15-②）は「<」字形口縁で、口縁屈曲部

のやや下方に高さのある大きな断面三角形の突帯を貼

り付ける。胎土は在地の土器と変わらないが、突帯や

口縁部の形状は、宮崎県を中心とする地域に分布する

喪に類似する。
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９，ＰＬ２５－⑦)、肩平な砂岩塊の台石（Fig21-10、

PL25-⑥）が出土している。

主柱穴のSP-133からは、内外面をナデ調整した弥

生時代の蕊の胴部破片が１点が出土したが、細片のた

め時期は不明である。SP-l29①層とSP-130②層から

は、土器細片や、炭化材の破片がごく少量出土した。

炉跡のSK-l26からは、弥生十器、鉄器、石器およ

び石片が出土している。土器で図化できたのは婆の口

縁部２点（Fig.１９－１．２、ＰＬｌ５－⑪）だけである。

弥生時代後期初頭に比定できる。石器には、厚さから

石庖丁の破損品と考えられる破片（Fig.２１－６）、緑

色片岩の石片（Fig.２１－７)、径５ｍ以下で厚さ０５～

１mmのサヌカイトの微細石片がある。鉄器には、鉄錐

(Fig.１９－３、ＰＬ２３－③）と細片化した鉄器細片があ

る。ともに埋土の水洗選別で出土。３は、刃幅１cm、

１
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茎幅3.6mm、厚さ1.2mmと、鉄雛にするには小型で、ヤ

スなどの漁労具の可能性も残す。また、SK-126の埋

土と南側へ掻き出された土層を採集して水洗選別を行

ったところ、イネ、オオムギ、ブドウ属の炭化種子が

出土した。

ＳＣ－８上部のⅢ層から出土した遺物は、古墳時代後

期の須恵器（Fig.20-16)、弥生時代後期中頃の壷や

空の底部（Fig20－９．１５）などが混じるが、大半は

弥生時代中期後葉～後期初頭の時間におさまる。その

中で、口縁端面に円形浮文を貼り付けた器台（Fig.

２０－７）は、弥生時代後期以降に登場する器台と比べ

て、口縁部が大きく開かず、口縁端部を下方へ小さく

拡張させる。以上の出土遺物と、砂篠がほとんど混じ

らない埋土の特徴から、ＳＣ－８は弥生時代後期初頭の

竪穴式住居跡と判断した。
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SC-11号竪穴式住居（Fig.２２．２３、ＰＬｌ）

DF-l2・’3区に位置する竪穴式住居跡で、SC-lOに

切られる。幅１ｍほどしか調査できておらず、規模は

不明である。ただし、周壁がわずかに弧を描くことか

比定できる。４は、弥生時代中期後葉の要の底部破片

で、粘土接合面で剥がれている。５は、弥生時代後期

中頃の直口縁の鉢である。他に、細片のため図示しな

ら、胴張りが強い方形もしくは円

形の竪穴式住居跡である可能性が

ある（Fig22、ＰＬｌ－５)。

埋土は黒褐色砂質土である。

床面で、SD-92とSP-l78～１８６

を検出した。北壁沿いで検出した

SD-92は、当初、SC-11の周壁溝

の可能性を考えたが、埋土に砂喋

が多く混じる埋土で、土師器が出

土していることから、SC-11を切

る溝と判断した。また、ＳＰ－

１７８・’81～184も、砂牒が多く混

じる埋土で、本来はSC-11を切り

込む古墳時代後期の小穴である。

ＳＰ－ｌ７９・’８０．１８５．１８６は、ＳＣ－

１１の埋土と類似する暗褐色砂質シ

ルトや暗褐色シルトの埋土をもつ

が､立柱痕跡は確認できなかった。

また、SP-l79は深さ４cmほどの

浅皿状の小穴、ＳＰ－１８５も深さ６

cmほどと浅く、SP-l80・’86も配

置関係から、SC-11の主柱穴とは

考え難い。

埋土中からは、内面にナデ調整

を施す壷の胴部破片、内面にケズ

リ調整、外面にミガキ調整を施し

た喪の胴部下半の破片が出土した

にすぎない。ともに、器面調整の

特徴から、弥生時代中期後葉のも

のと考えられるが、細片であり図

化できなかった。

SC-ll上部のⅢ層部分から出土

した遺物も少ない（Fig.２３－１～

５）。１．２は弥生時代中期後葉

の壷。ｌは、口縁部に粘土を貼り

付けて拡張して４条の凹線文を施

す。２も５条の沈線文が巡る。３

は、「<」字形口縁をもつ莞の口

縁部破片で、弥生時代後期中頃に
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このように、上部Ⅲ層から出土した遺物には、弥生

時代後期中葉の妻や鉢が混じるが、以外は弥生時代中

期後葉の土器であり、埋土からも当該期に比定できる

壷や窪の胴部破片が出土している。これに砂喋がほと

んど混じらない埋土の特徴から、SC-11は弥生時代中

期後葉の竪穴式住居跡と考えておきたい。

SC-27号竪穴式住居（Fig.２４．２５、Ｐｌ６）

ＤＡ・ＤＢ－１３．１４区に位置する不整な長円形の竪穴

式住居跡である（Fig24、ＰＬ６－２)。SC-25、その

柱穴であるSP-250、ＳＰ-296.297に切られる。また、

SP-590はSC-27の床面で確認したが、土層ベルト断

面の観察でSC-27を切ることが明らかになった。北側

は撹乱で破壊され、SC-25との切り合い部分では壁の

一部が倒壊しているが、東西径3.3ｍ、南北径２８ｍ前

後、深さ20cmを測る。床面はほぼ平坦である。東西の

壁際でSP-304589を検出した。それぞれの検出時に、

径１４～15cmの立柱痕跡を確認した。SC-27の柱穴であ

る。柱間隔は、２９ｍを測る。

褐色砂質土、⑥層は褐色砂質土、⑦層はにぶい黄褐色

砂質土と褐色砂質土が混じり合い、③層は暗褐色砂質

土でわずかに灰色みをおびる。

柱穴であるSP-304の埋土は、暗褐色砂質土で、褐色

シルトの薄いレンズ状ブロックがごく少量みられる。

SP-589の埋土は黒褐色砂質シルトで、周囲に灰色砂

が混じる。ただし、調査時に混乱し、土層断面を記録

することを失念してしまった。

埋土からは比較的多くの遺物が出土しているが、細

片化した土器片ばかりである。埋土の上～下層から散

漫に出土している。住居が廃絶し埋没過程で流入した

埋土は、中位～上半

部に、黒褐色ないし暗

褐色の砂質土である①

層が堆積する。東側に

は、褐色砂質土のレン

ズ状ブロックがやや多

くみられる。周壁沿い

の床面近くには、②～

④層が流れ込む。②層

は、やや灰色みをおび

たにぶい黄褐色砂質

土。①層よりわずかに

小石が少なく、灰色み

をおびる。③層は、黒

褐色砂質土で、径５ｌｍｍ

の楕円形のにぶい黄褐

色砂質土塊がごく少量

混じる。④層は、褐色

砂質土とにぶい黄褐色

砂質土が混じり合う。

⑤～③層は、床面の各

所でブロック状に堆積

した土層。⑤層は灰黄
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かつたが、内外面ともにナデ調整された無文の壷の頚

～胴部上半部の破片、内外面ともに刷毛目調整を施し

た壷の胴部上半の破片、内外面ともにナデ調整を施し

た「<」字形口縁語、「〈」字形口縁の莞の口縁屈曲

部の破片、外面を刷毛目調整、内面をケズリ調整した

尭の胴部破片、平底の莞の底部破片、壷や蕊の胴部の

細片50点がある。
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に変化する。掘り形埋土の②層は、にぶい黄褐色シル

トの中に、褐色シルトの小塊が混じる。

SP-345は、長径29cm、短径25cm、深さ14cmの長円

形の掘り形をもち、径１４cmの立柱痕跡を検出した。立

柱痕跡にあたる①層は黒褐色シルト。掘り形埋土上半

の②層は、径５mmほどの丸いにぶい黄褐色シルト塊が

所々に混じる黒褐色シルト、下半の③層は、暗褐色シ

ルトで、にぶい黄褐色シルトの小塊が多く混じる。

SP-354は、径34～37cmの略円形の掘り形をもつ。

径１１cmの立柱痕跡が確認できた。①層は、立柱痕跡で、

褐色シルト。所々に砂牒がみられる。掘り形埋土の②

層は、暗褐色シルトで、下部に径５mmの丸いにぶい褐

色シルト塊が混じる。

遺物は、床面上や、床面からやや浮いた状態で出土

した。出土量は少なく、弥生土器の要と壷があり、喪

の一部は、上部のⅢ層部分から出土した破片と接合し

たり、比較的大型の破片に復元できた。これらはsc-

34の埋没過程で流れ込んだ遺物である（Ｆｉｇ２７－ｌ～

４，Fig.２８－１～３）。

Fig.２７－１は、口径が20～26cmの中型の婆で、胴部

遺物と考えられる（Fig.２５－１～１１)。ｌは、口縁端

面に３条の凹線文を巡らす広口壷。２は、端部が上方

に摘み上げられた逆「Ｌ」字形口縁をもつ莞。３．４

も、「〈」字形口縁をもつ莞。３は、口縁端部を上方

に摘み上げる。５．６は、口縁部に凹線文を巡らす高

坪。７．８は脚台付き大型鉢の口縁部の破片で、９は

壷の底部破片である。いずれも、弥生時代中期後葉～

後期初頭の土器である。この他、SC-25との重複部分

の埋土上面から、１０の古墳時代後期の須恵器の坪身、

１１の土師器莞の口縁部破片が出土しているが、取り上

げ時の混入品である。また、径３～5111mの角張った細

長い炭化物片が少量出土している。

柱穴のSP-304.589からは遺物は出土していない。

以上、SC-27の埋土から出土遺物は、細片化したも

のばかりであるが、混入した古墳時代後期の遺物を除

くと、弥生土器はいずれも弥生時代中期後葉～後期初

頭に限定される。SC-27の埋没時期は、弥生時代後期

初頭と考えられる。

Fig.２５SC-27埋土出土遺物実測図（縮尺１／３）
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SC-34号竪穴式住居

（Fig26～29,Ｐ１８．１６．２４．２５）

ＣZ－１２．１３区で確認した長径5.3ｍの長円形の竪穴

式住居跡である（Fig26)。ＳC－２８．３０に切られる。

SC-35との先後関係は、検出時にはSC-34がSC-35に

切られていると考えたが、土層断面の再確認や遺物の

出土状況の検討から、逆にSC-34がSC-35を切り、後

出の住居跡と判断した。

床面では、ＳＰ－３４３．３４４．３４５．３８６．３８８．５２２．

５２３．５２４．５７４が検出できた。しかし、ＳＰ-344.

386.574は埋土に砂喋が多く混じり、須恵器なども出

土していることから、本来はSC-35を切ると考えられ

る。これらを除き、SC-35の床面で検出したSP-354

を加え、ＳP-343.354の柱間が3.07ｍ、ＳＰ－３４５．３５４

間の柱間が2.26ｍであることを考え、西側の撹乱溝で

破壊された柱穴を想定して、ＳP-343.345.354を主

柱穴とする４本柱構造を考えた。また、北西側に幅６８

cm、長さ70cm前後の張り出し部分が付属する。４本柱

中央の軸線上に位置し、出入り口部と判断した。

埋土は黒褐色砂質シルト～砂質土である。

柱穴のSP-343は、径19～20cm、深さ９cmの掘り形

内に、径１３cmの立柱が打ち込まれていた。立柱痕跡の

①層は、褐色シルトで、径５ｍほどの丸いにぶい黄褐

色シルト塊が所々に混じる。先端部分は暗褐色シルト
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の張りが弱く口縁部を強く逆「Ｌ」字形に屈曲させる。

胴部上半まで縦方向のケズリ調整を施している。弥生

時代中期後葉に比定できる。２～４（PL16-①．②）

は、胴部の張りが強く「〈」字形口縁の謡である。い

ずれも口縁端部を上方に摘み上げるように横ナデを施

す。弥生時代後期初頭に比定できる。底部の中で、

Ｆｉｇ２８－ｌは大型壷。２．３は尭の底部破片で、とも

に上げ底で、裾部が「ハ」字形に大きく広がる。３は、

粘土接合面で剥離破損している。いずれも、弥生時代

中期後葉～後期初頭のものである。

SC-35号竪穴式住居（Fig.２６．３０．３１、ＰＬ８）

ＣＹ・ＣＺ－１２．１３区に位置する不整な楕円形の平面形

をもつ竪穴式住居跡である（Fig26)。長軸長4.9ｍ、

短軸長4.33ｍを測る。Ⅳ層上面で検出したが、周壁は

ほとんど残っていない。

SC-38を切り、前述したようにSC-34に切られる。

また、SB-46の柱穴であるSP-412に切られる。SC-35

北半部上面のⅢ層中でSX-64、中央部でSX-65が出土

した。

床面では、ＳP-347.350～３５３．３８０．４０６．４１１．

４７７、SK-81を検出した。ＳP-406.411は砂喋が多く

混じる埋士で、須恵器が出土しており、本来はSC-35

を切る柱穴と考えられる。また、SK-81からは小型丸

底壷などが出土しており、SC-35に伴うとは考えられ

ない。これらを除いて、ＳP-347.351で立柱痕跡が確

認でき、柱間が変則的で矩形となるが、配置関係から

SP-350.353加えた４本柱構造を考えざるをえない。

埋土は暗褐色砂質シルトである。

柱穴のSP-347は、径37cm前後、深さ１４cmの楕円形

の掘り形の中で、径１２cmの立柱痕跡を確認できた。立

柱は、痕跡が掘り形中位で確認されたことから、住居

廃絶に伴って先端を残して折り取られたと考えられ

る。立柱の折り取り後に流入した①層は、暗褐色シル

トで、径１ｍの小喋が所々に混じり、径３mmの丸い褐

色シルト塊がごく少量含まれる。立柱痕跡の②層は暗

褐色シルトで、縦長の楕円形の褐色シルト小塊が点々

混じる。③～⑤層は掘り形埋土で、暗褐色シルト。③

層は褐色シルトの小塊が多く混じる。④層は下部に径

１cmの楕円形の褐色シルト塊が所々に混じる。⑤層は

径１cmの楕円形の褐色シルト塊が中央に向かって斜め

方向に多くみられる。

SP-350は、径21～27cm、深さ５cmを測る不整円形

また、Ｆｉｇ２９－ｌ（PL24-⑦）は、緑色片岩製の杏

仁形石庖丁の背部破片、２（P1.25-④）は柱状片刃石

斧と考えられる石斧の基部破片で、埋土中から出土し

た。ｌはⅢ層中部から出土した破片と接合した。

この他、柱穴のSP-343からは、弥生時代後期の斐

の口縁部破片（Fig28-4）が出土している。

埋土中から出土した遺物には、弥生時代中期後葉と

後期初頭の遺物がある。砂喋がほとんど混じらない埋

士の特徴もあわせて、SC-34は弥生時代後期前葉の竪

穴式住居跡と考えてよい。

の掘り形をもつ。埋土は、にぶい黄褐色砂質シルトを

主体とするが、暗褐色シルトがシミのように混じる。

立柱痕跡は確認できなかった。

SP-351は、長径39cm，短径33cm、深さ７cmの不整

な長円形の掘り形をもち、径15cmの立柱痕跡を確認で

きた。立柱痕跡にあたる①層は、褐色砂質シルトで、

径１～２cmの小喋が所々に混じる。②～④層は掘り形

埋士。②層は褐色シルトで、径１cmの楕円形のにぶい

黄褐色シルト塊が中央に向かって落ち込むような状態

でみられる。③層は暗褐色シルトで、にぶい黄褐色シ

ルト塊がほぼ水平に堆積する。④層は暗褐色シルトで

ある。

SP-353は、不整円形の掘り形で、径35～37cm、深

さ７cmを測る。埋土には黄褐色シルトや褐色シルトの

塊が斑文状にみられ、立柱痕跡は確認されていない。

SC-35の埋土部分から出土した遺物は弥生土器がほ

とんどである（Ｆｉｇ３０－ｌ～15)。

その中で、壷の頚部破片（１）と、底部破片（６）

は、床面に密着した状態で出土し、SC-35に伴う遺物

である。１は、頚部の付け根に断面三角形突帯を貼付

し、頚部が立ち上がり緩やかに開く。弥生時代後期初

頭のものである。

また、８は大型壷の底部破片で、床面から出土した

が、下層のSC-34に伴う可能性を残す。胴部下半に周

縁が弧を描きながらクレーター状に窪む剥離面が観察

できる。形状的な特徴に加えて、剥離面が器面と同じ

色調に焼き上がることから焼成破裂痕と考えられる。

以外は、床面から浮いた状態で出土した遺物で、

SC-35に伴うかは確実でない。その中で、７の胴部下

半には焼成破裂痕が残る。２．５は、姿の口縁部破片

で、逆「Ｌ」字形に強く屈曲させ、口縁端部を上方に

－３０－
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跡と考えられる。埋土に砂喋が混じらない壁際のSP－

４４２．４５９．５２７．５９６などが柱穴となることも考えた

が、SP-459で確認したのは径が小さな杭痕跡で、他

も小さく浅い小穴ばかりである。ここでは、立柱痕跡

を確認できたSP-440が主柱穴の一つと考えるが、主

柱構造は不明とせざるをえない。

このSP-440は、径50～55cm、深さ１０cmの略円形の

掘り形をもち、径14cmの立柱痕跡を確認できた。掘り

形埋土の①．②層は黒褐色シルトで、黄褐色シルトの

小塊が混じる。その量は①層と比べて②層が多い。立

柱痕跡にあたる③層は黒褐色シルト。

傍

１

２

'

=Z全

Fig.３１ SC-35o38上部Ⅲ層出土遣物実測図（縮尺１／３）

わずかに摘み上げられるように、強い横ナデ調整を施

す。１３は埋土中の遺物であるが、北壁近くの比較的狭

い範囲でまとまって出土している。これらは、弥生時

代後期初頭に比定できる。この他、古墳時代後期の須

恵器の坪蓋（１４）や、古墳時代前期の土師器の謡（15）

が混入している。

柱穴であるSP-347からは、弥生土器の胴部細片が

３点、上部流入土①層から径５ｍの細長い炭化物片が

出土。SP-351では、径７mmの角張った炭化物片がみ

られただけで、他に遺物は出土していない。また、

SP-353からは、弥生後期初頭～前葉の斐口縁部の細

片、径５mmの細長い炭化物片が出土した。

召

、

１
／

一
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ

／

／

１，

SC-35上部のⅢ層部分から出土した遺物には、外面

に３段にわたって刷毛目工具の小口を押捺して短斜線

文を施文する壷の胴部破片（Ｆｉｇ３１－４)、弥生時代中

期中葉～後葉の頚部の付け根に断面三角形突帯を２条

貼り付けた壷の肩部破片（Fig.３１－５）がある。また、

古墳時代前期の土師器である小型丸底壷（Fig.３１－１０）

や、尭の口縁部破片（Fig.３１－１１）が出土している。

以上の床面に密着して出土した遺物が弥生時代後期

初頭に比定できることから、SC-35は当該期の竪穴式

住居跡と考えた。

、

調査区東端近くのＣＸ・ＣＹ－ｌ２・’3区では、暗褐色

SC-38号竪穴式住居（Fig.３１．３２．３３、Ｐｌ８）

砂質シルトが長方形に広がる範囲を確認でき、竪穴式

住居跡と考え、SC-38とした（Fig.３２)。南北長5.25

ｍ、東西幅３ｍほどの長方形の平面形であるが、床面

付近しか残存していない。SC-35に切られる。

床面では、ＳP－４１９．４２１．４４０～４４２．４５９．４６５．

４７２．４７６．５０１．５２７．５３６．５９６を検出した。当初、配

置関係から、立柱痕跡が確認できたSP-420とSP-440

を柱穴と想定していた。しかし、SP-420は、ＳＰ－

４１９．４７６とともに、砂喋が多く混じる埋土で、本来

SC-38を切る古墳時代後期の柱穴および小穴である。

また、SP-421は、底面の凹凸が著しく、樹･木根の
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、

廷

部分的にしか残存していなかったSC-35の埋土部分

からは、点々と小片が出土しているにすぎないが、い

ずれも弥生土器である（Fig.３３－１～３）。１．３は

床面に貼り付いた状態で出土し、SC-38に伴う遺物で

ある。ｌは、蕊の口縁部で、逆「Ｌ」字形に強く屈折

する。こうした特徴をもつ喪は、弥生時代中期後葉以

降にはみられず、文京遺跡周辺では祝谷六丁場遺跡で

出土する中期中葉の妻に類似する。３は、大型尭の底

部で、厚底で、胴部下半が直線的にひろがる。やはり

、

ＳＰ－４４０ＳＰ－４２０ＳＰ－４７６

ＳＰ－４４０

Ｂｌ
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１

Fig.３２SC-38遺構実測図（縮尺１/50）
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中期後葉以降にはほとんど出土しない底部である。２

は床面からやや浮いた状態で出土した壷の底部破片で

ある。

柱穴と考えたSP-440では、掘り形埋土から二次的

な火熱をうけて赤変した弥生土器胴部細片と、径４８

cm、厚さ１５cmの含喋細岩の円喋、径３cm、厚さ08ｃｍ

の肩平な円盤状の花尚岩円喋が出土した。

また、SC-38上部のⅢ層部分から出土した遺物も少

ない（Fig.３１－１．３．８．９）。ｌは弥生時代中期

/ｸ，
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SC-40号竪穴式住居（Fig.３４．１１６）

DF-ll区の管路部分で、基本層序のⅡ層下のＳＤ－３

埋土の砂牒を非常に多く含む暗褐色砂質シルトを取り

除いた後にSF-41が検出できたが、SF-41の下層にも

暗褐色砂質シルトを埋土とする遺構を確認できた

(Fig.116)。周囲を撹乱で破壊され全体像は明らかで

ないが、１５cmほど残存する壁面がほぼ垂直に立ち上が

り、底面がほぼ平坦であることから、竪穴式住居跡と

判断した。壁が直線的にのびることから、方形もしく

は長方形の平面形が想定される。埋土は、上部から下

部で均一な暗褐色砂質シルトで、炭化物の小片が点々

と混じる。廃絶後に一気に埋められたと考えられる。

（３）掘立柱建物

Fig.３４SC-40埋土出

土遺物実測図

（縮尺１／３）

後葉の口縁部に凹線文を施す広口壷の口縁部破片、

８．９は上げ底の謡の底部破片で、これらに混じり、３

の下垂口縁壷の口縁部破片がある。口縁端部を下方に

引き伸ばす特徴から､弥生時代中期中葉と考えられる。

以上の出土遺物と、弥生時代後期初頭のSC-35との

切り合い関係から、SC-38は弥生時代中期中葉に遡る

可能性が高い竪穴式住居跡である。

立柱痕跡にあたる①層は、径２～３ｍの砂篠が少量混

じる暗褐色砂質土で、にぶい黄褐色シルトと褐色シル

トが混じり合う径ｌ～３cmの塊が多く含まれる。SP-

399と比べて20cmほど深い掘り形であるが、底面に、

径２～３cmの褐色シルト塊がごく少量混じる暗褐色砂

質土の③層と、径１cmの楕円形の褐色シルト塊がやや

多く混じる暗褐色砂質土の⑦層を敷き、その上に柱を

据えて、②～⑥層で固定する。②．③層は、黒褐色砂

質土で、幅ｌ～２cmのにぶい黄褐色砂質シルトのレン

ズ状ブロックがやや多くみられる。④～⑥層は暗褐色

砂質土である。④層には径３～５cmの輪郭がぼやけた

楕円形の褐色シルト塊が比較的多く混じる。⑤層には

径２cmの楕円形の褐色砂質シルト塊、⑥層には径１ｃｍ

ほどの楕円形の褐色シルト塊が少量混じる。

SP-399は、SP-395とは異なり、Ⅲ層上面では検出

できず、Ⅳ層上面まで掘り下げて、ようやく確認でき

た。長径73cm，短径65～70cmの長円形の掘り形をもつ。

－３４

埋土から出土した遺物は弥生土器ばかりである

(Ｆｉｇ３４－ｌ～４)。胴部破片がほとんどで、ｌ～３尭

の口縁部と、４の壷もしくは鉢の底部を図化できただ

けである。莞は、いずれも屈曲が強い「く」字形口縁

部をもち、弥生時代後期初頭に比定できる。これら以

外の時期の遺物は含まれておらず、SC-40は弥生時代

後期初頭の竪穴式住居跡と考えた。

また、埋土に多くの炭化物が混じっていたので、一

部を採集し、水洗選別作業を行ったところ、炭化米や、

アカガシ亜属やヤマグワの炭化材、サヌカイトや緑色

片岩の微細石片が出土した。

SB-51号建物（Fig.３５．３６、巻頭図版２）

調査区北端のDF-23区で出土したSP-395.399で

は、径26～30cmの立柱痕跡を確認でき、これらが構成

する掘立柱建物を想定した（Fig35)。柱間は2.25ｍ

を測る。調査区が狭いために、掘立柱建物の全体像は

不明である。

ＳP-395.399の延長線上には、ＳP－３９２．３９８．４０１

が位置する。その中で、SP-398は、砂喋が多く混じ

る埋土をもつので、古墳時代後期の杭跡である。SP-

392は、SP-395の北側30cmほどに位置するが、深さが

異なり、立柱痕跡も検出されなかった。SP-401は、

SP-399から1.95ｍほど南へ離れた位置にあり、径10～

11cmほどの杭痕跡が確認できた。しかし、大きさも深

さもＳＰ－３９５．３９９とは異なる。そのため、ＳP-392.

401はSB-51に伴うものかは判然としない。

柱穴のSP-395は、径72～75cmを略円形の掘り形を

もつ。掘り形のほぼ中央で径30cmの立柱痕跡を確認で

きた。掘り形と立柱痕跡は、Ⅲ層下部で検出できた。
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立柱痕跡は南壁よりで確認され､径は25～27cmを測る。

SP-399と比べて、掘り形は浅いが、立柱痕跡の底面

の標高はほとんどかわらない｡立柱痕跡である①層は、

径２～３cmの角喋が少量混じる黒褐色砂質土で、径５

cmの楕円形の褐色シルト塊がやや多く含まれる。掘り

形底には、径ｌ～２cmの楕円形の褐色シルト塊がやや

多く混じる黒褐色砂質土の⑤層が詰め込まれている。

③層は幅５cmほどの褐色砂質シルトのレンズ状ブロッ

クがごく少量混じる黒褐色砂質土、④層は径ｌ～５cｍ

Fig.３５SB-51遺構実測図（縮尺１/50）
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の輪郭がぼやけた楕円形のにぶい黄褐色シルト塊が多

く混じる暗褐色砂質土である。③．④層は平面での広

がりが不整な楕円形で､立柱の抜き跡の可能性もあり、

その場合､柱がたて直されていることになる。②層は、

暗褐色砂質土で、径３～５cmの楕円形のにぶい黄褐色

砂質土塊がかなり多く混じる。

出土遺物は、SP-395の立柱痕内から斐口縁部破片

と胴部小片２点、径２～３ｍの粒状の炭化物片が少量

出土した。掘り形埋土からは、弥生土器の壷の底部破
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片（Fig.３６－２)、ジョッキ形土器の把手と考えられる

破片（Ｆｉｇ３６－ｌ)、弥生土器の莞や壷の胴部細片～小

片10数点、径１ｍほどの粒状の炭化物片がごく少量出

土。その他、弥生土器の胴部細片～小片３点がある。

SP-399でも、立柱痕跡の①層と③層から土器片が

出土しているが、細片であり、時期は不明。②層には

径５ｍの角張った炭化物片、⑤層には径lnm,の粒状の

炭化物片がごく少量混じる。

以上、出土遺物は少なく、時期の明らかな土器も限

られている。しかし、砂喋が目立たない埋土の特徴か

ら、弥生時代中期～古墳時代中期と考えられる。しか

も、柱穴のSP-395.399からは弥生土器しかない。と

くに、SP-395から出土したジョッキ形土器は、弥生

時代中期後葉～後期初頭にみられることが多く、壷は

外底面がやや上げ底気味の安定した平底であることか

ら､やはり弥生時代中期後葉～後期初頭に比定できる。

SB-51は当該期の掘立柱建物である可能性が高い。

また、SB-51の柱穴の掘り形は直径は70cm前後で、

立柱痕跡の直径は25～30cmを測る。１３次調査区に限ら

（４）溝

SD-90号溝（Fig.37）

DG-12区のＳＣ－８の南側で出土した北東一南西方向

に弧を描きながらのびる溝である（Fig37)。調査中

にはSD-l38としていたが、調査後に遺構番号をSD-

90に振り替えた。ＳＣ－８を切り、ＳP－１３６．５９８に切ら

れる。幅25～32cm、深さ５～８cmを測り、底面は凹凸

があるが、断面の全体形はほぼ逆台形である。

埋土は暗褐色砂質土である。

埋土中からは、径２mmの粒状、径５mmの角張った炭

SD-91号溝（Fig.１４．３８．３９、PLl6）

DG-l6区で検出した東西方向にのびる溝である

(Fig.１４)。調査中にはSD-140としていたが、調査後

に遺構番号をSD-91に振り替えた｡幅57～60cmを測り、

深さは15～30cmで、断面逆台形を呈する。西端の溝底

で小さな小穴を検出した。

埋土は、全体としてはシルト質土である。⑨層は、

溝底で確認した小穴状の窪みにつまった埋土で、やや

粘性のある暗褐色砂質土で、径２cmの輪郭がぼやけた

楕円形のにぶい黄褐色シルト塊が少量混じる。その上

画L[Ｉ
ﾛ O q l

I§蕊副１

9

、

ｌＯｃｍ
ｌ

Fig.３６SB-51柱穴SP-395出土遣物実測図(縮尺1/3）

ず、文京遺跡で確認されているｌ×１間や１×２間の

小型掘立柱建物や竪穴式住居跡の立柱痕跡が直径15～

20cmであるのに対して、約２倍の大きさである。しか

し、３．７次調査区で確認されている大型掘立柱建物

は、掘り形の大きさは共通するが、立柱痕跡の直径は

30～40cmで、今回出土したSB-51と比べてさらに一回

り大きい。ほぼ同じ大きさの掘り形や立柱痕跡が確認

されているのは、１８次調査B区南端で出土したSB-740

である。１８次調査SB-740は、３×３間の掘立柱建物

で、四隅の柱穴がほぼ同じ規模をもち、大型の高床倉

庫と考えられる。今回出土したSB-51も、同様な掘立

柱建物と考えられる。

化物片が少量出土したのみで、遺構の時期を決定でき

る遺物はない。

しかし、SD-90に切られるＳＣ－８が弥生時代後期初

頭に比定される。また、SD-90を切るSP-l36は、砂

喋が混じらない暗褐色砂質土で、弥生時代中期後葉～

後期前葉の莞の胴部破片が出土している。こうした遺

構の切り合い関係から、SD-90は弥生時代後期初頭～

前葉の溝と判断した。

面の溝底には⑥～⑧層が溜まる。⑥層は、径２～３ｍ

の角喋が混じる暗褐色砂質土で、径３cmの楕円形のに

ぶい黄褐色シルトがごく少量含まれる。⑦層はにぶい

黄褐色砂質シルト。③層は褐色シルトで、南半部には

径１cmの楕円形の暗褐色砂質土塊が少量混じり、北半

部には径３～５cmの楕円形の塊が多く混じる。

埋土中部～上部には①～⑤層が堆積する。①層は径

３～５ｍの砂牒混じりの暗褐色砂質土。②層は暗褐色

砂質土で、上部に径ｌ～５cmの位げた楕円形のにぶい

－３６－
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cmほどの褐色シルトのレンズ状ブロックがごく少量混

じる暗褐色砂質土の④層が流れ込む。埋土上部は、に

ぶい黄褐色砂質土塊が混じるにぶい黄褐色砂質土の①

層、径0.1～0.2cmの角喋が混じる暗褐色砂質土の②層

が覆う。②層には径２cmの楕円形のにぶい黄褐色砂質

シルト塊がごく少量含まれていた。

Ⅲ

黄褐色シルト塊が多く混じる。③層は褐色シルトで、

径１～２cmの暗褐色砂質土塊が少量混じる。④層は径

３～５mmの角喋が混じるにぶい黄褐色砂質土で、下部

は暗褐色砂質土に変化する。また、幅１cmほどの褐色

シルトのレンズ状ブロックがごく少量混じる。⑤層は

暗褐色砂質土で、径１cmほどのにぶい黄褐色シルト塊

が少量混じる。

埋土からは、弥生時代中期後葉～後期初頭の姿・

壷・高坪の比較的大形の破片が出土している（Ｆｉｇ

３８－１～６)。この中で、１（PLl6-⑤）の壷は、SD-

91上部のⅢ層部分から出土した破片と接合復元でき

〆
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SD-93号溝（Fig.３７．３８）

DG-19区南端で出土した東西方向にのびる溝であ

る。Ⅳ層上面で検出した（Fig.３７)。SP-367に切られ、

SP-370を切る。調査中にはSD-319としていたが、調

査後に遺構番号をSD-93に振り替えた。

幅26～36cm、深さ１０cmほどで、断面は逆台形を呈す

る。埋土は、南側から、暗褐色砂質土の③層、厚さ１

『叩］

SＤ－９０．９３．９５．９６．９７遺構実測図（縮尺１/50）

た。口縁端上部に粘土を貼り付け拡張し、４条の凹線

文を施す。頚の付け根には箆状工具で時計回りに螺旋

状に短斜隻線文を巡らす。３は口縁端部を拡張して３条

の波板状の凹線文を巡らす。膨らみのある肩部が一旦

直線的にすぼまり、強く「く」字形に屈折させる口縁

部につながる。他の土器も含めて、いずれも弥生時代

中期後葉に比定できる。また、握り拳大の扇平な亜円

喋の端部に蔽打痕や擦痕が残る蔽石（Fig39-1）と、

径６cmの球状に近い砂岩の円喋が出土している。

以上の出土遺物から、SD-91は弥生時代中期後葉の

溝と考えた。
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Ⅱ

貼り付け、平織りの布を巻いた棒状工具を押捺して刻

目を施す。こうした特徴をもつ大型壷は、弥生時代で

も後期初頭～前葉にみられるものである。最下部に堆

積する埋土に砂篠が目立たないことと、Ⅲ層出土では

あるが７の大型壷の破片を参考資料として、SD-93は

１０cｍ

零

埋土中からは遺物は出土していない。SD-93上部の

Ⅲ層最下部から、図示した弥生土器の大型壷の頚部破

片（Ｆｉｇ３８－７）、壷や蕊の胴部細片が50点ほどが出

土している。７は頚部が「<」字形に屈曲して逆「ハ」

字形に開く。頚部の付け根に太めの断面三角形突帯を
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弥生時代後期初頭～前葉の幅

の中で捉えることができる。

SD-95号溝（Fig.３７．３９）

調査区東半部のＣＸ・ＣＹ－

ｌ４区で出土した北西一南東方

向にのびる溝である（Fig

37)。調査中にはSD-424とし

ていたが、調査後に遺構番号

をSD-95に振り替えた。

撹乱渡を挟み、東端は調査

区外にのび、6.8ｍほどを確

認した。溝幅は36～50cm、深

さ８～10cmで、断面形はＵ字

形を呈し、溝底には凹凸があ

る。

埋土は暗褐色砂質土で、砂

喋はほとんど目立たない。径

１cmほどの楕円形の褐色シル

ト塊がごく少量混じり、溝底

付近では、にぶい黄褐色シル

トが塊で混じる。

理土中から、弥生土器の胴

部細片～小片３点、花尚岩の

凹石の半折品（Fig.３９－２）

が出土した。

出土した土器は細片化して

いるために時期は不明である

が、埋土に砂篠が目立たない

ことから、弥生時代中期後葉

～後期に埋没する溝と考える。

Ｉ
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１０cｍSD-96号溝（Fig37～39）

調査区東端部のＣＸ－ｌ３区に

位置する（Fig37)。調査中

にはＳＤ－４７８としていたが、

Fig.３９ＳD－９１．９５．９６．９７出土遺物実測図（縮尺１／２）

調査後に遺構番号をSD-96に振り替えた。SP-454に

切られる。

幅27cm、深さ１０cmを測り、断面は逆台形である。南

端は撹乱で破壊され、東北側は調査区外にのびる。埋

土は黒褐色砂質シルトである。

埋土中からは、弥生時代中期後葉～後期初頭の妻底

部(Fig38-8)、弥生土器の胴部細片～小片１０点前後、

－３９

円柱状の円喋の両端に敵打痕が残る敵石（Fig.３９－３）

が出土した。

出土土器と、SD-96を切るSP-454の埋土が黒褐色

シルトおよび黒褐色砂質シルトであること、ＳＤ－９６自

体も埋土に砂裸が混じらないことから、弥生時代中期

後葉～後期初頭の時期幅で捉えておきたい。



SD-97号溝（Fig.３７～39、Ｐｌｌ６）

調査区東端部のＣＸ・ＣＹ－１２．１３区の境界部に位置

する溝である（Fig.３７)。調査中にはSD-521としてい

たが、調査後に遺構番号をSD-97に振り替えた。

SB-45の柱穴であるSP-435、SP-525に切られる。

幅１９～35cmを測り、南西側が幅が狭まる。東北側は調

査区外にのびる。埋土の大部分を占める①層は、暗褐

色砂質土で、径ｌ～２cmの楕円形の褐色シルト塊が少

量含まれる。北側から流れ込む②層は暗褐色砂質土で

ある。

埋土中からは、比較的大型の破片に復元できる弥生

土器の壷や妻が出土した（Fig.３８－９～１２)。９（PL

16-③）は、丸みをおびる胴部から緩やかに頚部が窄

まり、頚部上半で一気に反転させる。口縁端部を肥厚

させて２条の凹線文を巡らす｡凹線文は幅が広く深い。

（５）土壌

SK-29号土壌（Fig.４０～42、ＰＬｌＯ・’8）

DA-l2区に位置する長方形の土壌である（Fig.４０)。

ＳＤ－３とSP-495に切られる。残存長0.95ｍ、幅1.45ｍ、

深さ15cmを測る。

埋土上半部には暗褐色砂質土の①層が堆積する。下

半部の②層は径２～３mmの操がごく少量混じる黒褐色

砂質土、③層は径３～５mmの角牒が混じるにぶい黄褐

色砂質土、④層は褐色砂質土である。砂牒が含まれる

が、それほど目立たない。

埋土中から出土した遺物は、弥牛十器がほとんどで

あるが、１点だけ古墳時代後期の須恵器杯が混じる

(Fig.４１－１～４，Fig.４２－１～３)。須恵器（４）は

埋土でも最上面から出土しており、Ⅲ層の掘り残し部

分の遺物と考えられる。

Ｆｉｇ４１－１ａ．lｂ（PL18-①。②）は接合できなか

ったが、同一個体の壷である。器壁が薄く層状に剥離

した破片で、層状焼成破裂の好例である。頚部の付け

根に低い幅広のベルト状の突帯を貼付し、刷毛目工具

の小口部を上下２段に押捺して刻目を施す。口縁端面

には、３条の沈線状の凹線文を施す。２（PL18-⑥）

は比較的大きな破片に接合復元できた莞である。胴部

はあまり膨らまず、緩やかに反転して外反する口縁部

凹部の断面は「Ｕ」字形で沈線に近い。頚部の付け根

部分には箆条工具で短斜線文を施文する。また、胴部

上半には径２cm、深さ２ｍと、径3.7cm前後、深さ２

～３ｍのクレーター状に窪む円形の焼成破裂痕が残

る。１０（PL16-④）の要は、「〈」字形口縁を持ち、

口縁端部を上方に拡張し３条の凹線文を施す。凹線文

の凹部の断面は「Ｕ」字形で、沈線に近い。SD-93と

比べて、胴部上半が弱く膨らむ点が異なり、後出的な

要素を持つ。これらを含めて、出土土器はいずれも弥

生時代中期後葉～後期初頭に比定できる。この他、含

篠砂岩の円牒の端部が敵打で潰れた蔽石（Fig.39-4）

や、少量の径５mmの細長い炭化物片が出土している。

以上の出土土器から、SD-97は弥生時代中期後葉～

後期初頭の溝と判断した。

がつく。弥生時代後期前葉に比定できる。これに対し

て、３は「〈」字形口縁の莞で、口縁部が立ち上がり、

弥生時代後期中葉のものである。

Ｆｉｇ４２－ｌ～３（Pll8-③～⑤）は、壷の胴部の破

片で、Ｆｉｇ４１－ｌと同一個体である可能性が高い。本

来は径５～５５cmの円形もしくは楕円形の胴部外面が

剥離した破片である。剥離面の中央が厚い凸レンズ状

の断面形で、残存した周縁は鋭く尖る。とくに、２．

３は剥離面が器表面と同じ色調に焼き上がる。焼成破

裂土器片の好例である。

土器以外には、径２～３mmの粒状、径５mmの角張っ

た炭化物片がごく少量出土しているだけで、焼土や灰

もみられなかった。

SK-29上部のⅢ層部分からは、古墳時代後期の遺物

が出土している（Fig.４１－５～９）。５．６は須恵器

の坪蓋、７は平瓶の口縁部、８は広口壷の口縁部、９

は土師器の蕊である。４とともにSK-29に伴う遺物で

はない。

以上､出土遺物と埋土に砂喋が目立たないことから、

SK-29は弥生時代後期前葉～中葉の時期幅の土壌と捉

えておく。
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SK-33埋土、
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Fig.４０ＳＫ－２９ｏ３１ｏ３９ｏ５０．５６．７５．７６．７９．８０遺構実測図（縮尺１/50）
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SK-31号土塘（Ｆｉｇ４０・４３．４４、ＰL６．２４）

調査区北壁沿いのＣＺＤＡ－ｌ４・’5区に位置する楕

円形の土壌である（Fig40)。SC-33、ＳＫ－３２．３９、

Fig.４２SK-29埋土出土遺物実測図（縮尺２／３）
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SP-502に切られている。当初は、円形の竪穴式住居跡

と考えたが、周辺で出土した竪穴式住居跡と比べて深
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Fig.４１SK-29埋土および上部Ⅲ層出土遺物実測図

（埋土：１～４、Ⅲ層部分：５～９、縮尺１／３）
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いこと、推定径が3.5～3.6ｍと小さいこと､床面で柱穴

がみられないことから、楕円形の貯蔵穴と判断した。

埋土は、南壁沿いに流れ込んだ①～③層、その後に

床面全体を覆う④層、人為的に埋め戻されたと考えら

れる⑤～⑬層に分層できる。

①層は黒褐色砂質シルトで、径２cmの輪郭がぼやけ

た楕円形の褐色シルト塊が多く混じる。②層は暗褐色

砂質シルトで、径１cmまでの楕円形の褐色シルト塊が

多くみられる。③層は褐色砂質シルトである。

④層は、黒褐色砂質シルトで、部分的にわずかに粘

性がある。径0.5～１cmの楕円形の褐色シルト塊が多

く混じる。

⑤層は黒褐色砂質シルト。わずかに粘性をおび、径

５ｍの楕円形の褐色シルト塊が少量混じる。⑥層は暗

褐色砂質土。径１～４cmの楕円形の褐色シルト塊が多

くみられる。⑦．⑫層は径２mmの篠がまばらに混じる

暗褐色砂質土で、径１cmの輪郭がぼやけた楕円形の褐

色シルト塊が少量含まれる。③層は暗褐色砂質土。径

0.5～１cmの輪郭がぼやけた楕円形の褐色シルト塊が

多く混じる。⑨層は褐色シルトで、径１cmの楕円形の

黒褐色砂質土塊がごく少量含まれる。⑩層は黒褐色砂

質シルトで、径１cmまでの大小の褐色シルト塊が多く

混じる。⑪層は暗褐色砂質土と褐色シルトの混合土。

⑬層はにぶい黄褐色砂質シルトで、径１～２cmの輪郭

がぼやけた楕円形の褐色シルト塊が少量含まれる。

出土遺物は、⑥．⑬層から弥生土器が出土した。し

かし、細片化した胴部破片ばかりである。他に、緑色

片岩の直線刃外湾形の石庖丁（Fig43-l、PL24-③）

の半折品と石英粗面岩の砥石（Fig44）の破片が周壁

に密着して出土している。１は側辺部が折れているが、

２

０

Ⅲ－１弥生時代の遺構と遺物

Ｉ

3ｃｍFig.４３SK-31出土遺物実測図
ゴ
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Fig.４４SK-31出土遺物実測図２（縮尺１／２）

その後も使用され、破面の稜角は磨滅し光沢痕が観察

できる。また、緑色片岩の小石片（Fig.４３－２）が遺

構検出面から出土した。この他、③。⑩．⑬層には、

径0.2～0.5cmの丸い炭化物片がごく少量ずつ含まれて

いた。

出土遺物からは、遺構の時期の決め手を欠くが、後

述するように弥生時代中期後葉と考えられるSK-39に

切られること、砂喋が目立たない埋土であること、周

辺では中期前葉よりも古い遺構が発見されていないこ

とから、SK-31は弥生時代中期中葉～後葉の時間幅の

中で捉えることができる。
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SK-39号土墳（Fig.４０．４５、Ｐｌ６）

ＣＺ・DA-l4区に位置する隅丸長方形の土壌である

(Fig.40､ＰＬ６－１)。SC-33､SK-31、ＳＰ-409.500に

切られ、SK-31を切る。西側は撹乱渡で大きく削られ

ている。残存長1.33ｍ、幅１８ｍ、深さ１０cm前後を測る。

埋土は、暗褐色砂質シルトで、径ｌ～２cmの位げた

にぶい黄褐色シルト塊が含まれる。上部に営まれた

SC-33と近似していたが、小喋が目立たないこと、埋

土に混じる炭化物片の量で切り合いを判断した。

埋土の下・上部からは、遺物は出土していない。床

面近くで採集した土壌を水洗中に、図示した弥生土器

の姿の口縁部（Fig.４５－１）と、胴部の細片が出土し

たのみである。蕊は、逆「Ｌ」字形に強く屈曲させた

口縁部で、口縁端部を強い横ナデで摘み上げる。弥生

時代中期後葉の特徴的な莞である。

出土遺物は弥生土器の細片１点にすぎないが、床面

からの出土であること、砂喋がほとんど埋土に混じら

ないことから、SK-39は弥生時代中期後葉の土壌とし

て捉えることができる。

SK-50号土墳（Fig.４０．４６．４７、ＰＬ１６）

CZ-l１．１２区境界部のSD-3の下底面で、隅丸方形

の掘り形の隅部を確認できた。当初、竪穴式住居跡の

可能性も考えたが、部分的であるが深さ20cmほどが残

存し、ＳＤ－３北側に営まれた竪穴式住居跡の床面の高

さと比べて深いことから、土壌と判断した（Fig40)。

調査時には40号遺構としていたが、調査終了後に

DF-ll区に位置する竪穴式住居跡と遺構番号が重複す

ることに気づき、SK-50に振り替えた。

ＳＤ－３に大半を削り取られているが、南西側ではＳＤ

－３底面がやや高くなっていることから、一辺２ｍ前

後の規模を推定できる。周辺の竪穴式住居跡と比べて

深く、底面が平坦であることから、貯蔵穴と考えた。

埋土は暗褐色シルトである。

底面近くまでＳＤ－３の埋土である砂篠が混じり込む

部分が多く、埋土最下部として取り上げた遺物にも、

古墳時代後期の須恵器や土師器、古代末～中世の土師

器碗や瓦器皿が混じる。埋土中から出土した遺物は、

ＳＤ－３による削平と再堆積でかなり混乱していると考

えられる。

SK-56号土墳（Fig.４０）

DG-12区、ＳＣ－８の南側で確認した（Ｆｉｇ４０)。

－４４

〔SK-39〕

〔SK-76〕

〔SK-80〕
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Fig.４５ＳＫ－３９ｏ７６ｏ８０出土遣物実測図（縮尺１／３）

しかし、東南壁際の床面に貼り付いた状態で、壷類

の破片がかたまって出土した（Fig.４６－１～６）。出

土状況から、これらがSK-50に確実に伴う遺物群であ

る。１（Pll6-⑥）は、長頚壷の口頚部の破片で、口

縁部に３条の沈線状の凹線文を巡らし、頚部の付け根

に小さな断面三角形突帯を貼り付ける。２は浅い沈線

文を８条以上巡らす頚部破片である。いずれも弥生時

代後期初頭に比定できる。５．６は中型壷の底部破片

で、そのいずれかに４の胴部破片や２が接合するもの

と考えられる。

また、埋十卜而から両端に擦痕が残る緑色片岩の肩

平な円篠を用いた磨石（Fig.４７－１）、埋土下部から

緑色片岩の破片（Fig.47-2）が出土している。２は、

最大厚05cmほどで、直線刃の石庖丁の可能性がある

が、両面とも研磨痕も残っておらず、石庖丁であって

も未成品の破損品と考えられる。また、これらは確実

にSK-50に伴う遺物であるかは確実でない。

確実にSK-50に伴う壷類は弥生時代後期初頭のもの

であり、当該期の貯蔵穴と考えてよい。

ＳＣ－８に切られる。平面形が弧を描くことから、円形
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Ⅲ－１弥生時代の遺構と遺物

、

埋土は暗褐色砂質シルトである。埋土中から弥生土

器の胴部細片１点が出土したのみである。

古墳時代後期のSC-l2に切られ、砂喋が混じらない

埋土の特徴から、SK-75は弥生時代中期～古墳時代前

期の時間幅の中で捉えることしかできない。

SK-75号土壌（Fig.４０）

DF-15区南端に位置する不整な楕円形の小型土壌で

ある（Fig40)。当初、SK-163の遺構番号を付与して

いたが、調査後にSK-75に振り替えた。SC-12に切ら

れ、先後関係は不明であるがSP-l64と切り合う。西

半部も管路によって破壊され、平面形は不明である。

Fig.４７ＳＫ－５０ｏ８０出±遺物実測図（縮尺２/３．１／２）
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の竪穴式住居跡とも考え

たが、床面の高さがあま

りかわらないＳＣ－８部分

で柱穴などが確認できな

かったため、比較的大型

の円形土壌と考えた。

埋土は暗褐色砂質土で

ある。遺物は出土してい

ないが、ＳＫ－５６を切る

ＳＣ－８が弥生時代後期初

頭の竪穴式住居跡であ

り、SK-56は弥生時代中

期後葉の土壌と考える。

〔SK-50〕

二

る。SP-169に切られる。残存長90cm、幅54cm、深さ

１０cｍ

･５ｃｍ

SK-76号土墳（Fig.４０．４５）

DF-14区に位置し、西端部分は管路で破壊されてい

SK-50南東壁際床面出土遺物実測図（縮尺１／３）

/雲琴へ

〔SK-80〕

１

１



５～８cmのやや胴が張る長方形の小型土壌である

(Fig40)。調査中にはSK-170としていたが、調査後

にSK-76に振り替えた。

底面にはかなり凹凸があり、埋土は暗褐色砂質シル

トで、小さな黄褐色砂質シルト塊がごく少量混じる。

埋土中からは、喪の胴部破片が出土しただけである

(Ｆｉｇ４５－２)。逆「Ｌ」字形に強く屈折した口縁部を

SK-79号土壌（Fig40）

DC-l4区に位置する隅丸長方形の浅い皿状の小型土

壌である（Fig.40)。調査中にはSK-222としていたが、

調査後に遺構番号をSK-79に振り替えた。

西側を撹乱で破壊されるが、長さ72cm、推定最大幅

47cm、深さ８cmを測る。

SK-80号土墳（Fig.４０．４５．４７、ＰＬ６－３）

CZ-14区に位置する。Ⅲ層の下部で遺物が出土し始

めたので、精査したところ、東西長122cm、南北幅７５

cm、深さ５cmを測る不整な隅丸長方形の土壌を検出で

きた（Fig.４０)。SP-336に切られる。調査中にはSK-

337としていたが、調査後に遺構番号をSK-80に振り

替えた。

埋土上半部のａ層は、きめが細かい明黄褐色砂質シ

ルトで、砂篠がわずかに混じる。径５，'mの粒状の黄燈

色シルト塊が少量混じる。下半部のｂ層は、褐色砂質

シルトで、小喋がわずかに混じる。ａ層と同じく、粒

状の黄燈色シルト塊が点々と混じる。

SK-83号土塘（Figl4、ＰＬｌ）

ＤG－１７．１８区に位置する浅い鍋底状の小型土壌であ

る(Figl4､PLl-2)。SD-94に切られる｡調査中には

SK-364としていたが､調査後にSK-83に振り替えた。

埋土は、暗褐色砂質土で、径５～６cmの位げた細長

い楕円形のにぶい黄褐色シルト塊がごく少量混じる。

SK-84号土墳（Figl4、ＰＬ１）

DG-l8区で、ＳＣ－７北壁近くで検出した（Fig.１４、

ＰＬｌ－２）。調査中にはSK-366としていたが、調査後

に遺構番号をSK-84に振り替えた。

大部分が調査区外にのびるが、幅50cmほどの東西に

長い隅丸長方形の小型土壌と考えられる。深さは９ｃｍ

ほどで、中央がさらに２～４cm深くなる。

埋土は、暗褐色砂質土で、幅0.5cmほどの褐色シル

もつ。弥生時代中期後葉に比定できる。SK-76上部の

Ⅲ層部分からは、妻の胴部破片２点、小型壷の肩部破

片１点、胴部の細片～小片が１０点ほどが出土したが、

いずれも弥生土器である。

埋土中から出土した尭と、砂喋がほとんど混じらな

い埋土の特徴から、SK-76は弥生時代中期後葉の土壌

と考える。

埋土は、暗褐色砂質土で、径１cmの楕円形のにぶい

黄褐色シルト塊がごく少量混じる。

遺物はまったく出土していない。しかし、埋土に砂

喋が混じらないことから、弥生時代中期～古墳時代前

期の土壌として捉えておく。

遺物は検出面および埋土中から弥生土器が出土した

(Fig.４５－３．４)。３は、口縁部を上下に拡張して凹

線文を巡らす莞である。４は、高杯の脚部破片で、脚

柱部に沈線文を螺旋状に巡らし、脚裾に沈線状の凹線

文を施す。その間に未貫通の矢羽透孔を施す。ともに

弥生時代中期後葉に比定できる。他に、径1.9×2.5ｃｍ

を測る棒状の花尚岩円操の両端に擦痕が残る磨石

(Fig.47-3）がある。

以上の出土遺物と、古墳時代後期のSP-336に切ら

れていること、砂牒が目立たない埋土の特徴から、

SK-80は弥生時代中期後葉の土壌と考える。

埋土からは、径0.2～0.3cmの粒状の炭化物片がごく

少量出土したのみで、他に出土遺物はない。

古墳時代後期と考えられるSD-94に切られ、埋土に

砂牒が混じらないので、弥生時代中期～古墳時代前期

の時間幅の中で、ＳＫ－８３の時期をおさえておく。

トのレンズ状ブロックがごく少量混じる。砂喋は混じ

らない。

埋土中から、弥生土器の莞の胴部細片１点が出土し

たにすぎない。しかし、砂篠が混じらない暗褐色砂質

土を埋土としていることから、ＳＫ－８４は弥生時代中期

～後期の土壌と考えた。

－４６－



SK-85号土壌（Fig.112）

調査区東端のほぼ中央のＣＸ・CY-l4区に位置する

円形の土壌である（Fig.１１２)。SD-95とSB-54の柱穴

であるSP-423に切られる。推定径1.05～1.1ｍ、深さ

７cmを測る。調査中にはSK-422としていたが、調査

後にSK-85に振り替えた。

埋士①層は、黒褐色砂質土で、褐色シルトが径３ｍ

ほどの小塊で少量混じる。②層は、暗褐色砂質土で、

径ｌ～２cmの楕円形の褐色シルト塊が少量混じる。③

（６）その他の遺構一土器溜り

SX-48号遺構（Fig.４８～51,Ｐ１．１２．１６）

ＤＦ・ＤＧ－ｌ８・ｌ９区の境界部では、Ⅲ層を掘り下げ

中に、その中位～下部で比較的大型の破片を含む弥生

土器が集中して出土し始めた。しかし、Ⅲ層を掘り上

げ中やⅣ層上面で、これらに伴う遺構の輪郭を平面的

に確認できなかった（Fig.４８，Ｐ１．１２－３）。

そこで、Ⅳ層上面で検出したSP-lO7～１０９．３６７～

373の中で、（a)SP-lO7・368を柱穴とする２本柱構造

の竪穴式住居跡や、（b)SP-lO7・’０９．３６７などからな

る４本柱構造の竪穴式住居跡を想定してみた。しかし、

各小穴では立柱痕が認められず、（a)の場合、柱間隔

が２ｍほどで、周辺での既往調査の成果から一辺３～

４ｍの規模の竪穴式住居跡が想定されるが、遺物の分

布範囲はそれ以上に広がる。（b)の場合も、南西隅の

柱穴が検出されていないことや、柱間隔が狭すぎる。

さらに、東側の共同溝の余掘り壁の士層観察でも遺構

と考えられる落ち込みは確認できていない。竪穴式住

居跡とするには無理がある。

遺物の接合関係をみると、Fig.４９－１の大型壷は

DG-l9-2区とＤＦ－ｌ８－２５区で出土した破片が接合す

る。２の壷もDG-l8-l１．１６．２０～22やDG-l9-2区、

３もDG-l8-l6～１８．２１．２２やDG-l9-2区、１３の蕊は

DG-l8-l6区とDG-l8-17区、Fig.５０－１０の底部はDG-

l8-16区とDG-l8-21区で出土した破片が接合する。

一定の範囲の中で接合関係がみられる。そこで、

ＤＦ・ＤＧ－ｌ８・’9区境界部のⅢ層中位～下部から集中

して出土した弥生土器群をSX-48として報告する。

出土した弥生土器には、壷・婆・高坪・脚台付き鉢

坪がある（Fig.４９．５０)。

壷には、口頚部がラッパ状に広がる広口壷（Fig.４９

Ⅲ－１弥生時代の遺構と遺物

層は、暗褐色砂質土。径３cmほどの輪郭がぼやけた楕

円形の褐色シルト塊が多く混じる｡④層は褐色シルト。

⑤層はSD-95の埋土部分である。

遺物は出土していない。しかし、古墳時代後期と考

えられるＳＤ－９５やSB-54の柱穴SP-423に切られるこ

と、埋土に砂牒が含まれるが少量であることから、

SK-85は弥生時代中期～古墳時代前期の時間幅の中で

捉えることができる。

－１．２．５．６)、頚部が筒状で口縁部が強く外反する

壷（Fig.４９－３）、複合口縁壷（Fig.４９－４）がある。

１．２．７は大型壷。ｌは口縁端部に粘土を貼り付

け拡張し、上下２段に分けて凹線文を巡らす。上段の

２条は、波板状で１条ずつ施きれる。下段にはまず浅

めに１条を施し、その下に深めの１条を追加する。２

は、口縁端部に幅狭の粘土板を貼り付けて拡張する。

口縁端面に箆状工具で斜格子文を施文する。頚部に低

い幅広のベルト状の突帯を貼り付け、平織りの布を巻

いた箆状工具で刻目を施す（P1.16-⑧)。頚胴部境付

近の破片である７も、大型の広口壷と考えられる。幅

が広く低い粘土帯を貼り付け、粘土帯の上下から刷毛

目工具の小口を押し当て刻目をつける。刻目のサイズ

や形状から、刷毛目工具の幅は約２cm程度、厚さ４ｍ

と考えられる。これらに対して、５．６は小型壷であ

る。５（P1.16-⑦）は頚部との境には緩やかな段がつ

く。口縁端面を上下に拡張して、２条一単位の凹線文

を４条施す。凹線文の凹部断面は「Ｕ」字形で幅が狭

く沈線に近い。６は、口縁端部の内外面を強く横ナデ

し、端面を上下に拡張した後に、２条の沈線文を施文

する。また、４は複合口縁壷と考えたが、口縁端部の

拡張が大きく、器台である可能性もある。

婆には、口縁部を比較的強く屈曲させ、口縁端部を

跳ね上げ、口縁屈曲部の内側に小さな段状の沈線が１

条巡る莞がある（Fig.４９－８．９）。また、口縁部を

横ナデ調整で跳ね上げる「く」字形口縁の蕊（Ｆｉｇ．

49-10)、口縁部の屈曲が弱めの「〈」字形口縁をも

つ婆（Fig.49-11～１４)、口縁端部を上下に拡張して

凹線文を施す蕊（Fig.４９－１５．１６）がある。その中で、

－４７－
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９（Pll6-⑨）は、

口縁端面をナデで

上方に拡張し、２

条の凹線文を一気

に巡らす。凹線文

は、凹部の断面が

｢．」字形で沈線

に近く、浅く幅が

広い。１０は、他の

謡と比べて器壁が

とくに薄いことが

特徴である。１１と

比べて､１２．１３は、

胴部があまり膨ら

まず、口縁部は緩

やかに外反さ せ

る｡14は大型妻で、

口縁屈曲部に低い

断面蒲鉾形の突帯

を貼り付け、平織

り布を巻きつけた

指頭で摘むように

刻目をつける。１５

は口縁端部を上方

に拡張して、３条

の沈線状の凹線文

を巡らす。１６も、

口縁端部を上下に

拡張して、波板状

の凹線文を施す。

高坪は坪部と脚

部の破片が出土し

た（Fig.４９－１７．

１８)。１７は、坪部

上半の湾曲部分か

ら口縁部かけて、

国
の
０
口
の

旨

(_〕

Ａ
▽ ＳＤ軍９３

１９（PL16-⑪）は大形の脚台付き鉢と考える。外面

には、浅い沈線が数条観察できる。部分的に山形文に

みえるものがあり、１８の高杯脚部にみられた矢羽根透

孔を意識した文様とも考えられる。脚端面には、幅や

深さが一定しない沈線が４条施文される。

この他､壷(Fig.５０－１～７)、妻(Fig50-9～13)、

ミニチュア土器（Fig.５０－８）の底部がある。壷の底

部の成形をみると、円盤状の粘土の側面に粘土帯を貼

、

Ｆ
ご
叩
・
ト
Ｎ

ら口縁部かけて、５条の沈線状の凹線文を施す（PL

l6-⑩)。１８は、脚部中位に５条の細く鋭い沈線文を

巡らし、脚裾部に凹部が「Ｕ」字形で幅広の３条の凹

線文を施す。その間に、箆状工具で山形文を施文する。

しかし、山形文とは言え、矢羽根透孔を意識したもの

と考えられる。山形文の間隔や形状はバラバラで乱雑

である。脚部端面には断面が「Ｕ」字形で、幅広く浅

い凹線文を１条巡らす。
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Fig.５０

（

、

＃
、

り付け、その接合部分に

さらに粘土を追加する。

７では、内底面の中央に

さらに粘土が追加されて

いる。８は、深鉢形のミ

ニチュア土器。尭の底部

には、上げ底（９～11）

と、平底（１２．１３）のも

のがある。前者の上げ底

の底部には、底部の裾が

｢ハ」字形にひらくもの

(９．１１）が含まれる。

以上の弥生十器に混じ

り、サヌカイト製の打製

石錐、緑色片岩の石片、

蔽 石 が 出 土している

(Ｆｉｇ．５１－１～３）。１

(PL23-⑪）は、サヌカ

イト製の打製石錐で、基

部が破損している。２は

両面ともに剥離面を残す

緑色片岩の石片である。

長さ9.2cm、幅4.2cm、厚

さ０８ｃｍを測り、石庖丁

、、

－－．ヨー

、

型
h

ﾉ／

端に蔽打痕が残り、もう一端には擦痕が観察できる。

以上、SX-48の遺物の中で、Fig.４９－３．４．１１～

をﾉ

〔SX-73〕

などの石器の製作時に生じる石片の可能性が考えられ

る。３(Pl26-②)は、砂岩の円篠を用いた蔽石で、一

Fig.５１ＳＸ－４８ｏ７３出土遺物実測図（縮尺２／３．１／２）

〔SX-48〕

２
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Fig.５２SX-73出土遺物実測図１（縮尺１／３）

１４は弥生時代後期前葉～中葉、他は中期後葉～後期初頭の時期幅で捉えることができる。

SX-73号遺構（Fig.１４．５１～55,Ｐ１．１２．１３．１６．１７）

DG-l6区北端部では、大型の土器片が折り重なった

状況で、Ⅲ層中部から出土し始めた（Figl4、ＰＬｌ２－

３，１３－１．２）南北１ｍ、東西1.4ｍ＋αの範囲に集

中し、何らかの造構内に一括して廃棄されたものと考

えられる。しかし、Ⅲ層を掘り下げた後、Ⅳ層上面で

遺構検出を試みたが、何らの遺構の輪郭も確認できな

かった。また、調査区西壁にも土器が食い込んでいる

ので、調査区壁も精査したが、遺構の断面も確実にで

きなかった。ここではSX-73として報告する。

SX-73の出土遺物は、ほとんどが弥生土器である。

壷・喪・高坪がある（Fig.５２～55)。

壷には、口頚部がラッパ状に大きくひらく大型壷

(Fig.５３－１）、胴部から頚部が次第に窄まり頚部中位

が緩やかに外反して口縁部につながる壷（Fig.５２－１

～３）、頚部が短く口縁部が緩やかに屈曲する壷

(Ｆｉｇ５２－４）、撫で肩の胴部上半から口縁部がつく無

頚の壷（Fig.５４－１）がある。Ｆｉｇ５４－２の壷の胴部に

は、後二者の口縁部がつくと考えられる。

Fig.5３－１（PLl7-③）は、胴部の成形にあたって、

粘土帯の積み上げを中断するごとに、工具や方向を変

えながら調整を施す。内面でも下半部にはケズリを施

し、中位以上は刷毛目で調整する。外面は、刷毛目調

整を施しているが、仕上げ段階で肩部、そして胴部中

位以下を一気にミガキ仕上げする。その後、口頚部が

つけられることが、肩部内面の刷毛目がナデ消される

ことから推測できる。
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口縁部は、端部を肥厚させて、口縁端面の上下を指

で摘むように横ナデする。口縁端面には、１条ずつ５

条の凹線文を巡らす。凹線文は、凹部断面が「Ｕ」字

形で沈線に近い。その上に、竹串状の工具で縦方向の

三三言△

蝿Ⅲ

一
＝一一一一一一一一

一

頚部付け根には、幅が広くベルト状の突帯が貼り付

けられ、上方に向けて跳ね上げるように箆状工具を動

かし、上下２段の斜交する刻目をつける。刻目を施文

した後、突帯の下端部を箆状工具でナデつける。

ー

を

Fig.５４SX-73出土遺物実測図３（縮尺１／３）

'４
「
－
Ｊ

‐

'

－ ５３－

嫁斧
１
世
ン
診

ム
ザ
〆
一’

／
え一乙

菱
４

ＰＪ

G：

』
／

１
１

筆』MDA』ｌｂｊ､ﾊ

'

、

／

、

／

Ⅱ

１０cｍ

５

凡

夕

Ⅲ－２二三
ﾉ患=＝＝ニーーーーー迄一一

３

ヨ
ラ
”

／〃

７

１

ヒーニユーミ

[IＩ



／

－５４

琴
Ｌｉ

､

､

、

付ける。粘土帯の中ほどには稜が生じ、これを境に上

下に爪先を押捺して刻目を施す。刻目は反時計回りに

施文される。焼成や胎土が共通することから、Ｆｉｇ．

５５－９の壷の底部破片と同一個体である可能性があ

る。２（PLl7-①）は口縁端面に断面波板状の凹線文

を４条巡らす。３（PL17-②）は口縁端面に１条ずつ

４条の凹線文を巡らす。凹線文は凹部断面が「Ｕ」字

形で沈線に近い。肩部外面には、刷毛目工具の小口を

押捺して螺旋状に２段の刻目をつける。施文の始めと

短線文を施し、円形浮文を貼り付ける。

また、胴部下半には、径4.5×５cm、５５×６cm、深

さ３mmの略円形の焼成破裂痕が残る。胴部最大径付近

から下半部には、弧状に黒斑が生じている。

Fig.５２－１（PL16-⑫）は大型壷で、口縁端部に粘

土を貼り付けて上方に拡張する。口縁端面には、６条

の凹線文を巡らせ、その上に円形浮文を貼り付ける。

凹線文の凹部断面は「Ｕ」字形で沈線に近い。頚胴部

の境には、指頭で摘むように低く幅の広い突帯を貼り

＝産ヨー－

Ｆｉ９５５ＳＸ－７３出土遺物実測図４（縮尺１／３）
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終わりの位置が大幅にずれている。４は口縁端面に１

条ずつ２条の凹線文を巡らす。凹線文の凹部断面は

｢Ｕ」字形で、沈線に近い（PLl7-④)。Fig.５４－１は

口縁屈曲部に断面三角形突帯を貼り付ける。突帯には

平織り布を巻いた指先を押捺して刻目を施す（ＰＬｌ７－

⑤)。

謡には、口縁端部を上下に拡張して凹線文を施す

｢<」字形口縁の饗（Fig.５４－３．４、PL17-⑥．⑦)、

口縁端部を上方に摘み出し口縁屈折部の内側に小さな

段状の沈線を巡らす莞（Ｆｉｇ５４－５）、口縁端部を横

ナデ調整で上下に拡張して沈線文を巡らす喪（Ｆｉｇ

５４－６）、口縁部内面に粘土を追加して肥厚させ端面

に凹線文を施す姿（Fig55-l）がある。

３（Pll7-⑥）は口縁端面に１条ずつ凹線文を３条

施す。凹線文の凹部断面は「Ｕ」字形で、中段の凹線

文は上下の２条に比べ幅が狭く浅い。沈線に近い凹線

文である。焼成や胎土が共通することから、Fig.５５－

５の底部破片と同一個体と考える。５（PLl7-③）は

口縁端面に１条の沈線状の凹線文を巡らす。胴部外面

には薄く煤が残り、器面がごく薄く剥離している。内

面には煮焦げと考えられる炭化物が吸着している。６

の口縁端面に施される沈線文は幅が細くて浅い。Ｆｉｇ

５５－ｌ（PLl7-⑨）は大型品。口縁端面に沈線状の凹

線文を１条ずつ２条施す。口縁屈曲部に低い帯状の突

帯を巡らせ、箆状工具で押し引きで刻目を施す。

底部の破片には、壷（Fig.５４－２．Fig.５５－４．６～

９）と、蕊（Fig.５４－７．８Ｈｇ55-5.10）がある。

壷の底部は平底であるが､Ｆｉｇ５５－６．８は外底面が

（７）柱穴。小穴

SP-226（Fig.１０８）

DB-l3区に位置する。南半部は撹乱で破壊されてい

る。推定径38～40cm、深さ１４cmの略円形の掘り形をも

ち、径１５cmの立柱痕跡を確認できた。立柱痕跡にあた

る①層は、黒褐色シルトに親指先大の黄褐色砂質シル

SP-259（Fig.９０）

DA-13区のSC-28床面で検出した。長径61cm，短径

54cm、深さ８cmの長円形の掘り形をもち、径18cmの立

柱痕跡を確認できた。立柱痕跡にあたる①層は黒褐色

Ⅲ－１弥生時代の遺構と遺物

凸レンズ状に膨らみ、やや不安定な平底である。Ｆｉｇ．

５４－２には､推定径７～８cm､深さ２～３ｍの円形の焼

成破裂痕の一部が残る。Fig.５４－２とFig.５５－４は、と

もに器壁が薄いつくりで､ミガキ調整が丁寧に施される。

喪の底部破片の中で、Fig.５５－１０は、パッチ状の小

さな略円形の剥離面が、胴部下半に生じている。焼成

破裂痕と比べて、小さく浅く、同じ深さで剥離してい

る。外面は二次的な火熱で赤変しており、胴部下半に

は帯状に煮焦げ状に炭化物が吸着している。煮炊きに

よって生じた剥離と判断した。

高坪には、鉢形の坪部（Fig.５５－２）と脚部（Fig

55-3）の破片がある。２（PLl7-⑩）は坪部上半に

１条ずつ５条の沈線状の凹線文を施す。３（PLl7-⑪）

は、裾部に未貫通の矢羽根透孔と３条の凹線文、脚端

部に１条の凹線文を施す。凹線文は１条ずつ施文され

ている。凹線文の凹部断面は浅い「Ｕ」字形で沈線に

近い。

この他、弥生土器以外に、肩平な砂岩の円喋を利用

した凹石の欠損品が出土している（Fig.５１－４、PL

25-⑤)。

以上のSX-73の弥生土器は、ＳＸ－４８と比べると、弥

生時代中期後葉～後期初頭に限られる。また、これら

の中には、器面に焼成破裂痕を残す土器が目立つ。し

かし、焼成破裂が生じて器体に孔があいたような事例

や、SK-29で出土したような焼成失敗品は含まれてい

ない。煮炊きの痕跡を残す莞が含まれることを考えれ

ば、SX-73は、焼成失敗品が投棄されたのではなく、

生活残倖が一括して廃棄されたものと考える。

ト塊が多く混じる。掘り形埋土の②層の黒褐色シルト

で、黄褐色ブロックが下部に溜まる。ともに小喋は混

じらない。

シルト、掘り形埋土の②層は黒褐色砂質土である。掘

り形内埋土②層からは弥生土器の尭胴部細片が１点出

土した。

5５－



SP-271（Fig.128、付図）

ＤＢ-13区で検出した長円形の小穴である。SC-25床

面で確認され、ＳP-270.272に切られる。推定長径４５

cm、短径36cm、深さ７cmを測る。埋土は、暗褐色砂質

土で、褐色シルトのレンズ状ブロックがごく少量混じ

SP-273（Fig.125）

DB-l3区の古墳時代後期のSC-25の床面で検出し

た。長径47cm，短径42cm、深さ１３cmの長円形の掘り形

をもち、径１４cmの立柱痕跡を確認できた。①層は立柱

痕跡、②層は掘り形埋土である。ともに黒褐色シルト

で、小指先大の黄褐色砂質シルト塊が混じる。②層に

ＳＰ－２９３（Fig.１２５．１２８）

ＤＢ-14区に位置する。長径56cm，短径50cm、深さ３０

cmの不整な長円形の掘り形をもち、径19cmの立柱痕跡

を確認できた。立柱痕跡にあたる①層は黒褐色シルト

で、にぶい黄褐色や焼土の小塊が点々と混じる。掘り

形埋土の②～④層は、黒褐色シルトで、にぶい黄褐色

ＳＰ－２９４（Fig.125）

DB-l4区に位置する。長径52cm、短径46cm、深さ２４

cmの長円形の掘り形をもち、径18cInの立柱痕跡を検出

した。

立柱痕跡にあたる①層は黒褐色シルトで、にぶい黄

褐色シルトの小塊が下部を中心として少量混じる。掘

り形埋土の②．③層も黒褐色シルトで、②層にはにぶ

い黄褐色シルトの薄いレンズ状ブロックが縞状にみら

SP-301（Fig.125）

ＤＢ-15区に位置し、東端部分が撹乱で破壊されてい

る。径45～50cm、深さ28cmの長円形の掘り形をもち、

径22cmの立柱痕跡を検出した。立柱痕跡にあたる①層

は暗褐色シルト。掘り形埋土の②層はにぶい赤褐色砂

SP-309（Fig.１４）

DG-l6区北東部に位置する。径20～22cm，深さ１０ｃｍ

ほどの逆円錐に近い形状の小穴で、中央部で８～９ｃｍ

の先端がやや尖る杭痕跡を確認した。杭痕跡にあたる

①層は暗褐色砂質土である。その周囲の②．③層は暗

SP-330（Fig.１０９）

調査区北東端のCX-l5区で出土した杭痕跡のある小

る。

弥生時代中期後葉の壷の口縁部破片（Fig.１２８－１０)、

弥生土器の胴部細片４点、ごく少量の径５ｍの角張っ

た炭化物片が出土している。

Iま黄褐色砂質シルト塊が多くみられる。

立柱痕跡の①層から弥生土器の胴部細片１点、掘り

形埋土②層から弥生十器の斐胴部片８点が出土してい

る。他に、弥生土器の胴部細片～小片２点、径３～５

mmの角張った炭化物片が多く出土。

シルトが混じる。にぶい黄褐色シルトは、②層では親

指先大の塊となって多く混じり、③層では塊がやや大

きいが量は少ない。

弥生時代中期後葉～後期初頭の尭口縁部細片（Fig

l28-l3)、肩部細片１点が出土している。

れ、③層ではにぶい黄褐色シルトは親指先大の塊とな

っている。

出土遺物はいずれも弥生土器である。内外面をミガ

キ調整した大形鉢と考えられる胴部小片、外面を刷毛

目調整し内面を丁寧なナデ仕上げの壷胴部小片、外面

に擦過調整を施し内面はケズリ調整の尭胴部小片、二

次的火熱をうけた胴部小片などがある。

質シルト、③層は黒褐色砂質土である。

埋土中からは、弥生土器の胴部小片６点が出土。ま

た、径０５～１cmの角張った炭化物片、２～３ｍの粒

状の炭化物片が多くみられた。

褐色砂質土で、径１～３cmのやや粒げた楕円形のにぶ

い黄褐色シルトや褐色シルトの塊が多く混じる。①層

からは、径02～0.3cmの粒状の炭化物がごく少量出土。

他に弥生土器の胴部小片１点がある。

穴である。径23～24cm、深さ22cmを測る。杭痕跡は先
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端が尖る径１２～１３cmで、埋土中位で確認された。その

上部には、親指大の黄褐色シルト塊が多く混じる黒褐

色シルトの①層がみられる。杭の折り取り後の流入土

である。杭痕跡にあたる②層は黒褐色シルト、掘り形

SP-332（Fig.129）

CZ-l4区に位置する。径21～22cm、深さ８cmの略円

形の掘り形内で径１５cmの立柱痕跡を確認した。

立柱痕跡にあたる①層は、先端が尖り気味で、黒褐

SP-342（Fig.129）

CZ-14区に位置する。長径30cm、短径27cm、深さ１８

cmを測る長円形の小穴の中で、先端が尖った径12cmの

杭痕跡を確認した。杭痕跡にあたる①層は、黒褐色シ

ＳＰ－３４６（Fig.128）

CZ-13区に位置する略円形の小穴で、SC-35床面で

検出した。径24cm前後、深さ14cmを測る。埋土は、暗

褐色砂質シルトで、径１cmの楕円形のにぶい黄褐色塊

が少量混じる。

SP-374（Fig.129）

DB-l3区のSC-25床面で確認した。径48cm、深さ１３

cmの略円形の掘り形をもち、径１６cmの立柱痕跡を検出

した。立柱痕跡にあたる①層は黒褐色シルト、掘り形

埋土の②層は黒褐色シルトに親指先大の黄褐色シルト

SP-380（Fig.２６．１２８）

CY-l3区に位置し、SC-35の床面で検出した。略円

形で、径48～53cm、深さ20cmのしっかりした掘り形を

もつ。

埋土上部には、蝶が少量混じる褐色シルトの①層、

藤が少なめの褐色シルトの②層、褐色シルトの③層が

みられる。中位には、暗褐色シルトの④層が流れ込む。

北側の壁際付近に褐色シルトのレンズ状ブロックがみ

られる。底面近くには、にぶい黄褐色シルトの中に径

SP-392（Fig.３５．１３０）

DF-23区に位置する略円形の小穴である。北東部は

撹乱で破壊されているが、径56cm，深さ14cmを測る。

揺り鉢状の小穴で、底面には褐色砂質シルト塊の②層

がみられる。埋土の大半は、①層とした暗褐色砂質土

で、径0.5～１cmの楕円形の褐色シルト塊がまばらで

－５７

Ⅲ－１弥生時代の遺構と遺物

埋土の③層は①に近いが、黄褐色シルト塊の量がかな

り少ない。

出土遺物はないが、埋土に砂喋がほとんど混じらな

い点から、古墳中期以前の杭跡と考えられる。

色シルトに黄褐色シルトが散漫に混じる。掘り形埋土

の②層は、黄褐色シルトが①層と比べてやや多く、砂

喋を含む。遺物は出土していない。

ルトで、不整形の黄褐色砂質土塊が点々と混じる。掘

り形埋土の②層は黒褐色シルト。弥生土器もしくは土

師器と考えられる胴部細片１０点ほどが出土した。

弥生時代中期後葉の鉢（Fig.128-19)、妻底部片

(Figl28-20)、大型壷や、喪の胴部破片などの弥生

中期後葉と考えられる土器細片10数点、径１cmの角張

った炭化物片が出土している。

塊が多く含まれる。ともに小喋がごくわずかに混じる。

弥生土器の壷や謡の胴部細片～小片８点、長さ3.5

cm、幅28cm、厚さ１２cmの肩平な餅形の砂岩円喋が出

土している。

１～２cmの輪郭がぼやけた暗褐色シルト塊が多く混じ

る⑤層がみられる。

上げ底の蕊の底部片（Fig.128-27)、脚部の付け根

に沈線を巡らす高坪（Figl28-28)、長方形の透孔を

もつ高坪もしくは脚台付鉢と考えられる脚部片（Fig

l28-29)、脚裾に端面に沈線状の凹線をめぐらす高坪、

尭や鉢・壷の胴部片が出土している。いずれも弥生時

代中期後葉～後期初頭のものである。

Iまあるが、多く混じる。

①層から、弥生土器の胴部細片20数点、花尚岩台石

(Ｆｉｇｌ３０－２）、緑色片岩の石片が出土している。埋

土には、小さな焼土塊や、径ｌ～３cmの角張った炭化

物片、径２～３ｍの粒状の炭化物片が多くみられたの



で、水洗選別を試みた。その結果、イネとオオムギの

ＳＰ－３９７（Fig.３５）

DF-23区に位置する。径25～29cm、深さ１６cmの略円

形の小穴である。ほぼ中央で、先端が尖る径１２cmの杭

痕跡を確認した｡杭痕跡にあたる①層は黒褐色砂質土。

掘り形埋土の②．③層は、黒褐色砂質土で、幅２cmほ

ＳＰ－４０１（Fig.３５）

DF-22区に位置する。径28cmの略円形の掘り形をも

ち、径１０～１１cmを測り先端が尖る杭痕跡を検出した。

杭痕跡の①層は黒褐色砂質土で、部分的にわずかに粘

性をおびる｡掘り形埋土の②．③層も黒褐色砂質土で、

SP-437（Fig.１０７）

CY-12区に位置する。長径29cm、短径25cm、深さ２５

cmの掘り形をもつ。上面で確認した黒褐色シルトの①

層は先端が平らであるが、径が１２cmと小さく杭痕跡と

SP-453（Figl29）

ＣＸ－１３に位置する。径31～32cm、深さ１３cmの略円形

の掘り形の中で、径11cmの杭痕跡を確認できた。杭痕

跡の①層は黒褐色シルトで、少量の小磯が混じる。東

へわずかに傾く。掘り形埋土の②．③層は黒褐色シル

SP-454（Fig.３７）

CX-l3区に位置する径45～47cm、深さ23cmの小穴の

中に、先端が丸い径８cm前後の杭痕跡を確認できた。

杭痕跡の①層は黒褐色砂質シルト。掘り形埋土の②．

SP-456（Fig.107）

CX-13区に位置する径１９cm､深さ１７cmの小穴の中に、

先端が尖る径１２cmの杭が打ち込まれていた。杭痕跡に

あたる②層は、わずかに砂っぽい黒褐色シルトで、黄

SP-457（Fig.１０７．１３１）

CX-13区に位置する径38～42cm、深さ１２cmの略円形

の掘り形の北よりで径１２cmの杭痕跡を確認した。先端

は尖っていないが、径が小さいことから、杭痕跡とし

た。杭痕跡の①層は黒褐色シルトで、含まれる黄褐色

シルト塊が0.5～１ｃｍととくに小さい。掘り形埋土の

－５８

炭化種子が出土したｃ

どの褐色砂質土のレンズ状ブロックがごく少量みられ

る。

①．③層から、弥生土器と考えられる細片と、径

0.5～２cmの角張った炭化物片がごく少量出土した。

にぶい黄褐色砂質シルトの薄いレンズ状ブロックがご

く少量みられる。①層から径２～３ｍの粒状の炭化物

片、②層から弥生土器と考えられる細片と径５ｍの角

張った炭化物片がごく少量出土している。

考える。掘り形埋土の②層は黒褐色砂質シルトで、小

指先大の黄褐色シルト塊が多く混じる。弥生土器と考

えられる胴部小片１点が出土した｡

卜で、小指先大の位げた黄褐色シルト塊が混じる。黄

褐色シルト塊の量は②層が目立つ。

掘り形埋土から、弥生十器の胴部細片３点が出土し

た、

③層は黒褐色シルトで、②層には小指先大の黄褐色シ

ルト塊が多く混じる。掘り形埋土から弥生土器の胴部

細片８点、杭痕跡から胴部細片２点が出土した。

褐色シルトがわずかに混じる。掘り形埋土にあたる①

層は黒褐色シルト。埋土中から、弥生土器の斐と壷の

胴部小片３点が出土している。

②層も黒褐色シルトで、径２～３cmの黄褐色シルト塊

が混じる。掘り形埋土から、弥生時代中期後葉～後期

初頭の姿の口縁部（Ｆｉｇ．１３１－７）、高杯の口縁部

(Fig.１３１－８)、尭胴部細片～小片７点が出土。他に、

斐胴部小片３点がある。



ＳＰ－４５９（Fig.３２）

ＣＸ・CY-13区のSC-38の床面で検出した。径25cm、

深さ19cmの円形小穴の中に、径８cmの杭が打ち込まれ

ていた。杭痕跡にあたる①層は黒褐色シルトで、軟ら

かい親指大の黄褐色シルト塊が少量混じる。掘り形埋

ＳＰ－４８２（Fig.129）

DD-l4区のSC-l4の床面で検出した。長径46cm，短

径41cm、深さ18cmの掘り形の中で、径１６～１８cmの立柱

痕跡を確認できた。立柱痕跡の①層は先端がやや尖り

気味である。黒褐色シルトで、小指先大の黄褐色シル

SP-485（Fig.129）

DD-14区に位置し、SC-14の床面で検出した。ＳP－

４８３．４８４に切られる。東西長128cm、最大幅75cmの比

較的大型の小穴である。埋土は黒褐色砂質シルトで、

上部には黄褐色砂質シルトの薄いレンズ状ブロック、

ＳＰ－４８６（Fig.６５．１３０．１３１）

DD-l4区に位置する。長径44cm、短径39cm、深さ

29cmの掘り形の中で、径１７～１８cmの立柱痕跡を確認し

た。立柱痕跡にあたる①層は黒褐色シルトで、先端が

尖る。掘り形埋土の②層も黒褐色シルトであるが、横

に位げた黄褐色シルトの小塊が多く混じる。掘り形

SP-487（Fig.129）

ＤＤ－１４．１５区の境界部のSC-l4床面で検出した。

SP-486に切られる。長径90cm、短径67cm、深さ48ｃｍ

の比較的大きく深い長円形の掘り形をもつ。掘り形の

中央で径17cmの立柱痕跡を確認できた。立柱は途中で

折り取られている。立柱折り取り後に流入した①．②

層は、小喋が少量混じる黒褐色砂質シルトで、小指先

大の黄褐色砂質シルト塊が点々と含まれる。立柱痕跡

の③層は黒褐色砂質シルトで、わずかに黄褐色シルト

の小塊が混じる。④～③層は掘り形埋土。④層は黒褐

SP-537（Fig.９９）

CZ-l4区のSC-33床面で確認した。長径25cm、短径

21cm，深さ１６cmの小穴で、斜め方向に杭が打ち込まれ

ている。

杭痕跡にあたる①層は暗褐色砂質土。上部に径２～
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士の②層も黒褐色シルトで、位げた黄褐色シルトの小

塊が点々と混じる。掘り形埋土から、弥生中期後葉～

後期初頭の外面をミガキ調整した斐胴部片、その他４

点が出土。いずれも、細片化している。

ト塊を含むが、軟らかい。掘り形埋土の②層も黒褐色

シルトで、黄褐色シルト塊は堅く締まっている。掘り

形埋土の②層から弥生土器の胴部小片４点、他に弥生

土器胴部細片３点が出土している。

下部には横に位げた黄褐色砂質シルトの小塊が混じ

る。小喋を含まず、全体としてSC-14の貼り床に近い

土層の特徴をもつ。埋土中から、弥生土器の胴部細片

１点が出土している。

埋土の②層から、弥生時代中期末～後期初頭の謹口縁

部（Fig.131-13)、土器細片１点、長さ14ｃｍ・幅７

ｃｍ・厚さ５cmの棒状の花問岩円牒、敵打痕を残す花尚

岩円喋（Fig.１３０－１）が出土している。この他、弥

生土器の斐胴部片２点がある。

色シルトで、径２～３cmの不整形の黄褐色シルト塊が

非常に多く詰まる。⑤．⑦層は黒褐色砂質シルト。⑥

層は黒褐色シルトで、小指先大の横に位げた黄褐色シ

ルト塊が多く混じる。③層は黄褐色砂質シルトに黒褐

色シルトが縞状に混じる。

上部流入土①層からは、弥生中期時代後葉～末の斐

口縁部片（Fig.131-14.15)、胴部細片３点が出土。

掘り形埋土④～③層からも、弥生土器の胴部細片３点

が出土。他、弥生土器の胴部片10数点がある。

３mmの裸がごく少量混じる。また、褐色シルトの薄い

レンズ状ブロックがごく少量みられる。②層は、暗褐

色砂質土で、径２cm前後の丸い褐色シルト塊がやや多

く混じる。

5９－



SP-548（Fig.９９）

CZ-l4区のSC-33床面で検出。長径23～24cm、深さ

１５cm前後の略円形の掘り形に、径11cmの杭痕跡を確認

できた｡先端は尖らず丸みをおびる。杭痕跡の①層は、

砂裸がごく少量混じる暗褐色砂質シルトで、褐色シル

トの薄いレンズ状ブロックがごく少量混じる。掘り形

SP-550（Fig.９９）

CZ-15区のSC-33床面で検出した。径30～32cm、深

さ９cmの略円形の掘り形の中に、径１１cmの杭が打ち込

まれていた｡杭痕跡にあたる①層は暗褐色砂質シルト。

掘り形埋土の②．③層は、径２～３mmの篠が少量混じ

る暗褐色砂質シルトで、②層には褐色シルトの薄いし

ＳＰ－５７１（Fig.128）

ＤＡ－１２．１３区に位置する。SP-281に切られている。

不整な長円形で、長径50cm前後、短径43cm、深さ18ｃｍ

を測る。径12cmの立柱痕跡が斜めに打ち込まれている

のを確認。杭痕跡にあたる①層は、径１～３mmの小牒

がまばらに混じる暗褐色砂質土で、径５ｍほどの楕円

形の褐色砂質土塊が少量含まれる。②～④層は掘り形

埋土。②層は径２～５mmの篠が多く混じる褐色砂質士

SP-581（Figl29）

ＤＣ-14区に位置する不整な長円形で、長径35cm、短

径29cm、深さ20cmを測る。径１３cmの杭痕跡を確認でき

た。杭痕跡にあたる①層は、径１ｍの篠が少量混じる

暗褐色砂質土｡埋土上部の②．③層は暗褐色砂質土で、

径ｌ～３cmの楕円形のにぶい黄褐色シルト塊が混じ

ＳＰ－５８４（Fig.129）

DB-l4区に位置する。長径63cm、短径55cm，深さ２１

cmの略長円形の掘り形の中で、径16cmの立柱痕跡を確

認できた。立柱痕跡の①層は暗褐色砂質土で、篠はほ

とんど含まない。掘り形埋土上部～中部の②～⑥層は

暗褐色砂質土、最下部の⑦層は黒褐色砂質土である。

全体に篠が少量混じる。また、②．③．⑥層には、に

埋土の②層も暗褐色砂質シルトで、径２cmの楕円形の

褐色シルト塊が少量含まれる。

杭痕跡の①層から径５mmの角張った炭化物片がごく

少量出土以外、他に遺物は出土していない。

ンズ状ブロックがごく少量、③層には径２～３cmの楕

円形の褐色シルト塊が多く混じる。

杭痕跡の①層から径５ｍの角張った炭化物片がごく

少量出土した以外、他に遺物はない。

で、径１cmの丸いにぶい黄褐色砂質シルト塊が多くみ

られる。③層は径ｌ～２ｍの篠がまばらに混じる暗褐

色砂質土で、褐色砂質土塊が２～３ヶ所みられる。④

層は径１ｍの篠が少量混じる褐色砂質土で、径１cmの

にぶい黄褐色砂質土塊が多く含まれる。

埋土中からは、弥生時代中期の妻底部、尭胴部小片

２点、径５ｍの角張った炭化物片が出土。

る。にぶい黄褐色シルト塊は、③層と比べて②層に多

い。下部の④．⑤層は、褐色シルトで、径5,,mのにぶ

い黄褐色シルトの小塊がごく少量混じる。弥生土器の

壷と莞の胴部細片～小片５点の他、径５mmの角張った

炭化物片が少量出土した。

ぶい黄褐色シルトのレンズ状ブロックが多くみられ

る。

立柱痕跡の①層からは径２～３ｍの粒状の炭化物片

が少量出土。掘り形埋土からは、弥生土器の胴部破片

６点､長さ・幅５cm､厚さ１cm板状の花問岩の亜角喋、

径５mmの角張った炭化物片が出土している。

－６０－
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Ⅲ遺構・遺物の調査記録

古墳時代の遺構と遺物２

（１）古墳時代の遺構の分布

16区より北側では営まれていない。Ⅲ層でも当該期の

出土遺物は極端に少ない。北西へ50ｍほど離れた１２．

１４．１６次調査では、溝で囲まれた同時期の竪穴式住居

跡や掘立柱建物が発見されている。空き地的な空間を

挟んで営まれた２つの竪穴式住居跡・掘立柱建物群か

ら構成される集落を想定でき、今回の調査地点は、そ

の南側の集落部分にあたる。

出土遺物および出土状況、埋土の特徴から、古墳時

代と考えられる遺構と遺物を報告する。

遺構は、竪穴式住居跡１５棟（SC-10・’２．１３．１４．

１５．１６．１７．１８．２１．２２．２５．２８．３０．３３．３７)、掘

立柱建物13棟（SB－４２．４３．４４．４５．４６．４７．４９．

５２．５３．５４．５７．５８．６２)、柵列と考えられる杭列３

条（SＡ－２０．５９．６０)、溝２条（SＤ－９２．９４)、鍛冶炉

１基(ＳＦ-41)、土壌１５基（SＫ－

１．９．２３．２４．２６．３２．３６．

７７．７８．８１．８２．８６．８７．８８．

８９)、その他の遺構12基（SＸ－

６１．６３．６４．６５．６６．６７．６８．

６９．７０．７１．７２．７４)、そして、

柱穴・杭穴もしくは小穴である。

その中で、竪穴式住居跡は、

SC-10を除いて、すべて古墳時代

後期のものである。調査区の数ヶ

所で数軒が重複して営まれてお

り、継続して集落が営まれたこと

がわかる。掘立柱建物も、大部分

が古墳時代後期に属する。ただし、

一部の柱穴だけを確認した建物が

多く、全形を明らかにできたもの

は少ない。

土壌には､比較的大型のものと、

浅く小型の土壌がある。性格不明

の遺構としたものは、Ⅲ層中や竪

穴式住居跡などの埋土・貼り床部

で出土した焼土・灰の集積であ

る。また、柱穴および小穴につい

ては､出土遺物と埋土の特徴から、

古墳時代と判断でき、立柱痕跡や

杭痕跡を確認できたものを中心と

して報告する。

これらの古墳時代後期の遺構

は、ＣＸ～DG-15区より南側に分

布し、共同溝北半部のＤＦ・ＤＧ－ Fig.５６文京遣跡13次調査における古墳時代の遺構（縮尺１/500）
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SC-10号竪穴式住居（Fig.２２．５７．５８，Ｐ１１．３．

，F－１２．１３区の調査区隅では、Ⅲ層下部で多くの士

師器の妻や壷が押し潰されたように出土し始めた。Ⅳ

層上面で南北方向に直線的にのびる壁が、東へ緩やか

に曲がることを確認でき、隅丸方形の竪穴式住居跡と

判断した（Fig.２２、Ｐ１．１．３)。ただし、大部分が調

査区外にのび、西側が共同溝の建設時に破壊され、規

模は不明である。

床面は、Ⅳ層上面から深さ６～10cmを測り、ほぼ平

坦である。床面では小穴を確認したが、立柱痕跡は確

認できず、SC-lOの柱穴は明らかでない。

埋土は、にぶい黄褐色砂質土の⑤。⑥層が主体で、

部分的に褐色シルトの塊である⑦層が混じる。①～④

層は、１～２ｍや径２～３cmの角喋や小石が多く混じ

り、⑤～⑦層とは土質がまったく異なるため、SC-lO

を切り込まれた小穴の埋土と考えられる。①層は暗褐

色砂質土。②層は暗褐色砂質土とにぶい黄褐色砂質土

が混じり合う。③層はにぶい黄褐色砂質土である。

比較的多くの土師器の壷や姿が､Ⅲ層下部を含めて、

床面からやや浮いた状態で出土している（Ｆｉｇ５８－１

～11)。一部は、遣存状態もよく、大型の破片に復元

できる。３はⅢ層最下部から出土しているが、９．１０

は埋土中の破片とⅢ層下部から出土した破片が接合復

元できた。ｌ～３は小型丸底壷である。ｌ（PL19-⑤）

は完形品のミニチュア品で、球形の胴部から口頚部が

緩やかに反転しながら立ち上がる｡手握ねでつくられ、

内外面には指頭によるナデ痕跡が多く残る。２（PL

19-⑥）・３は、やや撫で肩の扇球形の胴部にラッパ

形に広がる口頚部がつく。４（PL19-③）は、球形の

胴部に若干内湾気味の長めの口縁部がつく壷である。

５～９は莞で、５～６は小型品である。５（ＰＬｌ９－

①）は球形の胴部に「〈」字形に屈曲する口縁部がつ

く。口縁部は若干内湾気味で、口縁先部を少し折り曲

げ気味に横ナデする。６（Pll9-②）も球形の胴部で、

｢く」字形口縁がつくが、口縁部は胴部からやや反転

しながらのびる。口縁端部には、強めの横ナデ調整で、

粘土のよれが生じている。７．８は６と同形態の中型

莞。９は厚めの胴部をもち、胴部上半が窄まり、口縁

部は強く反転しながら屈曲し、端部に横ナデ調整を施

し小さく折り曲げる。胴部内面に施されるケズリ調整

１９）

Iま、５～８と比べてかなり乱雑である。

１０．１１は高坪。１０（PL19-④）は坪部の底面には円

錐形の粘土塊を充填する。坪部底面はほぼ平坦で、上

半が施状の反転部から大きく広がる。脚部は裾がラッ

パ形にひらく。脚部端面は、横ナデで丸みをおびた面

に仕上げられる。１１は「ハ」字形に開く脚柱が、裾部

で強く折り曲げられる。脚裾端部の内面は横ナデで若

干窪む。

他には、土師器の丸底の要や小型壷の底部破片、妻

の胴部破片、混入品である弥生土器（Fig.５８－１２．１３）

がある。土器以外には、敵石として用いられた握り拳

よりやや小さい砂岩の円喋が出土している（Fｉｇ５７－

１）。周縁の一端に細かな蔽打痕と擦痕が集中する。

以上の遺物の中で、９は、器壁の厚さや形状、胴部内

面のケズリの施し方も、他の土器とは異なる。６世紀

後半代の尭に類似する。埋土でも上部から出土してい

るので、混入品と考えてよさそうである。これを除く

と、いずれも古墳時代中期に比定できる土師器である。

完形に近く復元できるものが含まれており、住居廃絶

後に一括して投棄されたものと考えられる。したがっ

て、SC-10は古墳時代中期に廃絶された竪穴式住居跡

と判断できる。

ダ、

6２－

Fig.５７SC-10出土遺物実測図１（縮尺１／２）
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Ⅲ－２古墳時代の遺構と遺物
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SC-12号竪穴式住居

（Fig.５９～６１．１２６）

DF-15区で出土した竪穴式住居跡

である。東側は調査区外にのび、西

側は既設の管路で破壊され、ごく一

部の周壁を確認できただけである。

周壁がほぼ直線的にのび、東端が北

へ向かってわずかにカーブすること

から、隅丸方形である可能性が高い

(Fig.５９)。SK-75に切られる。

床面上では、SP-l53～162が出土

した。その中で、ＳＰ－ｌ５７～162は、

深さが２～３cmの皿状の小穴で、立

柱痕跡も確認されていない。どちら

かと言えば、SC-l2床面上の凹凸を

誤認して掘り下げた可能性もある。

これらに対して、SP-154は、比較

的しっかりした掘り形をもつ。平面

形は長円形で、長径37cm、短径28cm，

深さ11cmを測る。埋土は暗褐色砂質

シルトで、小指～親指大の黄褐色砂

質シルト塊が少量混じる。立柱痕跡

は確認できなかったが、位置関係か

らSC-12の柱穴の一つと考える。

遺物は、埋土中と上部Ⅲ層から出

土している。埋土からは、古墳時代

後期の須恵器の杯身（Fig.６０－１）、

土師器の小形莞の口縁部細片（Fig

60-2）と、土師器と考えられる胴

部破片１点が出土しただけである。

ｌの坪身の口縁部は、「く」字形に

屈曲する長めの立ち上がりをもち、

古墳時代後期に比定できる。

一方、上部Ⅲ層部分の遺物には、

弥生時代中期後葉の脚台付鉢の脚台

部破片（Fig.６１－６)、尭底部（Fig.

６１－７)、中期後葉～後期初頭の嘉口

縁部細片、古墳時代中期の土師器要

の口縁部破片（Fig.６１－４．５)、古

墳時代後期の須恵器坪蓋の天井部破

片（Fig.６１－１．２）、坪身（Fig.

６１－３）がある。この中で、須恵器

坪は埋土出土のものと同型式である。
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Ⅲ－２古墳時代の遺構と遺物

この他、ＳＰ－１５４からは、弥生

時代後期の長頚壷と考えられる頚

部付け根の破片（Fig.１２６－８）や

胴部破片が出土している。

埋土出土の遺物は古墳時代後期

に比定でき、Ⅲ層中からも同時期

と考えられる須恵器杯が出土して

おり、SC-12は、当該期の竪穴式

住居跡と判断できる。
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SC-13号竪穴式住居

（Fig.６２．６３，Ｐ1.4）

ＤＤ－１３・’4匹に位置する隅丸方

形と考えられる竪穴式住居跡であ

る（Ｆｉｇ６２)。北側の大部分を

SC-l4に切られ、西側も撹乱で破

壊され、規模は不明。また、北側

のSC-l4の床面で検出された小穴

で、SC-13の柱穴になりえるもの

もなく、柱構造は不明である。

埋土は、径ｌ～２mmの角喋が多

く混じる暗褐色砂質土で、径ｌ～

５cmのにぶい黄褐色砂質シルト塊

が多く含まれる。

遺物は、床面から若干浮いた状

態で、弥生土器の斐口縁部の細片

(Fig.６３－１）、須恵器高坪の坪部

破片（Ｆｉｇ６３－２）が出土した。

１は混入品。２は口縁端部内面が

わずかに内湾し、坪部中位に小さ

な浅い段が巡る。以外に､土師器も

しくは弥生十器の胴部細片20点前

後､須恵器の細片２点が出土した。

SC-13上部のⅢ層部分からは、

土師器・須恵器・弥牛十器が出土

しているが、胴部の細片ばかりで

あり、出土量も少ない。

以上、出土遺物は少ないが、床

面直上の埋土から出土した須恵器

高杯の形状的な特徴から、古墳時

代後期に比定でき、SC-l3は当該

期の竪穴式住居跡と考えることが

できる。

辞
ご
列

○げ
ー

四
』

ｌ
ｐ
ｍ
‐
○
○
『
ゴ

／

IIii、

／

28.00ｍｇＦ一~１１厘上EiC
SP-482

１へ一。』

ﾉノ－／

＝噸『=…－ｺ'－－
②①②

Fig.６２ＳＣ－１３ｏ１４遺構実測図（縮尺１/50）

Fig.６３SC-13埋土出土遺物実測図（縮尺１／３）

２

=乏固＝言雪害
１

－６５－

５ｃｍ０
」



、

一
々
２

漸

春

虻
一
一
一

一
一

一

l勇二

J１

SC-14号竪穴式住居

（Fig.６２．６４、Ｐ1.4）

ＤＤ－１４．１５区のSC-

l5の下層で確認した隅

丸方形の竪穴式住居跡

である（Ｆｉｇ．６２）。

SC-l3を切る。西側を

撹乱部で破壊され、南

北幅4.55ｍ、東西残存

長３ｍを測る。西半部

がやや広がり気味であ

る。床面を部分的に掘

り込み、黄褐色砂質シ

ルトの小塊が混じる暗

褐色砂質土を貼り床と

している。そのため、

掘り上げ後には、東壁

沿いに低いテラス部分

が残る。

埋土は、砂篠混じり

の暗褐色砂質土で、湿

気をおびるとやや灰色

みが強くなる。

床面では柱穴は確認

できなかったが、貼り

床を除去した後に、立

、
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が少量混じるが、古墳時代後期の土師器・須恵器が主

体を占める。１は須恵器坪蓋の口縁部破片で、回転横

ナデ調整によって､口縁端部が若干外方に摘み出され、

内面に小さな段ができている。２は須恵器坪身の底部

で、SC-l7の埋土中から出土した破片と接合復元でき

た。３は肩部の破片で、頚部の付け根付近の径から平

瓶としたが、傾きは不確かであり、横瓶の可能性も残

す。４．５は姿もしくは壷の胴部破片である。６～８

は土師器の妻で、口縁部が「〈」字形に緩やかに屈曲

する。６は口縁部が内湾気味にのびる。７の口縁部は

短く、球形の胴部がつくと考えられる。８は、器壁の

厚いつくりで、撫で肩の長胴がつく。胴部内面は指頭

で乱雑にナデ上げる。

貼り床部からは、古墳時代後期の須恵器坪身や土師

器妻の破片や、弥生土器も含めて１０数点の小片が出土

している。量は少なく、まとまった出土状況も示さな

い（Fig.６４－９．１０)。９は須恵器の坪身で、口縁部

柱痕跡をもつSP-482～484を検出した。その中で、

SP-483.484は、SC-14の東西主軸上に位置する。い

ずれかが柱穴と考えられるが、判断がつかなかった。

SP-483は、径36～39cm、深さ16cmの不整円形の掘

り形をもち、径16～１７cmの立柱痕跡を確認できた。立

柱痕跡にあたる①層は黒褐色砂質シルトで、径１cm前

後の位げた黄褐色砂質シルト塊が多く混じる。掘り形

埋土の②層は、黒褐色シルトに小指先大の堅めの黄褐

色シルト塊が多く混じる。

SP-484は、長径52cm、短径40cm、深さ１３cmの不整

な長円形の掘り形をもち、径１６cm前後の立柱痕跡を確

認した。立柱痕跡にあたる①層は黒褐色シルトで、位

げた小指先大の黄褐色シルト塊が少量混じる。掘り形

埋土の②層も黒褐色シルトであるが、黄褐色シルト塊

が多く、さらに焼土塊を多く含む。

埋土出土の遺物は、ほとんどが上位～中位で散乱し

た状態で出土している（Fig.６４－１～８）。弥生土器

ぷ

Fig.６４SC-14埋土および貼り床部出土遺物実測図

（１～８：埋土、９．１０：貼り床部、縮尺１／３）
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がわずかに外反しながら立ち上がり、厚めの受け部を

ほぼ水平につくり出す。１０は高坪の坪部破片で、SC-

l6上部のⅢ層から出土した破片と接合復元できた。こ

の他、南壁沿いの貼り床部から、ウマの臼歯上顎が出

土している。詳細は第Ⅳ章で報告する。

柱穴であるSP-483では、掘り形埋土の②層から、

弥生土器もしくは土師器の胴部細片４点、他に弥生士

器の莞胴部小片３点が出土。ＳＰ－４８４の掘り形埋土の

②層からは、弥生土器の壷胴部小片が出土している。

埋土・貼り床部分・柱穴からは、弥牛十器も出土し

ているが、大半は古墳時代後期の須恵器や土師器で、

古墳時代後期に比定でき、SC-14の下限の時期を示す。

貼り床部出土の９の須恵器坪は上限を示す。SC-l4は

古墳時代後期の竪穴式住居跡である。

SC-15号竪穴式住居（Fig65～６８．８９、Ｐｌ必５）

ＤＤ－１４・ｌ５区で出土した隅丸長方形の竪穴式住居跡

である(Fig68、ＰＬ４．５－１）。ＳC－１４．２１を切る。

床面では、SK-99とSP-l88・’９０．１９１．２００．２０１．

４８６が出土した。立柱痕跡の有無と配置関係から、

SP-l90・’91を東側の主柱穴とする４本柱構造を考え

た。南北幅3.15ｍを測り、西半部は撹乱部で破壊され

ている。しかし、ＳＰ－１９０・’91の柱間が2.05ｍ、柱と周

壁の間隔が１ｍほどであるので、東西長は最低４ｍ前

後と推定できる。

埋土は径２～５mmの角喋が多く混じる暗褐色砂質土

である。

SK-99は、SP-190・’91のほぼ中央に位置し、SC-

l5に伴う可能性があるが、性格は不明。径71～72cm、

深さ１０cmの不整円形の土壌で、底面は小さな凹凸があ

る。埋土は黒褐色シルトである。

柱穴のSP-190は、長径34cm、短径30cm、深さ７ｃｍ

の不整な長円形の掘り形をもつ。掘り形中位で、径１８

cmの立柱痕跡を確認できた。①層は暗褐色シルトで、

明黄褐色砂質シルトの薄いレンズ状ブロックがみられ

る。立柱が先端を残して折り取られた後に流入した土

層である。立柱痕跡の②層は暗褐色シルトで、抜き取

りの際に立柱を引き倒したため、平面形が南側に流れ

ている。掘り形埋土の③層は暗褐色シルトで、大きな

明黄褐色砂質シルト塊が混じる。

SP-191は、径34～35cm、深さ９cmの略円形の掘り

形をもち、径18～１９cmの立柱痕跡を検出した。立柱痕

跡にあたる①層は暗褐色シルト。掘り形埋土最上部の

②層は暗褐色シルトで、明黄褐色砂質シルトの薄いレ

ンズ状ブロックが縞状にみられる。下部の③層も暗褐

色シルトであるが、①。②層と比べて堅く締まった土

質である。

埋土から出土した遺物は、弥生土器も混じるが、古

墳時代後期の須恵器や土師器が大半を占める（Ｆｉｇ．

６５－１～５）。その中で、２は須恵器の坪身で、床面

上で出土した。他は埋土中から散漫に出土している。

いずれも住居廃絶後に流入した遺物である。

ｌは須恵器の坪蓋で、胴部外面に浅い段状の窪みが

巡り、口縁端部の内面には横ナデで小さな面ができて

いる。２．３は坪身で、わずかに内湾しながら立ち上

がる口縁部をもつ。４は低脚の高坪、５は喪もしくは

壷の胴部破片である。また径５mmの細い釘状の鉄器破

片がある（Fig.８９－１）。床面上を清掃中に、緑色片

岩製の石庖丁の破片が出土した（Fig.６６－１）。外湾

刃半月形もしくは杏仁形の石庖丁と考えられる。混入
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Ｆｉ９６５ＳＣ－１５埋土出土遺物実測図１（縮尺１／３）
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Fig.６７SC-15上部Ⅲ層出土遣物実測図（縮尺１／３）
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んだ隅丸方形の小型の竪穴式住居跡である可能性を考

える。

埋土は、径２～３mmの角牒が多く混じる暗褐色砂質

土で、径１cmほどの輪郭がぼやけた褐色シルト塊が多

く含まれる。

柱穴であるSP-512は、径40～43cm、深さ12cmの略

円形の掘り形をもち､径１６cmの立柱痕跡を確認できた。

立柱痕跡にあたる①層は黒褐色シルトで、黄褐色シル

トがわずかに混じる。掘り形埋土の②層は黒褐色シル

、
ｈ

ロ

SC-16号竪穴式住居（Fig.６８～71、ＰL４．２０）

ＤＣ・ＤＤ－１４・’5区に位置する竪穴式住居跡である

(Fig68)。西半部をSC-21に切られる。上部のⅢ層下

位でSX-71、遺構検出面でSX-72の焼土や炭化物の広

がりを確認した。

床面では、立柱痕跡をもつSP-512.513が出土し、

SC-l6の主柱穴と考えた。柱間隔は2.2ｍを測る。ほぼ

同じ高さで床面をもつSC－２１．１５では、これに対応す

る西側の柱穴がみあたらなかったので、推定東西幅

2.7ｍ前後で、南北長3.1ｍで、柱主軸が東に偏った歪

口縁部の立ち上がりが短く厚い５．６がある｡前者は、

埋土出土のFig.６５－２．３と同じく、古墳時代後期に

比定できる。後者の６は、SC-25上部にあたるＥ－３－

ｌ７区Ⅲ層上部から出土した破片との接合資料で、後期

のものである。

以上の出土遺物と、下部で出土したSC-l4が古墳時

代後期に比定できることから、SC-l5は後期の竪穴式

住居跡と判断した。
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品である。

柱穴のSP-l91の立柱痕跡①層からは、炭化物の小

片が少量出土した。SK-99からは弥生時代中期後葉の

斐口縁部片１点が出土しているだけである。

一方、SC-15上部のⅢ層部分からは、比較的多くの

遺物が出土している。弥生時代中期後葉～後期前葉の

土器片も混じるが、古墳時代後期の土師器や須恵器が

圧倒的に多い（Fig.６７－１～19)。その中で、須恵器

の坪身をみると、口縁部の立ち上がりが長めの２～４、

し
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卜で、小指先大の黄褐色シルト塊が点々と混じる。

SP-513は、径40cm、深さ９cmの略円形の掘り形を

もち、径15～16cmの立柱痕跡を検出した。立柱痕跡に

あたる①層は黒褐色シルト。掘り形埋土の②層は黒褐

色シルトで､小指先大の黄褐色シルト塊が多く混じる。

柱穴であるSP-512の東側で、略円形の浅い皿状の

小穴であるSP-573が出土した。径58～61cm，深さ８

cmを測り、径２mm前後の小喋が多く混じる暗褐色砂質

土を埋土とする。後述するように、弥生土器の細片６

点とともに、長頚壷の脚台部破片が出土し、SC-l6上

部のⅢ層の破片と接合・復元できた。埋土の特徴は

SC-16と共通しているので、SC-l6に伴う遺構と考え

るが、性格は不明である。

埋土から出土した遺物は少ない（Fig69)。その中

には、完形に近く復元ができた須恵器坪蓋がある

(Fig.６９－２、ＰＬ２０－①)。埋土出土の破片に加えて、

SC-l6上部のⅢ層でも下半部の破片などと接合・復元

できた。SC-21の床面直上から出土した破片も含まれ

るが、SC-l6との切り合い関係から、SC-21への混入

品と考える。天井部は丸みをおび、天井部と口縁部の

境には強い横ナデで幅の広い凹線状の窪みが巡り、口

縁部はやや内湾して、端部は丸くおさめられる。この

他、ｌは須恵器坪蓋の天井部破片、３は高坪の坪部破

片、４は口縁端部を横ナデで細く摘み上げる壷の口縁

部破片である。これらは、いずれも古墳時代後期に比

定できる。また、弥生時代後期前葉の莞の口縁部細片

もあるが、混入品である。丸い円牒の一端に敵打痕が

残る蔽石（Fig70-1）が出土している。

柱穴のSP-512の立柱痕跡①層からは弥生土器の胴

部細片２点、掘り形埋土②層から弥生土器の胴部細片

が１点が出土。SP-513の掘り形埋土②層から、弥生

土器の胴部小片１点、長さ４cm、幅3.5cm、厚さ1.5ｃｍ

の花商岩円篠が出土した。

上部Ⅲ層部からは、比較的多くの遺物が出土してい

るが、細片もしくは小片ばかりである（Fig.７１－１～

１７)。須恵器では、ｌは坪蓋で、天井部と口縁部の境

に凹線状の段が巡り、口縁先端は横ナデで浅い段をも

つ面をつくり出す。２～４は坪身。口縁部の立ち上が

りは、長めで内傾する。５．６は須恵器の高坪。６は

器体が焼け歪む。７は短頚壷の蓋。８．９は短頚壷の

口縁部と肩部の破片。１０は腿の口縁部破片で、口頚部

の境には横ナデで突出する小さな段が巡る。口縁端部

の内面には、横ナデで浅い段をもつ面をつくり出す。

Ｉ

１１は砿の胴部破片。１２（PL20-②）は脚台がつく長頚

壷の脚台部で、脚部中位に円孔が穿孔される。SC-l6

上部のⅢ層下部だけではなく、ＳC－１７．２１上部のⅢ層

部分、さらにSC-16の床面で確認できたSP-573の埋

土中から出土した破片が接合・復元できた。本来SP-

573に埋積していたものが、SC-16上部のⅢ層部分に

混入したものと考えた。１３～15は、壷の口縁部と肩部

の破片。１３は、肥厚させた口縁部の外面を横ナデして、

浅いが明瞭な段状の沈線を巡らす。口縁端部を回転横

ナデを施しながら折り曲げる。１５は外面に平行条線の

タタキを施し、間隔をあけて７条一単位のカキメが巡

る。内面は、同心円文の当て具痕がナデ調整で消され

ている。これらは、埋土出土の須恵器と同じく、いず

れも古墳時代後期のものである。この他、１６．１７は、

弥生時代後期前葉の斐で、他に口縁端面に凹線文を巡

らす壷の破片などがあるが、混入品である。

以上、埋土の遺物だけではなく、Ⅲ層出土のものの

－７０－

、
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Fig.７０SC-16埋土出土遺物実測図２（縮尺１／２）
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大部分は、古墳時代後期の遺物である。SC-l6は当該

SC-17号竪穴式住居（Fig.７２～75、Ｐ１．３．２０．２３）

調査区北壁沿いのＤＣ・DD-15区に位置する。北半

部分は調査区外にのびるが、一辺4.5～５ｍの隅丸方

形を呈する竪穴式住居跡である（Fig.７２)。SC-37、

SP-510.583に切られ、ＳＣ－１８．２２を切る。ＳＣ－１８．

２２とは、SC-l7の埋士がやや灰色みが強いことから、

明瞭に切り合い関係を把握できた。SC-37との関係は、

当初、SC-l7がSC-37を切ると考えた。ところが、

SC-l7の埋土を掘り下げ中に、南北で埋土に暗褐色シ

ルトが縞状にみられる部分とみられない部分があるこ

とに気がつき、再度土層断面を確認した結果、当初の

判断とは逆に、SC-l7はSC-37に切られていることを

確認できた。

床面では厚さ５～８cmの貼り床を確認できたが、柱

穴は検出できなかった。土層断面では、床面から掘り

込まれた小穴を確認したが、立柱痕跡もなく、位置関

係からも、SC-l7の柱穴とは考えられない。

また、南壁の中央には幅70cm、長さ35cmの方形の張

り出し部分が付属する。当初SK-498として別遺構と

考えたが、土層断面の観察で埋士（⑧層）がのびるこ

とや位置関係から、出入り口と判断した。

－７１

期の竪穴式住居跡と考える。

埋土を南北土層断面でみると、小篠が多く混じる褐

灰色砂質シルトが堆積する⑧層が均一に堆積してい

る。なお、①～⑦はSC-37の埋士と貼り床部である。

⑨層はSC-l7の床面から掘り込まれた小穴の埋士であ

る。暗褐色砂質シルトで、縞状に黄褐色シルトのレン

ズ状ブロックが混じる。⑩～⑬層はSC-l7の貼り床部

にあたる。⑩層は暗褐色シルトで、黄褐色シルトのレ

ンズ状ブロックが南から北へ傾いて縞状にみられる。

⑪層は黒褐色シルトに横に位げた親指大の黄褐色シル

ト塊が多く混じる。⑫層は暗褐色シルト。⑬層は黒褐

色シルトの塊。出入り口部分も、深さ13cmほど掘られ、

親指先大の黄褐色シルト塊が混じる黒褐色シルトの⑭

層、径２～３cmの黄褐色砂質シルト塊の間に黒褐色シ

ルトが混じる⑮層、暗褐色シルトの⑯層が貼られてい

る。

遺物は、ほとんどが床面から浮き、SC-l7の埋没過

程で流れ込んだり、投棄された状態で出土している。

比較的多くの須恵器・土師器・弥生土器があるが、い

ずれも小片～細片で、土師器は胴部の細片ばかりで図

示できるものはない（Fig.７３－１～１０)。
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須恵器をみると、ｌ～

４は坪身。比較的口径が

大きくやや長めの口縁部

が内傾して立ち上がる

１．２と、口径が小さく

口縁部の立ち上がりが短

い４がある。３は器壁が

厚く、壷の底部の可能性

も残す。５は提瓶の口頚

部の破片か？端部を折

り曲げて口縁部を肥厚さ

せる。内外面に自然軸が

かかる。６は腿の肩部破

片。７．８は高坪の坪部

と脚部の破片である。８

の坪部中位には、浅い段

が巡り、口縁端部の内面

を横ナデすることで、小

さな面ができ、先端が尖

り気味となる。８は脚端

部を小さく折り曲げる。

低脚の高坪である。以上

の須恵器は、古墳時代後

期のものである。１０は弥

生時代後期前葉の鉢で、

混入品である。

この他、石錐・敵石・

台石が出土 している

(Ｆｉｇ７４－１～５)。ｌは

③
６

金

⑧
１
１

－７２－

Fig.７３SC-17埋土出土遺物実測図１（縮尺１／３）
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凹基式の打製石錐で、サヌカイト製であ

る。先端と基部縁の一部が欠損している。

床面直上から出土したが､混入品である。

２～５は、埋土の中位～上部で投げ込ま

れたような状態で出土している。２は握

り拳大の砂岩の円篠で、一端に蔽打痕が

観察できる。３（PL26-③）は一端に自

然風化面を残す方柱状の石英塊で、下端

に蔽打痕が残る。４は砂岩、５は花間岩

の肩平な円喋を台石に利用している。４

の上面全面に擦痕が残り、５には蔽打痕

や擦痕が３ケ所に集中してみられる。埋

土の③層と⑨層からは、炭化物片が少量

出土している。

一方、貼り床部分からは、遺物は出土

していない。

SC-l7上部のⅢ層では、掘り下げの過

程から多くの須恵器・土師器・弥生土器

が出土し始めた（Ｆｉｇ７５－１～17)。須恵

器の杯身には、埋土出土と同じく、比較

的口径が大きくやや長めの口縁部が内傾

して立ち上がる２～５と、口径が小さく

口縁部の立ち上がりが短い７～９があ

Ⅲ－２古墳時代の遺構と遺物
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り、それぞれに対応する

坪蓋の１．６がある。１０

～１３は高坪で、坪部は小

さめで、短い低脚の高坪

ばかりで、埋土出土のも

のと共通する。１４は腿の

胴部破片で、肩部に浅い

が幅の広い凹線が巡る。

１５は長頚壷で、頚部の中

ほどに浅い幅広の凹線が

巡る。１６（PL20-③）は

器台の脚端部の破片で、

凹線の５条一単位の櫛描

き波状文が施文される。

１７は、ｌ～１６に伴うと考

えられる古墳時代後期の

土師器の妻である。胴部

から反転してのびる「<」

字形口縁である。以上、

Ⅲ層出土遺物には、弥生

土器も混じるが、大半が

埋土と同じく、古墳時代

後期に比定できる須恵器

や土師器である。

埋土出土の遺物は、弥

生時代の遺物の混入もあ

るが、古墳時代後期に比

定できる。上部Ⅲ層部分

から出土した遺物も、同

時期の須恵器や土師器が

出土している。しかし、

出土状況からSC-l7廃絶

後に流れ込んだり投棄さ

れたものである。また、

SC-17に切られるＳＣ－３７

は､古墳時代後期であり、

SC-l7は古墳時代後期と

考えられる。

SC-18貼り床部分

ＳＣ=1８
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Fig.７６ＳＣ－１８遺構実測図（縮尺１/50）
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埋土は、小喋が少量混じる黒褐色砂質シルトで、親

指先大の黄褐色砂質シルト塊が点々と混じる。床面と

貼り床の境界部には、部分的に黄褐色砂質シルトの薄

いレンズ状ブロックがみられる（Figll8)。貼り床部

分は暗褐色シルトである。

柱穴のSP-587は長円形の平面形で、長径38cm、短

径35cm、貼り床下底面からの深さ36cmを測る。埋土は

黒褐色シルトである。

SP-588は、径41～44cmの略円形の掘り形をもち、

貼り床下底面からの深さ20cmを測る。柱痕跡にあたる

北東隅が径18～20cm、深さ７cmほど窪む。埋土はSP-

587と同じく、黒褐色シルトである。

埋土中からは、弥生土器・土師器・須恵器・鉄器の

破片が30数点出土しているだけである。弥生土器が多

い。床面直上から出土した遺物もあるが、大半の遺物

は埋土の中位～下部から散漫に出土する状況である。

20cｍ

二弐

、

、

１０cｍ

４

Fig.７７SC-18埋土出土遺物実測図（縮尺１／３）

SC-18号竪穴式住居（Fig.７６～７８．８９．１１８、Ｐ1.6）

ＤＢＤＣ－ｌ４・’5区で出土した胴張りが強い隅丸方

形の竪穴式住居跡である（Fig.７６、Ｐ１．６－１）。東西

幅６ｍ、住居跡北半部が調査区外にのびるため南北1幅

は不明である。ＳＣ－ｌ７・２２、SK-23、SP-255に切ら

れ、SK-26を切る。床面には貼り床が施されている。

床面では、SP-196～199を検出した。しかし、いず

れも浅い小穴で、SC-l8との関係は不明である。貼り

床部分を除去した後、ＳP－５０７．５８７．５８８を確認した。

その中で、SP-507では立柱痕跡を検出したが、周壁

に近接しすぎるため、SC-l8に伴う柱穴とは考えられ

ない。配置関係から、立柱痕跡を確認できなかったが、

SP-587.588を柱穴と考え、４本柱構造を想定する。

また、南壁のほぼ中央に幅1.3ｍ，長さ40cmの張り

出し部分が付属する。当初、SK-55とし別個の遺構と

考えたが、埋土がSC-18と共通することから、出入り

口部分と考えた。そのため、SK-55は欠番とした。

雇雪症三三三丙Ｐ

Fig.７８SC-18貼り床部出土遺物実測図（縮尺１／３）
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小片や細片が多く、いずれもSC-18が廃絶した後に流

入した遺物である（Fig.７７－１～１７)。

須恵器の坪身には、比較的口径が大きくやや長めの

口縁部が内傾して立ち上がる４～７と、口径が小さく

口縁部の立ち上がりが短い10がある。前者に対応する

坪蓋として１、後者の坪蓋に８．９がある。１１は高坪

の杯部破片。坪部中位で反転して屈曲する坪部で、口

縁端部が部分的に歪む。１２．１３は、瞳もしくは提瓶の

頚部の破片である。１３の頚部の付け根には、段状の浅

く細い沈線が巡り、外面に自然粕が残る。１５．１６は土

師器の尭である。ともに「<」字形口縁ではあるが、

１５は内湾しながら屈曲するのに対して、１６はほぼ直線

的にのび､厚手のつくりである。１７は弥生土器の雲で、

口縁端部を上下に拡張して、端面に沈線状の３条の凹

線文を巡らす。

これらの中で、１５は古墳時代中期、１７は弥生時代中

期後葉～後期初頭の遺物で、混入品である。他は、い

ずれも古墳時代後期の時間幅の中におさまる遺物であ

る。この他、北半部の埋土中から、鉄刀子の茎部と考

えられる破片（Fig.８９－１）や鉄津小片が出土してい

る。

貼り床部から出土した遺物も、図示した弥生土器や

SC-21号竪穴式住居（Fig.６８．７９．８０、ＰL４．５．２０）

ＤＣ・ＤＤ－１４．１５区に位置し、ＳＣ－ｌ５に切られ、

SC-l6を切る隅丸長方形の竪穴式住居跡である（Fig.

68、Ｐ１．４．５）。南北幅は3.53ｍを測る。床面で出土

して立柱痕跡を確認できたSP-187.189と、SC-15の

床面で検出したSP-188を加えた４本柱構造を復元で

きる。柱穴のSP-１８７．１８８の柱間が３ｍ、SP-187と

周壁の間隔が0.85ｍであることから、東西長は4.7ｍ前

後と推定できる。

埋土は、SC-l5と同じく、径２～５mmの角牒が多く

混じる暗褐色砂質土であるが、湿り気をおびると、や

や灰色みが目立つ土色である。そのため、比較的容易

にSC-15との切り合い関係を把握できた。また、SC-

21の検出面と埋土中で、SX-70とした焼土と炭化物片

の広がりを確認できた。他の遺物の出土状況も考慮す

ると、後述するようにSC-21の埋没途中で投棄された

ものと考えられる。

柱穴のSP-187は、ＤＣ・DD-14に位置するSC-21北

東隅の柱穴である。径44～46cm、深さ６～７cmの略円

形の掘り形をもち､径１８～20cmの立柱痕跡を確認した。

須恵器の他に、弥生土器もしくは土師器の胴部破片が

50点ほどがあるにすぎない（Fig.７８－１～４）。ｌは

古墳時代後期の須恵器坪身で、比較的口径が大きく、

口縁部の立ち上がり部分は、やや長めに内傾する。２

は弥生時代中期後葉～末の壷で､口縁端部を拡張して、

波板状の凹線文を３条巡らす。器面が荒れ、凹線文の

施文法は不明である。また、口縁部外面に強い横ナデ

を施すため、口頚部の境に稜線が巡る。３は平底の壷

の底部。４は高坪脚部の破片で、脚部の下部に未貫通

の矢羽根透孔をもち、その下方に沈線状の凹線文を４

条、脚端面に凹線文を１条施す。凹線文の凹部断面は、

断面「U」字形で、裾部の凹線文に比べ、端部の方が

幅が広い。

この他、SC-18上部のⅢ層部分から出土した遺物に

は、鉄津の小片がある（Fig.８９－２）。また、東半部

の貼り床部の下底面近くから、ウマの臼歯上顎の小片

が出土している。詳細は、第Ⅳ章を参照されたい。

以上、住居廃絶後に流れ込んだ埋土出土の遺物と、

住居構築時に施された貼り床の遺物を比較すること

で、SC-l8の営まれた時期は古墳時代後期と考えるこ

とができる。

立柱痕跡にあたる①層は暗褐色シルト。掘り形埋土の

最上部の②層は、暗褐色シルトに黄褐色砂質シルトが

大量に混じる。下半部の③層は、逆に黄褐色砂質シル

トの中に暗褐色シルトの小塊が混じり込む。

SP-188は、ＤＤ－ｌ４・’5区の境界部にあり、ＳＣ－ｌ５

の床面で確認できた。径32～33cm、SC-15床面からの

深さ７cmを測る略円形の掘り形をもつ。径18cmの立柱

痕跡を確認できた。立柱痕跡にあたる①層は暗褐色砂

質シルト。掘り形埋土の②層は、暗褐色シルトにごく

わずかの明黄褐色砂質シルトが混じる。

SP-189はSC-21南東隅の柱穴である。北半部分を

撹乱で破壊されている。径28cm前後、深さ６～７cmを

測る円形の掘り形の中で、推定径が１８～20cmの立柱痕

跡を検出した｡立柱痕跡にあたる①層は暗褐色シルト。

掘り形埋土上部の②層は、黄褐色砂質シルトの中に暗

褐色シルトの小塊が混じり込み、下半部の③層は軟ら

かな黄褐色砂質シルトである。

SC-21から出土した遺物は、すべて埋土中のもので

ある。細片化した須恵器・土師器・弥生土器があり、

－７６－



SC-22号竪穴式住居（Fig.８１～83、ＰＬ２０）

ＤＢ・ＤＣ-14.15区に位置する長方形の竪穴式住居

跡である（Fig.８１)。ＳＫ－２３・ＳＰ-254.461に切られ

る。当初、Ⅳ層上面では、既設管路の南側のSC-l7西

壁中央付近と、北側のＳＫ-26.37との重複部分で、方

Ⅲ－２古墳時代の遺構と遺物
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形プランの隅を一部検出したが、ＳＣ-18.23との時間

的先後関係や全体の平面プランを把握できないでい

た。ところが、SC-l8の西半部分（ＤＣ－１４．１５区）の

掘り下げを行っている途中で、土層断面からＳＣ－ｌ８と

SC-21の埋土から出土した遺物は、廃絶後の埋没過

程で流入したものである。上部Ⅲ層の遺物を含めて、

古墳時代後期に比定できる。一方、古墳時代後期の

SC-15に切られ、同じく後期のSC-l6を切る。以上の

出土遺物と遺構間の切り合い関係から、SC-21は、古

墳時代後期の竪穴式住居跡と判断できる。

／

３

Ⅱ

フーグ ｜I

一ダー、〆~~

図

SC-21が廃絶され埋没過程で流入した遺物である

(Fig.７９－１～３)。その中で、ｌ（PL20-④）は上部

Ⅲ層部分の破片とともに、略完形に復元できた須恵器

の坪蓋である。天井部が丸く膨らみ、口縁部はやや厚

みがあるが、回転横ナデで尖り気味の口縁端部に仕上

げる。２の高坪は、杯部中位に回転横ナデで段を設け

る。口縁端部には回転横ナデで浅い段をもつ面ができ

ている。３の蓋は床面直上から出土した。口径から短

頚壷の蓋と考えた｡口縁端部を回転横ナデで摘み出し、

小さな段をもつ面がつくられる。この他、両端に擦痕

が残る棒状の磨石（Ｆｉｇ８０－ｌ）や、弥生土器の胴部

破片が少量出土している。

柱穴であるSP-l88の立柱痕跡①層からは、弥生土

器の胴部細片２点が出土している。

SC-21上部のⅢ層中からも、弥生土器や須恵器が出

土している（Ｆｉｇ７９－４～８）。須恵器を見ると、５

～７の坪身は､埋土から出土したｌの坪蓋に対応する。

８は、胴部の成形後に径１０cmほどの孔をあけて内面を

調整し、さらに孔を塞ぐ。横瓶と考えた。この他、

SC-37上部Ⅲ層から出土した破片と接合できた坪身が

ある。

、

．～皇当一撃シ／ｉ

ｌｌｌ
Ｌ製

SC-21埋土出

土遺物実測図

(縮尺１／２）
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Fig.７９SC-21埋土および上部Ⅲ層部分出土遺物実測図（１～３：埋土、４～９：上部111層、縮尺１／３）
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は別の住居跡が切り合って

いることを確認､SC-22とし、

DB-l4区のⅢ層上面、SC-23

床面を精査した結果、ＤＢ－

１４．１５区でようやく平面形を

確認できた。そのため、西

半部のＤＣ-14.15区部分の周

壁ラインは、既設管路部の

壁面土層と、SC-l8の西壁沿

いに残存した隅部分、ＳＣ－１７

周壁を残すため設けたベル

ト部分で確認できた周壁の

立ち上がり部分をつないで

復元した。規模は長辺約4.3

ｍ、短辺3.3～3.4ｍと推定で

きる。

柱穴は床面では確認でき

ず、SC-18の貼り床部分を掘

り下げ中に、ＳP-507.586を

ようやく確認でき、４本柱

構造を復元した。

埋土は小喋が混じる暗褐

色砂質シルト。床面とSC-18

埋土の境界には、黄褐色砂

質シルトの薄いレンズ状ブ

ロックが点々と挟まる。

SP-507は、長辺48cm，短

辺42cm、SC-l8の貼り床下底

面からの深さ１７cmの隅丸方

形の掘り形をもつ。掘り形

のほぼ中央で径16～１７cmの

立柱痕跡を確認できた。立

柱は先端近くを残して折り

取られている。折り取り後

に流入した①層は、炭化物

片が多く混じる黒褐色砂質

ト
。
ｍ
Ⅱ
ｑ
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Fig.８１SC-22、SK-26遺構実測図（縮尺１/50）
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整な長円形の掘り形しか確認できていない。埋土は暗

褐色シルトで、立柱痕跡は確認できなかった。

埋土出土の遺物は少なく、しかも遺構検出時に切り

合い関係を把握することが遅れ、とくにＤＣ－１４．１５区

で混乱をきたしている。

その中で、確実にSC-22の埋土から出土した遺物を

図示した（Fig.８２－１～３）。１は須恵器の坪身。口

シルト。立柱痕跡の②層は黒褐色シルトで、縞状に黄

褐色シルトの薄いレンズ状ブロックが混じる。掘り形

埋土の③層は､径２～４cmの黄褐色シルト塊が詰まり、

その間に黒褐色砂質シルトが混じる。

SP-586は、床面では確認できず、下層のSC-l8の

貼り床部分を掘り下げ中にようやく検出することがで

きた。そのため、長径30cm、短径23cm、深さ１８cmの不



、一

号が残されている。４～９は須恵器の坪身。口径が比

較的大きく口縁部の長めの４．５、これと同じ大きさ

ではあるが口縁部の立ち上がりが短い６．８．９、口

径が比較的小さく口縁部の立ち上がりが内傾して短め

の７がある。６は土師質の焼き上がり。１０～１３は須恵

器の高坪◎坪部の中位には浅い段が巡り、脚端部は回

転横ナデで鳶口状に短く折り曲げられる。１３の脚部下

半には凹線が１条巡らされる。１４．１５は須恵器の椀。

1４（PL20-⑤）は、口縁部下が一旦窄まり、緩やかに

反転する口縁部につながる。口縁端部は回転横ナデで

細く尖らせる。肩部には、回転横ナデで低い凸線を巡

らせる。１５（PL20-⑥）は、碗形の胴部の中央に回転

横ナデで凹線を１条巡らせる。１６．１９は須恵器の壷の

守言言一一才ｌｉ－Ｚ．'~一リd

’２

径は小さく、口縁部の立ち上がりは短い。受け部の端

部は横ナデで上方に折れ曲がる。２も須恵器で、提

瓶･平瓶の口縁部とすると口径が大きすぎ、長頚壷の

口縁部と考えるにも器壁が厚めで、鉢形の土器と考え

た。３は土師器の莞の口縁部破片。「<」字形口縁の

内面がわずかに湾曲する。この中で、ｌの須恵器坪身

は、古墳時代後期に比定できる。

一方、SC-22上部のⅢ層からは、比較的多くの弥生

土器・土師器・須恵器が出土している。しかし、いず

れも細片～小片である。弥生土器が多いが、明らかに

混入品と考えられるので、埋土と同じ古墳時代後期の

遺物を選び図示した（Fig.８３－１～21)。ｌ～３は須

恵器の坪蓋の天井部破片。１の天井部外面にはへう記
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口頚部、１７は腿の頚部、１８は腿もしくは小型壷の底部

の破片である。１６は横ナデで、口縁端部を折り曲げる。

19は口縁端部に粘土を貼り付け肥厚させている。灰褐

色で、焼成不良。２０．２１は土師器の莞で、口縁部が

｢く」字形に屈曲し、口縁内面がわずかに内湾する。

口縁端面は小さく面取りされる。

以上のⅢ層出土の遺物の中で、須恵器の坪および高

坪（ｌ～13）は、埋土出土の須恵器坪身と同じく、古

SC-25号竪穴式住居（Fig.84～89、Ｐ１５．６．２０）

ＤＡ・ＤＢ－１３．１４区で出土した方形のSP-249.250.

251.252で構成される４本柱構造の竪穴式住居跡であ

る（Fig84、ＰＬ５)。南北長506ｍ、東西幅492ｍを測

る。SC-27を切り、上部Ⅲ層の中位でSX-67が出土し

た。SX-67については後述する。

北壁中央部では、造り付けの竃を確認したが、残存

状況が悪く、本来の竃の形態は不明である。

柱穴の中で、SP-252は、後世に撹乱され、掘り形

のごく一部しか残っていない。ＳP－２４９．２５０．２５１で

は立柱痕跡を確認できた。柱間隔は、ＳP-249.250間

が2.3ｍ、ＳＰ-250.251間が2.34ｍを測る。また、ＳP-

249.250では、柱が抜き取られ、柱の先端部分が底面

に残っていたにすぎない。いずれの立柱痕跡とも、先

端がやや尖り気味である。各柱穴は以下の通りであ

る。

SP-249は、長径64cm、短径61cm、深さ51cmの南西

側にやや広がった不整円形の掘り形をもち、掘り形底

面で径19cmの立柱痕跡の先端部を確認できた。①～⑤

層は立柱抜き取り後の流入土で、径ｌ～２mmの小篠が

混じる。①層はにぶい黄褐色砂質土、②層は暗褐色砂

質土である。③層は暗褐色砂質土で径１cmの明黄褐色

シルトがレンズ状ブロックでみられる。④層は暗褐色

砂質シルトで、径５cmの楕円形の明黄褐色シルト塊が

混じる。⑤層は黄褐色シルトの塊。⑥層は立柱痕跡の

先端部分にあたる。暗褐色シルトで、小篠はほとんど

みられずきめが細かい。径５mmの丸い明黄褐色シルト

塊がみられる。⑦．③層は部分的に残存する掘り形埋

土である。⑦層は暗褐色砂質土で、径２mmの小喋が

所々に混じる。明黄褐色シルトの薄いレンズ状ブロッ

クがわずかにみられる。③層は暗褐色砂質土で、径１

ｍの小喋がわずかに混じる。

SP-250は、径55～58cm、３８cmの略円形の掘り形を

もち、径16cmの立柱痕跡を掘り形上半部で確認した。

墳時代後期のものである。しかし、須恵器の椀（14）

や土師器の妻（２０．２１）は、古墳時代中期のものであ

り、混入品と判断した。

SC-22から出土した遺物は、量も少なく、弥生土器、

古墳時代中期の須恵器や土師器の混入品もみられる。

しかし、古墳時代後期のSC-l8を切り、埋土出土遺物

から考えて、SC-22は、古墳時代後期の竪穴式住居跡

と考えることができる。

立柱が抜き取られた後に流れ込んだ①層は、径２mmの

小牒が多く混じるにぶい黄褐色砂質土。立柱痕跡にあ

たる②～④層は、径１～５ｍの小喋が混じる暗褐色砂

質土で、先端部分の④層は小篠が少なく、オリーブ褐

色砂質シルトが混じる。⑤～⑦層は掘り形埋土。⑤層

は径１ｍの篠が所々に混じるにぶい黄褐色砂質土。⑥

層は小喋が混じる暗褐色砂質土塊。⑦層は、径５ｍの

篠がわずかに混じる暗褐色砂質土が、オリーブ褐色砂

質シルトと混じり合う。

SP-251は、長径46cm、短径39cmの不整な長円形の

掘り形をもつ。掘り形中位で径18cmの立柱痕跡を検出

した。①～③層は立柱抜き取り後に流れ込んだ土層で

ある。①層は径２ｍの小牒が混じる暗褐色砂質土。②

層は暗褐色砂質土で、幅ｌ～５ｍの明黄褐色シルトの

レンズ状ブロックがみられる。③層は径５ｍの篠が混

じる暗褐色砂質土で、明黄褐色シルトの小塊が点々と

含まれる。④．⑤層は立柱痕跡で、暗褐色砂質シルト。

上半部の④層には径５mmの小喋が少量混じり、下半部

の⑤層には小牒がほとんどみられず、径ｌ～２cmの丸

い明黄褐色シルト塊が所々に含まれる。⑥．⑦層は掘

り形埋土。⑥層は暗褐色砂質土で、径5,,mの小篠がわ

ずかに混じる。⑦層は暗褐色砂質シルトで、径２～４

cmの楕円形の明黄褐色シルト塊が点在する。

SP-252は、大半を撹乱で破壊され、部分的にしか

残っていない。埋土上半は径１～３ｍの篠が混じる暗

褐色砂質土。下半部は幅３～５cmの明黄褐色シルトの

レンズ状ブロックがみられる褐色砂質シルトである。

南壁沿いで出土したSK-503は、長径１１８cm、短径６３

cm、深さ18cmの不整な楕円形の掘り込みで、土壌西半

部の土層断面で直径１４cmほどの木柱痕跡（①層）を確

認できた。位置関係から考えて、SC-25の出入り口で

ある可能性が高い。木柱痕跡は出入り口部分を構成す

る何らかの施設と考えられる。①層は木柱痕跡で、径
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